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2019年度
建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。（6単位）

■講習会会場〈大阪府建築健保会館〉
交通：地下鉄谷町線・中央線谷町
四丁目駅 8号出口より徒歩 5分
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日　時：2020年 1 月16日（木）
　　　　9：00～17：30
会　場：大阪府建築健保会館
　　　　6Fホール
　　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
　　　　TEL：06-6942-3622
定　員：100名（先着順）
受講料：16,000円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて、
①催し名「実務講習会」
②受講者氏名（年齢）
③事業所名
④受講票送付先住所
⑤担当責任者
⑥E-mailアドレス
⑦電話番号
⑧受講料支払方法
　（銀行振込、郵便振替、等）
⑨ CPDを申請される方は、申請先の団
体名と参加者IDをお知らせ下さい。
受講料は、前納制となっておりますの
で、併せて銀行振込、郵便振替等で納
入して下さい。受講料入金確認後、受
講票を送付します。
なお、当会HPからもお申込いただけます
ので、http://www.aaj.or.jpをご覧下さい。

■申込先
（一社）日本建築協会（担当　内山）
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
TEL：06-6946-6981
FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp
URL：http://www.aaj.or.jp

＜振込先＞
●三井住友銀行
　大阪中央支店　普通　0860034
●三菱UFJ銀行
　瓦町支店　普通　0210054
●りそな銀行
　北浜支店　普通　0272234
●郵便振替口座　00910-9-39975
名義　シャ）ニホンケンチクキョウカイ
　　　一般社団法人日本建築協会

■趣旨と内容
● 本講習会は、建設業はもとより、
官公庁・設計事務所・設備会社など
幅広い分野の中堅以下の技術者を
対象としたものです。
● 現場実務の基礎である「施工計画」
と「仮設見積」に重点をおき、講義
します。
● 都市環境の変化に伴う法令・基準
の改正なども加え、技術の進歩に
即応した知識の習得をはかります。

■科目・講師

施工計画
谷本　達哉　氏
㈱淺沼組大阪本店
建築部品質管理室主任

永野　浩一　氏
㈱竹中工務店大阪本店

技術部企画管理グループ部長

施工計画は、品質を確保し、安全で能
率よく経済的に本体工事を進める鍵を
にぎっています。この講習会では、仮
設から地下、躯体、仕上、設備にわた
り、適切な施工計画の要点をわかりや
すく解説します。

仮設見積
山口　紀宏　氏
㈱大林組大阪本店

建築事業部生産技術部計画第三課長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積方法を解説します。

日本建築協会東海支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）愛知建築士会（6単位）

■講習会会場
　〈名古屋商工会議所ビル〉
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日　時：2020年 1 月22日（水）
　　　　9：30～17：00
会　場： 名古屋商工会議所ビル　9階

愛知建築士会内
　　　　名古屋市中区栄2-10-19
定　員：60名（先着順）
受講料：16,000円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて
①講習会名
②郵便番号・住所
③受講者氏名・年齢
　 建築CPD単位申請希望者は氏名の
下にCPD登録番号を明記
④事業所名
⑤申込担当者名
⑥電話番号・FAX番号・E-mailアドレス
⑦受講料支払方法（銀行振込等）
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講番号をE-mail
またはFAXで通知します。なお、日
本建築協会東海支部HPから受講申込
書のダウンロードができますので、
http://www.aaj-tokai.jpをご覧下さい。
■締切日　2020年 1 月14日（火）
　但し、定員に達し次第締め切ります。

■申込先
（一社）日本建築協会　東海支部
〒460-0008
名古屋市中区栄2-10-19
名古屋商工会議所ビル・9階
（愛知建築士会内）
TEL：052-201-2201
FAX：052-201-3601
E-mail：info@aaj-tokai.jp
URL：http://www.aaj-tokai.jp

＜振込先＞
●三菱UFJ銀行
　栄町支店（普通　0167157）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイトウカイシブ
　一般社団法人日本建築協会東海支部

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●現場技術者の初級者を対象に、と
くに取り付きにくい施工計画と仮設
見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準
の改正なども加え、技術の進歩に即
応した知識の習得をはかります。
●積算業務では具体例により、その
着工準備から完成に至るまでをわか
りやすく解説します。

施工計画
日吉　智紀  氏
清水建設㈱名古屋支店

生産技術統括部生産技術グループ主査

適切な施工計画を立案できることが
建築現場技術者の必須条件です。安
全で、経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
相原　仁史  氏
㈱大林組名古屋支店

建築工事部建築生産技術第一課長

仮設工事費は、一般には非常に把握し
にくい面があって、ついつい単位面積
当たり、あるいは請負金比率のみで処
理されがちです。施工計画に基づいた
合理的で迅速な見積方法を解説します。

積算業務
木原　陽  氏
㈱竹中工務店名古屋支店
見積部建築3グループ主任

見積業務のなかで基本となるのは、
数量積算です。この手順・基準を基
本に、より合理的で正確な積算業務
を解説します。

日本建築協会

会告
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日本建築協会

会告

（一社）日本建築協会京都支部・
（公社）日本建築家協会近畿支
部京都地域会　共催

黄檗宗大本山萬
福寺修理現場見
学研修会
（重要文化財萬福寺法
堂ほか４棟保存修理工
事現場）

昨年度に続き伝統的な日本の建築に関
する研修、また文化財の修理活用設計
技術者を育成する為の研修として、萬
福寺の修理現場見学並びに座学研修会
を開催します。萬福寺は京都府宇治市
黄檗に在る三禅宗の一つ、黄檗宗の大
本山です。現在、京都府文化財保護課
により 4棟を保存修理工事中ですが、
御理解をいただき見学会開催の運びと
なりました。皆様の御参加をお待ちし
ております。（文責　日本建築協会京
都支部長　長瀬 博一）
■講師プロフィール
田中 智誠 氏
1949年生まれ。滋賀正瑞寺住職。黄檗
山萬福寺文華殿（宝物殿）主管。京都
府文化財建造物修理専門委員。『黄檗
文華』編集出版。文華殿春・秋特別展
の企画開催。資料閲覧者への対応、文
化施設への出陳依頼への対応。
齋藤 忠一 氏
1939年生まれ。福島県出身。京都林泉
協会副会長。東京藝術大学卒。重森
三玲に師事。『日本庭園史大系』全36
巻（社会思想社刊）刊行に参画。全国
庭園の実測調査を担当し桂離宮庭園、
修学院離宮庭園等、100余庭を実測。
1977年齋藤庭園を開業。主として、社
寺庭園を専門として作庭を続ける。

■日　　時　2020年1月17日（金）
　　　　　　10：30～17：30
　　　　　　（昼食休憩含む）
■定　　員　30名（先着順）
■参 加 費　 4,000円（午前・午後のみ

の参加も可。午前1,000
円、午後3,000円。共催
の会員以外は+500円）

　　　　　　※ 萬福寺の境内拝観料
（500円）別途必要

■会　　場　 萬福寺（京都府宇治市五
ケ庄三番割34）

■最 寄 駅　 JR「黄檗駅」もしくは京
阪「黄檗駅」より徒歩約
5分　無料駐車場が有る
ので車での来場も可能

■申込方法　①研修会名「1/17 黄檗宗
大本山萬福寺修理現場
見学研修会」　②氏名　
③勤務先または学校名　
④当日連絡先　⑤E-mail
アドレスまたはFAX番号 
⑥会員・一般の別　⑦参
加内容（全参加・午前の
み・午後のみ）

　　　　　　 上記項目を明記しFAXで
下記へお申し込みください。

※ 受付後連絡のため、FAX又はMailを
必ずご記入ください。
■申 込 先　（一社）日本建築協会
　　　　　　京都支部事務局
　　　　　　FAX 075-255-6077

■スケジュール 

10：15－10：30 現地集合・受付（山門前）

10：30－11：30頃 重要文化財萬福寺法堂ほか 4棟の
保存修理工事現場の見学・解説

竹下 弘展 氏
（京都府文化財保護課）

12：00－13：00 昼食休憩（黄龍閣別館 2階を食事
場所として使用可能）

13：00－15：10

15：20－17：30

座学① 「黄檗山萬福寺 境内配置
と建築」

座学② 「萬福寺東方丈庭園－隠元
禅師が富士山を主題として
作庭」

田中 智誠 氏

齋藤 忠一 氏

予　告

京都スタジアム
見学会

この催しは建築CPD情報提供制度
認定プログラム申請予定です。
建築関連CPD　 2単位

■日時　
　2020年 1 月28日（火）
　午後～

■会　場　 京都スタジアム
（京都府亀岡市追分町）

■講　師　 ㈱東畑建築事務所　設計ご
担当者様

■最寄駅　JR亀岡駅　徒歩約5分
■定　員　50名（先着順）
■参加費　 会員1,000円、一般1,500円、

学生500円

詳しくはホームページ、
2020年 1月号に掲載いた
します
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日本建築協会

会告

JR講演会第2弾！
JR西日本建築グ
ループの駅づくり

日　時
　2019年12月20日（金）
　14時～16時（予定）

・ JR西日本建築グループに
ついて
・駅の形態
・駅の作り方
・事例紹介
・将来プロジェクト

JR講演会第二弾として、建設部門の
幹部を講師に招き駅を中心とした話
を伺います。街中に建つ建物とは違
う「駅」、誰もが「どうやって設計す
るのだろう？電車が走行している中、
乗客が大勢いる中でどうやって工事
をやるのだろう？」こんな疑問に答
えます。駅の形態についても事例を
紹介しながら「橋上駅、新駅、駅ビ
ル等」の説明をしていただきます。
「駅」が「人とまち、未来、そしてみ
んなでつないでいく」。この講演会を
きっかけとして一人でも多くの方に
興味を持っていただければと思って
おります。
（ジェイアール西日本
 コンサルタンツ　槌田）

■講師プロフィール
村田　直紀（むらた　なおき）
1991年JR西日本入社。
多数の駅建設のほか、京都駅ビル、
大阪ステーションシティの建設に関
わる。
建設工事部担当部長。
大阪府出身。

■申込み詳細
定　員　●名（先着順）
参加費　会員1,000円、一般1,500円
　　　　学生500円
会　場　新大阪中央ビル 8階会議室
　　　　（大阪市淀川区西中島5-4-20）
　　　　※ 新大阪ワシントンホテル

隣り
最寄駅　JRあるいは地下御堂筋線
　　　　「新大阪」駅より徒歩 5分
■申込方法
①講演会名
②氏名
③勤務先名
④E-mailアドレスまたはFAX番号
⑤会員/一般（非会員）/学生の別
上記項目を明記しFAXかE-mailにてお
申し込み下さい。
■申 込 先
日本建築協会（内山）
FAX 06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

締　切　12月10日（火）

京都駅ビル

サウスゲートビルディング

広島駅

新山口駅

大阪駅　時空の広場

京都鉄道博物館

＜予告＞　2040委員会【2040 FUTURE VIEW vol.1】　発刊のお知らせ
ただ今、未来創生プロジェクトに属する「2040委員会」のこれまで約 2年間の活動を記録した、初の小冊子
【2040 FUTURE VIEW vol.1】を作成しています。『建築と社会』 1月号に同封して、みなさまの元にお送り
する予定です。
「2040委員会」では、現在40歳前後のメンバーが、時代が大きな変革を迎える2040年のあるべき姿を思考
（志向、試行）する活動を行っています。その時代を担うプレイヤーとして、迎える時代に向き合うであろう
問題点を予測し、その問題点に取り組むための準備として、メンバー全員でのブレインストーミング、および
建築にとどまらない様々な分野から、 9名の方々に未来に向けた社会との関わり・視点を伺った、その記録が
中心の冊子となっております。こうご期待。

お問い合わせは下記まで
「2040委員会」事務局：hensyu@aaj.or.jp

2040 FUTURE VIEW vol.1 表紙



3建築と社会■2019.12

■特集予告
●1月号／ 大阪ベイエリアの再生
●2月号／ 第26回私の空間作法

2019  12
Vol.100 No.1173

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

「関西建築協会雑誌」vol.1 №13より口絵「大阪市
中部の娯楽地区（千日前楽天地）」

「楽天地（らくてんち）」は、1912年（明治45年）
「ミナミの大火」によって焼失した繁華街復興の目
的で計画され、1914年（大正 3年）から1930年
（昭和 5年）まで大阪市南区（現・中央区）にあっ
た劇場・演芸場などを集めた一大娯楽センターであ
る。地上 3階建、多くの尖塔を持ち、夜はイルミ
ネーションで彩られ、地下にはメリーゴーランド、
ローラースケート場、水族館まであった。
「楽天地」廃業後は「大阪歌舞伎座」が誕生。第二次
世界大戦の空襲で焼け野原になるも復興。御堂筋
へ移転した大阪歌舞伎座を改装し「千日デパート」
が開業するが多数の死者を出した火災の後、長く放
置され、「プランタンなんば」が建ち、現在はビック
カメラなんば店（エスカールなんば）となっている。

今月の表紙
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　【各論】
　 1 　センセイオフィス～働き方改革を職員室から～●ヴィトラ  ――――― 8

　 2 　 『DIYのいえ』泉北ニュータウンでの試み
～DIYで団地コミュニティ活性化～●豊嶋洋子  ―――――――――― 10

　 3 　開かれた寮　立命館大学分林記念館●永井　務　地田　聡  ――――― 12

　 4 　 商店街HOTEL講　大津百町　～大津の空き町家再生～
●玉井　淳  ――――――――――――――――――――――――――――――― 14

　 5 　駅という概念のパラダイムシフト●二反田陽介 ――――――――――― 16

　 6 　人に開いて仕事を生む空間～障害のある人とともに～●森下静香  ― 18

　 7 　開かれた雲の上の図書館●見目佳寿子  ―――――――――――――――― 20

　【編集後記】  ――――――――――――――――――――――――――――――――― 23

会告 2019年度建築工事実務講習会（本部、東海支部）
京都支部共催 黄檗宗大本山萬福寺修理現場見学研修会/
＜予告＞京都スタジアム見学会
JR講演会第 2弾！JR西日本建築グループの駅づくり/
＜予告＞　2040委員会【2040 FUTURE VIEW vol.1】　
発刊のお知らせ
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ガラス＋和紙調フィルムの光壁を通したトップライトからの柔らかい光で包まれたエントランス

長辺280mの建物を大きく 3つに分節しランダムに穿った開口で街のスケールに馴染ませた南側外観



国立循環器病研究センター
建　築　主　国立研究開発法人　国立循環器病研究センター
基本設計・実施設計監修・設計監理　佐藤総合計画
実 施 設 計　竹中工務店・日本設計
施　　　工　竹中工務店

国立医療研究所の 1 つである国循は心疾患と脳疾患を同一組織で研究する世界でも
稀な研究機関である。吹田市JR岸辺駅前に新たに整備された医療クラスターの中心
施設として、先端医療を提供するとともにオープンイノベーションによって医療技術
開発を推進し世界をリードする施設の移転建替え計画である。病床の 5 分の 1 を集中
治療室とする高度専門病院（550床）と多様な医療研究機能を合理的に一体化し
連携を促進するとともに、災害に対する安全性と事業継続性の高い建築により未来の
医療研究・診療を支える。
建物は部外研究者や企業などと共同研究を促進する施設のオープンイノベーション
センター（OIC）を中心に置き、研究所と病院が連続的に配置されている。
病院外来は明快なゾーニングと動線計画により来院者のストレスを低減。病棟は
オープンエンドの廊下から自然光を取り入れた明るい空間とし、病室は個室への
転換が容易に行えるプライバシーの高い療養環境としている。
研究所は日々進化する研究内容に対応できる可変性のある研究室とし、各所に小ラウ
ンジ等を設けることによりコミュニケーションの活性化を狙っている。
 （石原哲／竹中工務店）

作品作風

見まもりやすいオープンなスタッフステーション

外部の緑と光を取り込んだ外来用食堂

5

6
7

7

1 2
3 4
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1.エントランス棟
2.病院棟
3.オープンイノベーション
4.研究棟
5.病院主入口

6.救急入口
7.研究所・オープンイノベーションセンター入口
8.まちかど広場
9.JR岸辺駅連絡橋

患者アメニティの充実と将来個室への転換が容易な直列 4床室

85室ある診察・処置室へと誘導する、120mのホスピタルストリート

外光とアートが感性を刺激する研究室フロアの小ラウンジ

共同研究者などセンター以外の人も共同で利用するOIC 4 階にあるサイエンスカフェ

建物全体俯瞰

所 在 地　大阪府吹田市岸部新町 6番 1号
敷地面積　 30,585.17㎡
建築面積　18,712.107㎡
延床面積　129,756.11㎡
構造規模　RC造・S造　地上10階・地下 2階・550床
工　　期　2016年 8 月～2019年 3 月
最 寄 駅　JR京都線　岸辺駅
撮　　影　竹中工務店



企画編集：髙木秀晃（作品作風小委員会）

大阪の街に点在し、今も活用され続けて
いる建築物を一同に公開するイベント
「生きた建築ミュージアムフェスティバル
大阪」のデザイン・印刷設計を2018年
から担当している。
ガイドブックを核として、チラシ・ポス
ターなどの印刷物から、サイネージ広告、
グッズに至るまで、多岐にわたる媒体の
デザイン・印刷を行った。

グラフィックデザイナーとしての仕事と、
資材や工場の段取りをし、印刷現場で
色調などのディテールを調整しながら、
完成品である「モノ」を作っていく印刷の
仕事を通して、職の分断や自動化が加速
する昨今において、人が目で見て手で触
れることを意識しながら、長く残ってい
くものを作っていくことが私の仕事です。

芝野　健太（しばの　けんた）
1988 大阪生まれ
2010 立命館大学理工学部
 建築都市デザイン学科卒業
2012  ノマルにてグラフィックデザイ

ナーとして所属
2016-  ライブアートブックス（大伸社）

に所属（現職）

主に美術や建築にまつわる広報物・出版
物を中心に、デザインから印刷・製本に
おけるディレクションまでを一貫して手
がける。主な仕事に、「田嶋悦子展」（西
宮市大谷記念美術館、2017）、「生きた
建築ミュージアムフェスティバル大阪」
（2018・2019）、京都市京セラ美術館リ
ニューアル広報物（2019-）など。
www.kentashibano.com

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

ビジュアル
イメージを作る
グラフィックデザイナー
印刷設計者

芝 野  健 太

イベント時に公開建物の入口に設置されるポスターはサインとしても機能する。

■「OPEN HOUSE OSAKA 2019（生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2019）」メインビジュアル（キーカラー：水色＋ブルー）

■「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2018」 メインビジュアル（キーカラー：蛍光オレンジ）

人と建物、社会との関わり合いの中で、今も大切に
使われている（＝生きている）大阪の建築物の姿や、
建物を介する人と人との繋がり、街のにぎわいが感
じられるメインビジュアルとすることで、「生きた
建築が扉を開く 2日間」というイベントの特性を
表現した。

また、それぞれの年において鮮やかなキーカラーを
設定し、色々なツールに展開させていくことによっ
てイメージの統一を図る。同時にガイドブックを
「人と人のコミュニケーションの間にあるもの」と
位置づけ、ガイドブックを携えながら街を歩く参加
者同士が、一目で同じイベントの参加者だとわか
り、一体感を感じられるようにした。
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企画：インテリア・住宅系分科会
赤川貴世友／東奈生子／今井充彦／岩田圭司／川合隆之／河西孝平／黒栁　亮／塚口洋之／ペリー史子

特集
オープンマインドな空間

ḁ͉̏̾̀様々̈́ȶ施設ȷ͉単純́あ̹̽͢うͅ思うȃ求͛ͣͦͥ機能ͅ対̱̀画一的̷̧̩̹̾ͣͦ̀ͦͅ

̸͈ͦ施設͉ȂΟΎͼϋや形状͈差͉あͦ̓Ȃ共通言語ͬ用い̀造̧̹ͣͦ̀ȃȶ職員室ȷ͉ȶ職員室ȷ̱̩ͣȂ

ȶ図書館ȷ͉ȶ図書館ȷ̱̩ͣ͂いう͈̦当̹ͤ前́あ̹͈̺̦̽Ȃ近年Ȃ̷̸͈ͦͦ施設ͅ求͈̦͛ͣͦͥ͜

変化̧̱̀̀いͥȃ̽͂͜コηュニΉーΏョϋͬȂ̽͂͜様々̈́使い勝手ͬȂ͂いう͢うͅȂ利用者͈ζͼϋΡ

ͅ変革̦起̧Ȃ又̷͈ͦͣζͼϋΡͬ共有̱̹ͤ発信̱̹̳ͤͥΜーσや場̦進化̱̹̭͂ͤ͢ͅȂ̷̸ͦͦ

͈空間͉画一的̈́共通言語̥ͣ脱却̱Ȃ新̱いプυΈρθͥ͢ͅ新̱い空間͒͂進化̱̾̾あ͈͉ͥ́̈́い̺

ͧう̥ȃ̱̥̱Ȃ̭͈進化ͬ辿̽̀い̩͂今度͉全̩違う施設̷̸͈͈ͦͦ進化͈中ͅȂȶ場ͬ開̩ȷ͂いう

新̹̈́共通言語̦あͥ事ͅ気̩̿ȃȶ΂ープϋζͼϋΡȷ̈́性格ͬ場ͅ持̵̹Ḁ͉̑̾̀閉̲ͣͦ̀い̹͈ͬ͜

開̩̭͂́Ȃ空間やȂ空間͈持̾機能͉ͅ新̹̈́価値̦付加さͦͥȃ̭うい̹̽取ͤ組͙ͬ目̳ͥ͢ͅう̈́ͤͅȂ

近年Ȃ様々̈́施設́ȶ開̥ͦ̀いͥȷ͂感̲͈̺ͥͧうȃ

ȁͼϋΗーΥΛΠやŔŏŔ̽̀͢ͅ個人͉世界ͅ向̫̀ȶ΂ープϋζͼϋΡȷ̧̈́̽̀̀ͅい̦ͥȂ̷͉ͦ片手ͅ

持̾Αζγ͈中̺̫́あ̽̀Ȃ日常͈世界͉́逆ͅ閉鎖的̧̈́̽̀̀ͅいͥ͂͜言わͦͥ昨今̺̦ȂͼϋΗー

ΥΛΠ上͈欲求͉日常世界͜ͅ波及̱͉̲͛̀いͥȃ極論ͬ言え͊Ȃ΂ープϋζͼϋΡ̈́プυΈρθͬ組͙込

̺ͭ施設̷̭̦ͼϋΗーΥΛΠ社会͂日常世界ͬ繋̪キー施設̈́ͤͅうͥ͂言えͥȃ̷͈プυΈρθ͂建築空

間̦調和̱̀出現̧̱̹͂Ȃ私̷̹̻͉̭ͅ新̹̈́価値ͬ見出̱ȂͼϋΗーΥΛΠͬ上回ͥȨςͺσ̈́感動ȩ

ͬ覚え͈͉ͥ́̈́い̺ͧう̥ȃ

ȁ今回Ȃȶ΂ープϋζͼϋΡ̈́空間ȷ͂いうΞーζ́新̱い取ͤ組͙ͬ行̽̀いͥ施設ͬ紹介̳ͥ事́Ȃ空間Ȃ

情報Ȃ人̦相̽̀͘生͙出̳新̱い文化̾ͅい͈̀考察ͬ更ͅ深̹͛い͂思うȃ島根県͈ȶΓϋΓͼ΂フͻΑȷ͉

職員室͈あͤ方ͬ抜本的ͅ変えȂ職員同士Ȃ職員͂生徒͈コηュニΉーΏョϋͬ活性化さ̵̹非常ͅ興味深い

事例́あͥȃ泉北ニューΗ;ϋ͈ȶŅŊY͈いえȷ͉団地ͬ中心ͅ地域́͘コηュニΞͻͬ広̬ȂŅŊYͬ通̱̀新̱

い繋̦̩ͤͬ̾ͧう͂模索̱Ȃ立命館大学͈ȶ分林記念館ȷ͉学生同士͈接点ͬ設̫ͥ仕組͙ͬ展開̱̦̈́ͣȂ

文化や街ͅ開̥̹ͦ寮͂̈́̽̀いͥȃ又Ȃ宿泊施設͈取組͙͜興味深いȃ大津市͈ȶ商店街ŉŐŕņō講 大津百町ȷ

͉街ͅ開̥̹ͦ宿ͬ点在さ̵̦̈́ͣ旅人̦街ͅ溶̫込͚͢う̈́ΏΑΞθͬ構築̱Ȃ尾道͉́駅中ͅ宿泊̧́ͥ

ȶŎĴγΑΞσȷ̦駅͂街͂人ͬ繋̬̀いͥȃ̷̱̀香芝市͈ȶňŰŰť ŋŰţ！ΓϋΗー香芝ȷ͉́Ȃ障害者・働̩・

楽̱͚・遊ぶ・出会う͂いう様々̈́事象ͬȂ空間内ͅ実現̱̀いͥ好例́あͤȂ梼原町͈ȶ雲͈上͈図書館ȷ

͉図書館͂いう単体機能͉́̈́い新̹̈́開̥̹ͦ複合施設ͬ生͙出̱̀いͥȃ̷̸̦ͦͦ非常ͅ個性あͥ空間

ͬ創ͤ出̱̀い̭ͥ͂͜さ̭̦ͥ͂̈́ͣȂ皆̷̦̭ͅ至ͥプυΓᾼ͜触ͦͣͦ̀いͥ点͜興味深いȃ今回͈

特集ͬ通̲̀Ȃ建築ͬ器̱͂̀捉えͥ時代͉終焉ͬ迎えȂプυΈρθ̷̭̦建築̷͈͈͂͜社会的価値ͬ創造

̳ͥ時代̹̈́̽͂ͅ再認識̧̺́ͥͧうȃ̷̱̀Ȃ̭͈流͈ͦ先ͅȂ更̈́ͥ΂ープϋζͼϋΡ̈́変革̦あ̭ͥ͂

ͬ期待̵̴͉ͅいͣͦ̈́いȃ

編集委員ȁ黒栁ȁ亮

Ⱥ各論Ȼ

Ĳ ȁΓϋΓͼ΂フͻΑ～働̧方改革ͬ職員室̥ͣ～ ●όͻΠρ

ĳ ȁȸŅŊY͈いえȹ泉北ニューΗ;ΰ͈試͙

ȁȁ～ŅŊÝ団地コηュニΞͻ活性化～ ●豊嶋洋子

Ĵ ȁ開̥̹ͦ寮ȁ立命館大学分林記念館 ●永井ȁ務ȁ地田ȁ聡

ĵ ȁ商店街ŉŐŕņō講ȁ大津百町ȁ～大津͈空̧町家再生～ ●玉井ȁ淳

Ķ ȁ駅͂いう概念͈パρΘͼθΏフΠ ●二反田陽介

ķ ȁ人ͅ開い̀仕事ͬ生͚空間～障害͈あͥ人͂͂͜ͅ～ ●森下静香

ĸ ȁ開̥̹ͦ雲͈上͈図書館 ●見目佳寿子

Ⱥ編集後記Ȼ
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■変わらない職員室のイメージ
　職員室といえば、先生が資料の平積みされ

たグレーの机に向かい、答案採点から先生同

士の打ち合わせ、生徒との面談、食事まであ

らゆることを行う……そんなイメージが何十

年も定着しているのではないだろうか。

　2018年秋、島根県立津和野高校からそんな

職員室の改装についてヴィトラに問い合わせ

があった。

　同校では、県が推進する「高校魅力化事業」

を採用し、「高校魅力化コーディネータ－」を

配置するなどして全校生徒数が 5 年前に比べ

て1.2倍に増加した。今回、これまで生徒のみ

に向けられていた「魅力化」を先生にも向け、

働く職場を改善することで、さらに魅力を高

めたいとのことだった。

　学校側が改装にあたって、教員と全校生徒

を対象にアンケートを行ったところ、「収納が

少なくて書類整理がしづらい」「生徒との面談

や教員同士で打ち合わせする場所がない」と

いった意見が寄せられた。

　ヴィトラでは、教員の作業の質の向上はも

ちろん、生徒との関わりの面においても配慮

し、世界中のオフィスで現在、採用されてい

る最先端の設計思想を盛り込んだレイアウト

を提案した。

　まず職員室にあった膨大な量の書類を整理

することから始め、棚の数を削減し、それに

よって空いたスペースを活用して、先生エリ

ア、協働スペース、集中スペース、生徒エリ

アを配置するレイアウトを描いた。

■先生エリア（執務スペース）
　書類を整理できたことで空間全体に余裕が

生まれ、以前より大きな机上面のデスクを導

入できた。これによってパソコンを広げなが

ら並行して書類を使った業務が可能になり、

作業の効率化が進んだ。

先生エリア

　椅子も機能を絞った動きやすいコンパクト

なものを採用した。また 1 席に一つのキャス

ター付き引き出しワゴンを設置することで、

職員室内の人事異動に伴う座席変更の際にも、

ワゴン一つの移動で簡単に行えるようになっ

た。

■協働スペース
　打ち合わせ用テーブルとモニターを設置し、

モニターに書類を投影しながら会議を進行で

きるので、ペーパーレス化による業務効率と

会議の質の向上も図った。

　また短時間のミーティングの際は、ハイカ

ウンターを利用して立ち話で済ませることも

できるようにした。

各論 1

センセイオフィス
～働き方改革を
職員室から～

ヴィトラ

Vitra（ヴィトラ）　1950年創業のスイスの家
具メーカー。世界的なデザイナーの創造性と
自社の開発力によって製品とコンセプトを生
み出し、そのデザインの力を通してホーム、
オフィス、公共スペースの空間の質の向上に
貢献。またヴィトラキャンパスにおける建築
やヴィトラデザインミュージアムでの展示、
ワークショップ、出版物でも知られ、多様な
側面を有する。

津和野高校のセンセイオフィス
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■集中スペース
　周りの騒音を吸収する圧縮されたフェルト

パネルを壁面に使用している半個室のような

ブースは、周囲を気にせず業務に集中できる

スペースとした。

　生徒との落ち着いた面談、先生同士の機密

性の高い打ち合わせ、リラックスして食事や

休憩を取る場として様々な目的に合わせて使

える空間となった。

集中スペース

■生徒エリア
　事前アンケートで、生徒からは「職員室の

中に入りにくい」「個人面談の際、周りが気に

なる」などの意見があったため、生徒との関

わりの質を向上させ、先生とじっくり対話が

できる環境に配慮することは、今回の職員室

改革の中で最も重点を置いた点だった。

　このため、システム家具を利用し、緩やか

に先生エリアと生徒エリアを区切り、生徒が

回収しに来る書類や連絡用の資料を置くこと

で生徒が自然と職員室に入りやすい仕掛けを

工夫した。また生徒エリアに来た生徒が日常

の動きの中で、先生と偶発的な会話が生まれ、

その場ですぐに相談できるようなカウンター

やベンチを設置した。

■先生、生徒からの評判
　こうして新しいセンセイオフィスは2019年

4 月に完成した。

　執務エリアは、これまで書類に囲まれてい

た机上が書類の削減により、開放的なスペー

スとなり、先生同士の顔が見え、対話が増え

ている。また先生に実施したアンケートでも

「生徒が気軽に質問に来るようになった」、「職

員室内で生徒の姿を見ることが多くなった」

という回答があり、生徒との関わりの質も確

実に向上している。

　課題が環境から運用面に移ってきたため、

センセイオフィスが新任の先生にも理解しや

すいよう運用ルールの策定を進めている。運

用ルールには空間の利用方法、収納方法など

が含まれ、ルールについて先生同士で話し合

うことでさらに理解も深まっている。

■働く空間をデザインの力で改善
　環境はそこで働く人の考え方や成果に影響

すると考え、ヴィトラではその環境をデザイ

ンの力で改善することをミッションとしてい

る。働き方改革を単に残業時間の削減など効

率性の見直しだけに終わらせず、本来その組

織が何をしたいのかと改めて考えることが大

切だ。

　働く空間はその組織が達成したいことをサ

ポートできる環境であるべきで、そこで働く

人の健康面、精神面への配慮も欠かせない。

ITの発展によって働き方が変わり、作業も効

率的にできるようになった。同時にオフィス

の在り方も変わらなくてはいけない。

　センセイオフィスが目指したように、先生

と生徒のコミュニケーションの改善など、人

と出会う場所として、オフィスの価値はさら

に高められると考える。

写真：柿崎健太郎

 （構成　日本建築協会）

先生エリアと生徒エリアの間に配置されたシステム家具

センセイオフィスのレイアウト
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■団地の課題
　緑豊かな住環境を有する泉北ニュータウン

（堺市南区）に位置する公社茶山台団地は、敷

地面積8.26ヘクタール、総戸数930戸の規模を

持つ1971年建設の団地である。建設当時は子

供が行き交う賑やかな団地だったが、現在は

少子高齢化や空家増加により活気が失われ、

自治会活動も立ち行かなくなってきた。中で

も泉北ニュータウン全体の活性化に広域的に

取り組むため、大阪府、堺市、大阪府住宅供

給公社他の公的団体がともに協議・検討する

場として、2010年 4 月に「泉北ニュータウン

再生府市等連携協議会」が設立された。

　これを機に、公社はニュータウン内で自社

が管理する茶山台団地をリーディングプロ

ジェクト団地に選定。「響きあうダンチ・ライ

フ」をコンセプトに、住民同士の交流が響き

あい、「団地ならでは」の新しいライフスタイ

ルが育まれる住環境づくりに取り組んできた。

■DIY団地カスタマイズ制度の導入
　公社が手掛ける団地の魅力向上の取り組

みの一つとして、「DIY団地カスタマイズ制

度」がある。一般的に賃貸住宅では、壁の塗

装や棚取り付けをしたいと思っても、貸主の

許可が必要だったり、退去時に原状回復義務

が条件である等の制約がある。公社では、築

年数の古い団地を中心とした空家の増加が課

題となっている現状を踏まえ、2017年 1 月に

「DIY団地カスタマイズ制度」を開始した。こ

れは、届け出によりDIY部分の原状回復義務

を緩和する制度で、入居者の部屋を自身の好

みの住まいにすることで愛着を持ってもらい、

長期入居を促進することが狙いである。対象

は1965～1975年代に建設された高経年団地を

中心に、管理戸数の半数を超える約12,000戸と

し、現在まで 2年 9ヶ月で20～40代の若年層

を中心に制度利用者は350件を超えた。（図1）

■DIY拠点施設の導入
　入居者のニーズの高まりにより、徐々に

「DIY団地カスタマイズ制度」の利用者は増加

しているが、まだ制度について入居者の認知

は広まっていない。また、茶山台団地入居者

に実施したアンケート調査の結果によると、

「DIYをしたいがどのようにしたらよいかわか

らない」「サポートスタッフがいれば」「道具

の貸出や材料の手配が相談出来る場所があれ

ば」DIYをやってみたい、といった意見も多

く見受けられた。

　公社は同制度の利用促進と入居者のニーズ

に応えることを目的としたDIY拠点施設の導

入を決定。株式会社カザールホームと連携し、

2019年 2 月から茶山台団地内に「DIYのいえ」

を設置した。カザールホームとの連携は、堺

市と公社ほか数企業が泉北ニュータウンの高

齢化の課題解決の提案を目的とし開催した

「泉北ニュータウンシニア向けサービス創出支

援事業」において企業等とのビジネスマッチ

ングを募集した際、同社からの提案がありコ

ラボ検討を開始した。当初はDIYスクール形

式の提案を受けたが、入居者のニーズ等によ

りこの形式での実施に至った。

　この「DIYのいえ」は団地の空家 2 室を活

用している。 1 室はDIY体験スペースとし、

もう 1 室では実際にDIYした実例を見ること

ができる。DIY体験スペースには、DIYの工

具を取り揃えたワークスペースがあり、工具

を利用できるほか、専門スタッフによるDIY

各論 2

『DIYのいえ』
泉北ニュータウン
での試み

～DIYで団地コミュニティ
活性化～

大阪府住宅供給公社　経営管理部
住宅経営課

豊嶋洋子

奈良県生まれ。
大阪府住宅供給公社住宅経営課団地再生グ
ループにて、社会課題の解決を図りながら新
しい取組みにチャレンジしている。

図 1　対象団地の年齢層とカスタマイズ制度利用者の年齢別内訳

団地カスタマイズ
制度利用者の
年齢別内訳 割合

対象団地入居者の
年齢別内訳 割合

20代
19％

60代以上
21％

30代
22％

20代
5％ 30代

10％

40代
15％

50代
14％

60代
56％

40代
23％

50代
15％
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の技術サポートが受けられる。体験ワーク

ショップイベントなども実施し、団地住民だ

けでなく地域にお住まいの方や入居を検討中

の方も利用可能としている。

■「DIYのいえ」の効果
　オープニングの日には、工具使用体験や子

ども向けワークショップも開催され、多くの

人で賑わった。参加者からは、「DIYはほとん

ど経験がなく、大変だったがもっとやってみ

たい」といった声や「子どもが小さくても遊

べるスペースがあるので助かる。次回も参加

したい」といった肯定的な声が寄せられた。

参加者の多くは、DIYをしたことがない方々

であり、初心者でも手軽に体験できるDIYメ

ニューも準備している。こうしてオープンし

た「DIYのいえ」はそれから半年間で延べ来

所者数360人を突破、同団地における入居者の

「DIYカスタマイズ制度」利用の届出件数も 2

倍近くに増加した。

　当初2019年 9 月までの期間限定としてオー

プンした「DIYのいえ」であるが、次第に常

連の利用者が現れ、コミュニティ活性化の一

端を担うようになってきた。利用者からの要

望を受け、公社とカザールホームは2020年 3

月までの半年間の運営期間延長を決定した。

固定の利用者も現れはじめたことから、ゆく

ゆくは事業者ではなく入居者等を中心とする

DIYコミュニティ活動を見込んでいる。

■ DIYカスタマイズ制度の今後の
展望

　現在、公社のDIY団地カスタマイズ制度利

用者の多くは、40代までの若年層が中心であ

り、団地居住者の半数以上を占める60代以上

のシニア世代に十分浸透していない（前出図

1）。今後はより多くのシニア世代にもDIYを

楽しんでもらえるイベントを企画すること等

により、コミュニティ活性化だけではなくシ

ニア層の生きがいづくりにつながることを目

指したい。また、DIYをきっかけにコミュニ

ティ再生の担い手を発掘し、住民たちが自主

的に活動を継続し、団地コミュニティ作りへ

の機運を段階的に高めていく仕組みづくりが、

今後の公社の重要な課題である。

■公社の役割
　公社は「DIY団地カスタマイズ制度」によ

り賃貸住宅への新規申込増加と住まいへの愛

着増による入居期間の長期化を目指し、また

「DIYのいえ」の運営では地域住民の交流の活

発化を図った。

　公社という住宅インフラを管理する団体が、

地域コミュニティ再生に取り組むことに違和

感を感じるとの意見もあるかもしれない。し

かし団地に住む方々の繋がりを育むことこそ

が、21世紀の住宅まちづくりに求められる最

も重要なインフラの 1 つになるのではないか

と考える。今後も大阪府の住宅まちづくり政

策の一翼を担う公共団体として、社会課題の

解決を図りながら、時代の変化に合わせた柔

軟な発想で様々な新しい取組みにチャレンジ

し続けたい。

 （とよしま　ようこ）

写真 1　「DIYのいえ」外観

写真 2　「DIYのいえ」内装

写真 3　「DIYのいえ」利用状況
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　開かれた寮と題したが、何に対して開かれ

ているのか、何が開かれているのか、その開

きによって生み出されることは何であるのか。

そのあたりを考えながら筆をすすめることに

する。

■今日の大学の役割
　2008年、政府は当時14万人だった日本への

留学生を2020年までに30万人にふやすことを

目指し「留学生30万人計画」を発表し、2014

年に、文部科学省がグローバル化を牽引する

大学として37大学をSGU（スーパーグローバ

ル大学）に選定した。留学生は2018年で33万

人を越え、目標を達成している。

　一方、日本は少子高齢化を本格的に迎える

なか、まちづくりの課題をそれぞれの地域に

ある大学と連携し解決していく試みが広がっ

ている。「国際化」、「地域連携」いずれも世代

や国籍など多様な価値観が「交わる」ことが、

今までにないものを生み出し、様々な課題を

解決することが大学に求められている。

■まぜるキャンパス
　これらを背景に「アジアのゲートウェイ」

「都市共創」「地域・社会連携」をコンセプト

に掲げ、2015年春、立命館大学大阪いばらき

キャンパス（以下OIC）は開設された。

　茨木市が同時に整備した公園を取り囲むよ

うにキャンパスは設けられている（写真 1）。

公園・大学が一体整備された「塀のないキャ

ンパス」は、学生、教職員とともに老若男女

を問わず、広く市民が集まり、交じり合うこ

とで、多様な学びと共にまちづくりに関する

イベントや活動が日々なされている「新しい

大学のあり方」を表している。

■開かれた寮をもとめて
　OIC開設から 3 年が経った2018年 2 月、立

命館大学分林記念館の設計施工コンペが行わ

れた。これは、2019年 4 月に開設される「グ

ローバル教養学部（GLA）」のための寮と国

際交流機能を併せもつ施設の建設を分林保弘

氏（立命館大学OB、日本M＆Aセンター代表

取締役会長・創業者）の全額寄付事業にて実

現するプロジェクトである（写真2）。

　GLAは、リベラル･アーツの知的蓄積を継

承しつつ、世界の捉え方や歴史認識をアジア

の文脈から再定義し、教養を実践と結びつけ

ることを重視した学部である。ここでは、自

らヴィジョンを提示し、変化を創り出してい

く人材育成を目指している。

　このような教育に合致する寮をいかに創り

出すかが大きな目標であった。

　計画に際して、国内外の学生寮、国際寮、

企業寮など多数みて回った。それぞれ特徴が

あり、数名のクラスターで共用エリアを形成

するもの、各フロアに共用エリアを形成する

もの、個室を二人でシェアするものとさまざ

各論 3

開かれた寮
立命館大学分林記念館

竹中工務店大阪本店設計部

永井　務

地田　聡

永井　務
1970年　静岡県生まれ
1993年　東京大学工学部建築学科卒業
1993年　株式会社竹中工務店入社
現在、設計部設計グループ長
　　　立命館大学理工学部非常勤講師
　　　大阪府建築士会担当理事

地田　聡
1980年　大阪府生まれ
2008年　 神戸大学大学院自然科学研究科

建設学専攻修了
2008年　株式会社竹中工務店入社
現在、設計部主任

写真 2　立命館大学分林記念館

写真1　OICキャンパス
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まであった。そこで感じたのは、一定のクラ

スター（人数・フロア）で構成された場合、

別のクラスターとのかかわりは希薄になりが

ちなことであった。一度、クラスターに入っ

てしまえば、一定のつながりは生まれるが、

そこで少し距離をとりたいときに逃げ場がな

い。逆に居心地が良い場合は、さらなるつな

がりを求めて積極的に他のクラスターにはい

かないかもしれない。「開かれた寮」とするに

は多様な居場所を設けることで、寮生がシー

ンに応じて選択可能にする必要がある。この

ような想いのもと、200名の寮生（国内学生：

留学生＝ 3 ： 7 ）全員が、選択的に多様なつ

ながりをもてる開かれた寮を計画した。

■つながりを生み出す開かれた寮
　寮生の接点を最大化するために、みんなが

集まるダイニング、リビングを、階段を持つ

4 層吹抜けの廻りに配置することで、フロア

を越えたつながりや一体感が生まれる空間を

計画した（写真 3）。GLA学生にとって、寮

生同士の新たな出会いは、多様な価値観、多

様な文化との遭遇である。この機会をできる

だけ増やし、生活の場と学びの場が融合する

あらたな寮こそが、GLAの教育方針にふさ

わしい、ここでしか実現できない住まいと考

えた。吹抜け階段は、昇り降りしたくなるよ

うに、ゆったりと歩きやすい寸法とした。階

段や廊下を介して、各階で食事するダイニン

グの様子や、ゆったりと過ごすリビングの様

子が見てとれる。視覚に映ることで、そこに

行ってみたい、少し離れておきたいといった

選択が生まれる。有無を言わさず呼びかけら

れることもあるかもしれない。そのような場

合も含めて、つながりのきっかけを与えてく

れる空間をここでは開かれた寮とした。

■視線、距離感、気配
　開かれた寮について、もうすこし深く考え

てみる。一概に「開かれた」というが、その

開き方はさまざまである。今回の計画におい

て、吹抜け廻りはオープンでありながら、い

くつかの工夫によってある一定の距離感を作

り出している。

　最も大きな工夫は、手摺である。これがガ

ラス手摺であったのなら、見えすぎる緊張感

から、留まることを躊躇する空間になったか

もしれない。足元に大きな木パネルを配置し

て、上部を透かした手摺は、視線の抜けを与

えながら、空間にまとまりを同時につくり出

している。また、ダイニングでは、階高を抑

え、それに呼応してテーブルや椅子を通常よ

りも低くし、開かれつつも居心地の良さを作

り出している。

　このように、開き方には安心感や距離感、

視線の制御、気配の感じ方が大きく関係して

くることがわかる。

■文化に開いた寮
　寄付者である分林氏は、能楽師の家に生ま

れ、大学 3回生時に世界を見たいという想い

から、貨物船で海を渡り、全米35州をバスで

横断しながら能楽公演ツアーを企画し実現し

た。その経験から自らの国のアイデンティティ

の深い理解と、異なる文化・価値観の出会いが

若い学生にとって重要であり、それを後進に

伝えたいとの想いからこの寮は生まれている。

この想いをかたちにすべく、寮の中に、能舞

台、日本庭園のある茶室を計画した。さらに、

日本の住まいの特徴である 2足制の採用、囲

炉裏を感じるダイニング、小上がりと縁側のあ

るバルコニーなど、住まいながら日本の風土、

文化に触れる和の設えを持った寮を実現した。

　これは、留学生にとっては、初めて体験す

る文化であり、やや不自由に感じるかもしれ

ない。しかし、これを国際相互理解を深める

きっかけとなる文化の壁と捉えれば、それを

乗り越えていくことが、多様な価値観との出

会いであるともいえる。この点において、日

本文化という基軸を与えることで、国内外そ

れぞれの学生にアイデンティティを意識させ

るきっかけを与えている。文化に開く寮は、

寮生の価値観を大きく刺激するものである。

■まちに開いた寮
　寮の 1 階は、「混ぜるキャンパス」のコンセ

プトを発展させた新たな交流スペースとして、

寮生と、学生、教職員、そして広く地域の人

が自由に行き交うストリートとした（写真

4）。2019年10月開催された「Asia Week2019

～立命館でアジアとつながる国際交流フェ

スタ～」では、このストリートに設けられた

様々なフィールドで、数多くの多国籍イベン

トが行われた。多様な交じり合いはグローバ

ル化を迎える今、新しい「まち」の姿を生み

だしている。

 （ながい　つかさ、ちだ　さとし）

※写真2－4　Photo by 母倉知樹

写真 3　フロアを越えたつながりを生み出す吹抜け 写真 4　1階の交流スペース
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■大津百町
　琵琶湖を間近に望む大津は、江戸時代には

東海道五十三次最大の宿場町として、また三

井寺の門前町、港町としても大いに栄えた。

町衆たちは通りを挟んで町組を形成し、その

数がおよそ百カ所あったという賑わいぶりか

ら「大津百町」と称された。また、滋賀県は

歴史的建造物の宝庫で、国宝、重要文化財の

建造物数は京都、奈良に次いで 3 位である。

国指定の重要無形民俗文化財である大津祭は

13基の曳山が華やかに秋の大津を巡行する。

写真1　 大津祭。商店街にある丸屋の前を巡行
する曳山

■棟梁による町の再生
　恵まれた観光資源や豊かな自然が身近にあ

るにも関わらず、インバウンドで賑わう京都

の喧騒をよそに、大津駅前や商店街は人通り

が少なく、今も町家が多く残る中心市街地で

は年々空き家が増え、駐車場やマンションに

姿を変えているものも少なくない。地域工務

店である、株式会社 木の家専門店 谷口工務

店の谷口弘和社長は、大津の町の魅力と現状

を目の当たりにするなかで、何とかして大津

の町家を残したいと考えた。大津の町の様々

な組織や住民との関わりを深めていく中で、

大工の「棟梁」がかつては建物や町づくりを

通じて地域の暮らしを支え、尊敬の念を集め

る存在であったことに着目した。谷口工務店

は多数の社員大工を率いる工務店である。町

家を再生することで大工の技術を若手に伝え

ながら、「現代の棟梁」を育成することが町を

守ることにつながり、それこそが工務店の使

命ではないかと思い至った。そして2016年に

大津駅前で、閉店する和菓子屋の町家を借り

受け、我々が設計監理を行い、ベテラン大工

の指導の下たくさんの若い社員大工が集結し

て「大津百町スタジオ」として蘇らせた。再

生した町家を公開することで、大津の人たち

に町家が再生できることの生きた事例を示す

ことができた。

写真2　大津百町スタジオ

■メディアとしての商店街ホテル
　「大津百町スタジオ」の本来の用途は谷口

工務店の大津支店であるが、生まれ変わった

町家の空間を体験してもらう意味でも地域の

会合やイベント、料理教室等に開放した。こ

うした足がかりのもと、棟梁による町家の再

生を本格的に事業化することを考えていた谷

口社長と、雑誌「自遊人」を発行し、新潟県

南魚沼市で体験型宿泊施設「里山十帖」を経

営する株式会社自遊人代表でクリエイティブ

ディレクターの岩佐十良氏との出会いがあっ

た。大津の生活文化に根差した商店街を魅力

的なコンテンツと捉えた岩佐氏は、町家を改

修したホテルを「メディア（＝媒体）」と位置

づけ、大津に泊まり、食べて、飲んで、買っ

てもらうことで、消費を生み出すとともに、

体験者自らに大津や滋賀の魅力を情報発信し

てもらうという仕組みづくりを提案した。こ

の「商店街ホテル」構想は経済産業省の平成

28年度地域未来投資促進事業費補助金（まち

なか集客力向上支援事業）に採択された。応

募にあたっては、大津市の中心市街地活性化

基本計画の一環として、民間主導の事業を大

津市の都市再生課の全面的なバックアップを

得ることで実現できた。事業計画において稼

働率と採算性、改修費を建物の規模を元に試

算する中で、用途変更の確認申請が不要な床

面積100㎡以下の一棟貸しタイプを 5 棟（丸

屋・鈴屋・萬屋・鍵屋・糀屋）、東海道に面し

た規模の大きな 2 棟の町家はホテルタイプと

してそれぞれ客室を 5 室（茶屋）と 3 室（近

江屋）、そして共用ラウンジ、レセプションを

各論 4

商店街HOTEL講
大津百町

～大津の空き町家再生～

無有建築工房

玉井　淳

1969年京都市生まれ。1976年より大津市在
住。1995年関西大学大学院工学研究科修了、
同年無有建築工房に入所、建築家竹原義二に
師事。個人住宅から教育施設、乳幼児施設、
福祉施設、古民家の改修、店舗など多岐にわ
たる設計監理を手掛ける。2018年より大津宿
場町構想実行委員を務める。
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設け、計 7 棟・13室という規模での事業化が

決定し、全体を総称し、「商店街HOTEL講 大

津百町」と名付けられた。「講」とはかつての

相互扶助組織のことであり、ここでは商店街

を観光資源化することで消費を取り込み、旅

する人に町の活性化を担ってもらおうという

願いが込められている。一人一泊150円を目的

税のように宿泊費に組み込み、商店街に寄付

する「ステイ・ファウンディング」という仕

組みが作られた。ホテルのコンシェルジュは

単にホテルに常駐するだけでなく、町に繰り

出し、商店街の店や地域の方と宿泊客とのつ

なぎ役として大津の町の魅力を伝える役割を

担う。開業して 1 年が過ぎ、ホテルの存在が

商店街や地域にとってオープンでパブリック

なメディアとして定着してきている。決して

観光地然とした商店街ではないが、宿泊客は

高い満足度を得ながら町歩きを楽しんでいる

ようだ。対応する商店街の人たちの嬉しそう

な顔を見ていてもホテルができたことで町が

再び動き出したことを実感している。

■まちもどしと現代の町家
　大津の町の再生を考えるにあたり、まちづ

くりという概念ではなく、「まちもどし」と

いうコンセプトを掲げている。新たに作るの

ではなく、もとの形に思いを馳せ、積極的に

過去を辿ることでこの町にふさわしいこれか

らの景観とは何かを考えることである。「鈴

屋」の並び（写真 3）はファサードがタイル

貼りの壁や看板で隠されているが、中身はす

べて木造の町家である。商店街の歴史はアー

ケードができた時が一つの転換期であり、そ

の前後にファサードが付加され、看板建築と

なったことが推察されるが、調査し増改築の

履歴を紐解いていくと、町家の構成要素であ

る、店の間、土間（台所）、吹き抜け、坪庭が

あり、店舗併用住宅であったことがわかる。

着手が決まると、ほぼすべての町家で吹き抜

けや庭に増築、増床されていた部分を減築す

るところから始めた。実際に床や壁をめくっ

てみたところ、材の腐食や構造的な問題など

想定外の事態にも遭遇した。今回の改修では、

地域最高クラスの客単価を想定しており、快

適性を担保するために、徹底した遮音、断熱

性能の確保を実現することが大前提であっ

た。隣家に住人がいる長屋、客室のすぐ前を

車道が走るものといった具合に、おおよそホ

テルにふさわしいとは言えない周辺環境とい

かに調停するか。難しい環境だが、実はこの

制約が一般的な古民家再生とは異なる空間性

を獲得することに大いに寄与している。外壁

面に関しては、内外どちらかは土壁下地の左

官仕上げ面を残し、それにより内断熱とする

か、外断熱とするかを決定した。長屋の場合、

隣家と接する界壁面はロックウールを充填し、

遮音シート、石膏ボード 2 重貼りの遮音壁と

した。いずれもふかし壁となり、その面の意

匠が自由になった。例えば萬屋は様々な調合

による多彩な色目の土壁、鈴屋は壁紙と塗装

という具合に、ふかし壁面は各棟でテーマを

決めて材料選択を行った。性能を付加し、新

旧の仕上を対比させながら空間を構成してい

く。今回の町家再生では「復元」ではなく

「再編集」を丁寧に試みていった。各棟に必ず

配された庭は、荻野寿也氏の手によるもので、

棟ごとに趣を変え、アカマツ、ツバキ、ダイ

スギなど日本らしい風情を感じるものを中心

に、手水鉢、灯篭などが配され、商店街に彩を

与え心安らぐ小世界が実現した。大津市が宿場

町の再生を目指す「大津宿場町構想」のもと、

私も地元大津のために現代の町家のデザイン

を通して建築的課題・地域課題に取り組み、

併走していく所存である。 （たまい　あつし）

写真 3　商店街の中にある鈴屋。隣は川魚専門店

写真 4　旧東海道に面したレセプション棟の近江屋

写真5　丸屋。土間から坪庭まで視線が抜ける

図 1　付近見取り図。改修した町家は商店街と旧東海道を中心に点在する
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■「まち」と「えき」
●尾道という「まち」

　尾道という場所を端的に表す表現に「箱庭

的」という表現がある。北側に山が位置し、

細長い平野を挟んで南側に穏やかな瀬戸内海

の尾道水道が広がっており、山と海に挟まれ

た稀有な平野で「食」「文化」「芸能」「スポー

ツ」と多種多様な営みが生み出されてきた。

このようなさまを指して人は「箱庭的」と呼

ぶのであろう。実際に訪れてみるとその表現

がすとんと腑に落ちるのであるが、列車を降

りて改札を抜ければ瀬戸内海の美しい島影や

海上に広がるどこまでも深い蒼天、尾道水道

を吹き抜ける潮風が五感の奥深くにまで飛び

込んでくるのである。さらに、これらの要素

に加えて尾道はせとうちエリアの観光拠点と

して、またしまなみ海道に臨むサイクリスト

の方々の聖地として、特に近年は国内外問わ

ず多くの注目を集めているスポットでもある。

このような才色兼備たる尾道の玄関口がJR尾

道駅であり、2019年 3 月10日に新駅舎が開業

したばかりだ（写真 1）。尾道駅の新駅舎設

計及び建設において大切にされた「マインド」

というところから各論に入りたいと思う。

● 「まち」に馴染み、「ひと」に愛される駅舎

であること

　「まち」と「えき」、「ひと」と「えき」は

不可分の関係にあり、「まち」の風土に溶け込

むことまたそこで暮らす「ひと」に愛される

ことは「えき」が存続するうえでのまさに必

要条件である。尾道新駅舎についても上記 2

点を念頭に置いた入念な設計がなされている。

というのも、新駅舎には、日本の鉄道の黎明

期より尾道の「ひと」に愛されてきた初代尾

道駅舎（明治24年開業）の「瓦屋根」や「深

い軒」といった特徴的な形態を踏襲した設計

やプラットホーム上部の張り出し、屋根勾配

を工夫することによる尾道の「まち」に馴染

むようなデザインが施されている。

　さらには、北に位置する山と南に広がる海

をつなぐというコンセプトのもとに駅コン

コースに大きな吹き抜け空間とトップライト

を設置する工夫や、プラットホーム・コン

コース・駅前広場が同レベルに建て付けられ

ていることで列車を降りた瞬間から尾道を味

わうことができるような設計としているので

ある（写真 2）。 2 階に目を向ければ、眺望

デッキはその上部にある駅舎南側の屋根を大

きくくり抜いたようなデザインとなっており、

尾道水道の景色を「借景」として楽しむこと

ができる眺望空間としている（写真3）。

　このように尾道新駅舎は駅舎全体が「ひと」

「まち」との調和を目指した設計となってい

る。

写真1　山と海に囲まれた尾道新駅舎

写真 2　改札を抜けてすぐの開放的な吹抜け空間

写真3　展望デッキから臨む尾道水道の景色

■尾道駅の設計
●「シンクロコミュニティ」

　尾道駅舎建替えの背景には耐震施工の必要

性や日常利用と観光利用を加味したキャパ

シティーの問題など様々な要因が複雑に絡み

合っていたわけだが、特筆すべき大きな目的

はやはり将来に向けて駅としての機能を大き

く昇華させること、すなわち駅とは列車に乗

り目的地に向かうべくただ通りすぎるだけの

通過点に過ぎないという従来の固定観念から

のパラダイムシフトを目指すものであり、観

光で尾道を訪れた観光客の方からコンビニの

帰りに偶然駅に立ち寄ったという地元の方ま

各論 5

駅という概念の
パラダイムシフト

西日本旅客鉄道株式会社
岡山支社企画課

二反田陽介

1996年大阪府生まれ。2018年に西日本旅客鉄
道株式会社に入社し、尾道駅・岡山支社企画
課で勤務。主に尾道駅舎建替え事業を担当。
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で、多種多様な人々が集う、交流の場となる

というありたい姿を実現することである。さ

らにもう一段階深掘りすると、交流の結果と

して人々が相互に作用し合うことから生まれ

る全く新しいアウトプットを量産できるよう

な拠点となるようなイメージであろう。まさ

にこの考え方こそが「シンクロコミュニティ」

であり、新駅舎設計の根幹をなすコンセプト

となったわけである。

●尾道駅「駅ナカ店舗」のミッションとは

　新駅舎には飲食・コンビニ・レンタサイク

ル・宿泊施設など多くの店舗が揃っているが、

尾道新駅舎の駅ナカ店舗が担う重大な役割に

ついて改めて述べたいと思う。尾道は観光需

要の高まりがあるとはいえ、平日の旅客の 7

割以上が通勤通学など日常使いのお客様で占

めており、やはり地元の方々の利用割合が高

い駅であることはいうまでもない。ターゲッ

トをそこに絞って大衆認知度の高いチェーン

店舗を導入すれば確かに一定の需要はあるの

かもしれないが、重要なのはあくまでも「駅

を交流の場とするにはどうするか」という核

となるマインドであることに基づき、尾道の

よさを十二分に備えた魅力あふれる店舗を導

入することにより、尾道を初めて訪れた方で

も到着してすぐに尾道のいいものに出会うこ

とができるようになっているのである。例え

ば、駅舎 1 階部分の「食堂ミチ」は昔なが

らの大衆食堂を模した作りとなっており、地

元尾道の郷土料理を気軽に味わうことができ

るのみならず、カウンター席をメインとした

席配置となっているため隣のお客様との距離

が非常に近く、そこで分け隔てなく自由なコ

ミュニケーションが自然発生的に生まれてい

るような店舗である。

　また、同じく1階

部分の「おのまる商

店」はレンタサイク

ルとカフェが併設さ

れた店舗となってお

り、地産商品をベースにした物販やカフェス

ペースなどが展開されている。また、テイク

アウトメニューの中には地元の高校生と共同

開発した商品があり、地域の方々の思いを感

じることのできる店舗となっているのである。

　尾道エリアの玄関口である尾道駅や駅ナカ

店舗は、訪れたお客様が尾道のよさに出会う

場となるのみならず、駅で商品を見たお客様

が「街に足を運んで本店に行ってみよう」「こ

んなに素晴らしい商品を生み出した人に会い

に行ってみよう」とワクワクすることや、そ

こに付随した次なる新しい出会いを創出する

ことを目指すものであり、そのためには建

物の構造としての開放性が必要なのである。

構造物の内部であっても遮るものが少なく

「オープンな空間」であることが、周囲のひと

やものに対する新しい出会いをもたらすのだ

と考えている。

●駅ナカ宿泊施設「ｍ3HOSTEL」

　新駅舎店舗の中

でも、駅の 2 階と

いう最高の立地に

「m3HOSTEL」があ

る。「m3」とは立体、

つまりは縦の空間を

示唆しており、コン

パクトな平面に約

5.5mの天井を構える

というなんとも尖っ

た設計となっている（写真5）。

　従って、いずれの客室においても高さを活

かした空間となっており、 3 階層個室タイプ

のプライベートルームや 2 名定員のバンク

ベッドルーム、 4 人 1 単位のコンパートメン

トルームなど、個性的な部屋が揃っている。

各部屋に備え付けられている積層した寝台は、

75mm角の柱と梁をドリフトピンで固定する

KES構法の専用金具を開発し、柱間に24mm厚

の杉板を落とし込む板倉構法として強度を確

保している（写真6）。

写真6　客室の空間。縦の余裕が窺える

　また、客室の天井高は廊下側からは縦に二

段重ねになったドアに表れている。上部の扉

は上段のベッドから宿泊者が自由に開閉でき

るが、廊下からは中が見えない構造になって

おり、客室と廊下双方に開放感をあたえてい

る。さらに、客室の窓から、片方では尾道水

道や向島までを一望できる雄大な景色、もう

一方では山陽本線のどこか懐かしさあふれる

黄色い列車や見事な山と空との対比というよ

うに、多様な側面の尾道を味わうことができ

るような工夫が施されているのである。

●オープンマインドな空間

　壁が作り出すある種の閉鎖性を排除するこ

とにより生み出される空間の余裕はひとの心

の余裕に繋がり、周囲に対してオープンであ

ることは新しい出会いを一層感動的で印象的

なものにすることは既述の通りであるが、こ

こでもう 1 つの特徴にもフォーカスしたい。

それは「空間に対する可変性」というポイン

トである。余裕を備えた空間においては室内

のあらゆるレイアウトが自由自在であり、空

間として自由であり続けることができる。尾

道新駅舎 2 階のブックラウンジにおいても

この可変性が最大限有効活用されており、本

棚・ベンチ・テーブルのレイアウトを定期

的に変更することにより、そこで時を過ごす

人々が新しい「ひらめき」や「考え方」に出

会えるようにレイアウトを工夫していくのだ

（写真 7）。これは空間が生み出す一種の「ア

ハ体験」であり、「オープンマインド空間」が

秘めた可能性の側面であるともいえるのでは

なかろうか。

写真7　駅舎 2階ブックラウンジ

　ネット社会の発展に伴い閉鎖的であること

が当然となりつつある昨今の時勢において、

尾道新駅舎全体が作りだす「オープンマイン

ドな空間」が多種多様な人々にとってかけが

えのない場所となることを願って締めくくり

としたいと思う。

写真：たけくに　てるあき

 （にたんだ　ようすけ）

写真4　おのまる商店

写真5　天井の視点
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　ここにいると、いろいろな音や声がきこえ

てくる。カフェのスピーカーから流れる音楽

やお客さんたちの声、工房の3Dプリンターや

レーザーカッターが動く音、電話の音やそれ

をすばやく対応するコンシェルジュ担当のメ

ンバーの声、南館と北館をメンバーとスタッ

フが行き来するたびにあく自動ドアの音……。

いろいろな事が同時に起きるスペースなので、

いろいろな音がするが不思議とうるさくは

なく、その開かれた雰囲気がGood Job！セン

ター香芝らしいと思える。

写真1　Good Job！センター香芝南館　外観

　Good Job！センター香芝（以下、Good 

Job！センター）は、2016年 9 月に奈良県香

芝市にオープンした。私たちはこのセンター

を「誰もがはたらく喜びを実感でき、主体性

をもって暮らせる社会」をめざし、障害のあ

る人とともに、アート、デザイン、ビジネス

の分野をこえて、社会に新しい仕事をつくり

だす実験的な場として構想した。Good Job！

センターを運営するたんぽぽの家＊ 1は、奈良

を拠点に、45年にわたり、芸術文化活動を通

して、障害のある人の自立と社会参加をめざ

し活動してきた。本項では、スタッフとして

立ち上がりから関わってきたなかで感じてき

た理念と建築の関わりや、建設のプロセス、

オープンしてからの運営を紹介したい。

■オープンな設計プロセス
　香芝市は人口が約 8 万人、自然に囲まれ

た奈良県北西部にあり、大阪近郊の住宅地と

して発展してきた。長年たんぽぽの家の支援

者であった大阪市在住の吉本昭さまより「こ

れからの障害者福祉の発展のために使ってほ

しい」との申し出をいただいたことをきっか

けに、この地に建設することになった。ちょ

うど私たちが、障害のある人のアートを仕事

にしていくためのさまざまなプロジェクトを

行っており、障害のある人にとっても、地域

にとっても意味のある仕事をつくる場にしよ

うと決めた。

　設計者募集には103組の応募があり、東京に

事務所を構える大西麻貴＋百田有希/o＋hに決

定した。Good Job！センターがオープンして

から建築を学ぶ学生をはじめとした多様な見

学者が訪問しているが、設計者をなぜo＋hに

決定したかをよくきかれる。Good Job！セン

ター建設にあたっては、建築の視点、デザイ

ンの視点、そして障害福祉の視点から 3 人の

専門家にアドバイスをもらいながら、法人が

設計者を決定したが、私たち現場のスタッフ

が考えていたのは、建築自体に力があり、新

しい人や新しい仕事を連れてきてくれるよう

な建物であってほしいということだった。そ

してあいまいな私たちの構想に対して、一緒

に考えてくれるような柔軟な建築家がいいと

思ったことが理由だ。実際に設計者が決定し

た2014年 1 月から建物が竣工する2016年 9 月

までの約 2 年半にわたり、 1 カ月に 1 ～ 2 回

のペースでo＋hに奈良に来てもらい、議論を

重ねた。ミーティングでの議論を経ながら、

設計も大きく変化したり、その都度、模型も

つくられた。また、地元の地場産業のメー

カーや長くたんぽぽの家に関わっている研究

者や、デザイナーなどいろいろな人たちと方

向性について話し合う場ももった。また、o＋

hと私たちスタッフが一緒に、流通倉庫の参考

に企業や小売店の流通の現場を見学にいった

り、他のアートに取り組む福祉施設などにも

見学に行ったりもした。o＋hが制作した 5 分

の 1 のサイズの大きな模型をたんぽぽの家の

ギャラリーに展示し、セミナーや見学などで

たんぽぽの家を訪れる人たちにも、私たちの

新しい挑戦に対し、意見をもらうこともあっ

た。建物だけでなく、照明や流通倉庫の棚、

サイン、そしてフラッグ、テーブルなどもク

リエイターやデザイナーと一つひとつ議論し、

実現されていった。＊ 2

　以前にo＋hがインタビューに答えた文章の

なかに「その状況と一緒に流れてみる」とい

う言葉があった。設計の手法としての、私たち

ユーザーの参加型デザインというよりも、寄

り道したり、迷ったりしながら、それすらも

楽しく一緒に旅をしているような感覚だった。

各論 6

人に開いて
仕事を生む空間
～障害のある人とともに～

Good Job！センター香芝
センター長

森下静香

Good Job！センター香芝センター長。たんぽ
ぽの家にて、障害のある人の芸術文化活動
の支援や調査研究、アートプロジェクトの企
画運営、医療や福祉などのケアの現場におけ
るアートの活動の調査を行う。2012年より、
アート、デザイン、ビジネス、福祉の分野
をこえて新しい仕事を提案するGood Job！プ
ロジェクトに取り組む。Good Job！プロジェ
クトでは、2016年度グッドデザイン賞にて、
金賞受賞。編著に『インクルーシブデザイ
ン：社会の課題を解決する参加型デザイン』、

『ソーシャルアート：障害のある人とアートで
社会を変える』（いずれも学芸出版刊）など。
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　その都度かわる設計や模型に素人ながらに

こんなに変わるものだろうかと驚いたりもし

たが、最終的には土地の文化や福祉やものづ

くりの状況、私たちも未決定な部分までふく

めて、最初のプロポーザルにあった「街並み

を変えるアートの森」というもともとの設計

に戻ってきたようで、とても不思議だった。

■ 働く人にとっても訪れる人に
とっても居心地のよい空間

　Good Job！センターの建物は道路沿いに銀

行をはさんで 2 棟からなる。南館には、デジ

タル工作機が並びオリジナルの商品開発や製

造を行う工房、国内外の障害のある人が関わ

りつくられた約4,000種類の商品が並ぶストア

と商品を全国へ流通させるストックルーム、

地域の人たちも利用できるカフェ、オフィ

ススペースがある。大きな倉庫のようなワン

ルームのようでありながら、斜めに立つさま

ざまなサイズの壁が機能をゆるやかにわけて

いる。天井が高く、明るい広い、みんなで作

業ができたり昼食をとったりできる広いス

ペースもあれば、木の影のように落ち着いて

作業できる奥まったスペースもある。建物の

入り口からは、壁を 1 枚へだてたソファのあ

る休憩スペースはみえないが、奥に進むとソ

ファがみえてきて、さらに進むと工房の奥の

作業スペースが現れてくるように、視線をず

らすとみえてくるものがある。2Fのストアと

ストックルームのスペースにも境はなく、お

客さんもスタッフと同様に行き来し、購入す

る商品を選んでくる。カフェのお客さんが工

房をのぞくこともある。

写真2　南館

　平屋建ての北館は南館に比べるとぐっと天

井が低く、落ち着いた空間だ。自由な創作

活動に取り組んだり、うたやダンスなどのパ

フォーミングアーツのプログラムを行ったり

する。南館は来客や打ち合わせなども多いが、

北館はふだんはメンバーとスタッフだけが行

き来するため、少し仕事や人に疲れたとき、

またリフレッシュしたいときに北館にいくこ

ともできる。

写真3　北館

　GJ！センターをつくる際に意識したこと

に、表と裏の仕事をつくらず、すべてが表

の仕事となるようにということがある。たと

えば流通の倉庫というと、バックヤードとい

うイメージがあるが、ここではすべての仕事

を楽しみながら働いてほしい、そもそも仕事

には表も裏もないのではないかという考えが

あった。デザイン評論家で編集者の藤崎圭一

郎さんは、Good Job！センターを訪問し、「裏

があるから表がある。だが、この施設で「表」

と対になっているのは「裏」でなく「奥」だ

と思った。表と裏は互いに依存し合っている

が、奥は表から離れるほどに自立して表の世

界とは別の世界が立ち現れる。」＊ 3と書いた。

「壁がスペースをわけるのではなく、壁が空間

や活動をつないでいく」、さらには「南館の奥

の奥として、道路をはさんだ北館がある」と

いうことは、私たちの日常をよく表してくれ

ている。

■ 働くことと遊ぶことが両立する
空間

　オープンして 3 年がたち、いろいろな活動

や仕事がうまれ、日々空間をめいっぱい使っ

ていると感じている。一番広いスペースにあ

る大きなテーブルも、朝は納期がせまったオ

リジナル製品の梱包の台になり、お昼には昼

食のテーブルになり、午後からは新聞を読み

あうワークショップの場になり、夕方には企

業の人との打ち合わせの場となるように、一

つのスペースが 1 日のなかでも役割をかえる。

　また、ときには祝祭の空間として、地域の

人にきてもらうマーケットやパーティーの場

になったり、セミナーやコンサートの空間に

なったりもする。2018年に行った京都市立芸

術大学とのアートプロジェクト「状況のアー

キテクチャー」の成果のパフォーマンス公演

では、南館を全面的に使い、パフォーマンス

グループのcontact GonzoとヒップホップMCの

Shing02とGood Job！センターのメンバーやス

タッフが出演し、100人を超える観客との境を

もこえる時間と空間をつくりだすことができ、

この建物の許容の広さを実感した。

写真4　「状況のアーキテクチャー」公演

　私たちがめざすGood Job！や、新しい仕事

は、最先端の技術を使ったものやトレンドの

先にあるといったような意味ではない。今は

まだないかもしれない仕事、まだ出会ってい

ない人の可能性をも包摂できるような感覚か

ら生まれてくる。そのためには、すでにある

仕事や状況を当たり前のものとして受け取ら

ずに、根底を疑ってみる、かわりうる可能性

を否定しないという思いを込めている。変化

していく使い方や状況にも応じてくれる建物

と今後も手を加えながらつきあっていくこと

を楽しんでいきたいし、そこからまた新しい

仕事がうまれてくるのだと思っている。

＊ 1 　 たんぽぽの家は、社会福祉サービスを提供する
社会福祉法人わたぼうしの会、国内外の団体と
ネットワークを結びながら、さまざまなアート
プロジェクトを行う一般財団法人たんぽぽの家、
そして、任意のボランティア団体である奈良た
んぽぽの会の 3 つの組織からなる。

＊ 2 　 サインはUMA/design farm、倉庫棚と展示什器は
吉行良平と仕事、ソファとテーブルは木工房よ
うび、照明はNEW LIGHT POTTERY、スピー
カーはSonihouse、フラッグは福井恵子。建物と
ともに一緒につくってきたこれらの什器などに
もその過程の思い出と愛着を感じている。

＊ 3 　 「壁は仕切りでなく共生の証!? アートで障害者の
仕事を広げる『Good Job!センター』」

　　　https://byronjapan.com/archives/14108

写真 1 ～ 3 ：増田好郎

 （もりした　しずか）
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■地上の楽園
　2018年 5 月26日、雲の上の図書館がオープ

ンした。町においてはじめての公共図書館で

ある。

　高知龍馬空港から車で約 3 時間。私は 4 年

前の春、高知県梼原町（ゆすはらちょう）を

初めて訪れた。春のうららかな日差しを浴び

ながら海沿いを走り、細い山道をくねくね登

る。時折、ウグイスのさえずりが耳に心地よ

い。

　町に入ると、電線を地中化した非常にコン

パクトで瀟洒なたたずまいの街並みが目に入

る。道行く高校生が明るく挨拶をしてくれる。

都会ではまずない経験に驚きながらも挨拶を

返し、心も伸びやかに開放されていく。

　由緒ある三嶋神社は木の屋根付きの橋を

渡って川の対岸にあり、橋の下に流れる川の

清い深緑の流れにキラキラと魚影が見え隠れ

する。ここは地上の楽園かもしれない。

■わくわくする図書館構想
　「図書館づくりは人づくり」

　この町に初めてつくる図書館というのは、

昔のようにシーンとした館で読書だけするの

ではなくて、自由に遊びに来て、知り合いと

出会ってわいわい賑やかにやってもらいたい

場所で、多世代が交流する文化のコアとなる

ところ。既存の文化や絆や結いの風習を大事

にしながら進取の気風を持って外部のもたら

す新しい文化や知識を学ぶ。子どもたちに夢

を与えるために本棚にはフィギュアを入れる、

町内に子どもの遊ぶところが少ないためボル

ダリングをつくる、美味しいコーヒーが飲め

るカフェをつくり、大人たちにはワイン片手

に町の将来を語り合ってもらいたい。

　矢野富夫前町長が語る、わくわくする図書

館への思いに、私の心は共振し始めた。

　こうして約半年後に、高知県と愛媛県の県

境の山間の町、「雲の上の町」梼原に、東京か

ら移住することになった。

　町の掲げる総合戦略2015年～2019年までの

5 か年計画「小さな拠点ゆすはらづくり」の

一環に、町立図書館の建設と複合福祉施設の

建設がある。町が目指す「人と自然が共生し

輝く梼原構想」の中核施設として、梼原初の

公共図書館づくりに着手することになる。

■森林の恩恵を受ける町
　梼原町は、高知県西部の日本有数の清流、

四万十川の源流地域に位置する山深い町であ

る。

各論 7

開かれた
雲の上の図書館

高知県梼原町立図書館
館長

見目佳寿子

1996年 3 月京都大学文学部西南アジア史学科
卒業。
1999年 3 月京都大学大学院人間環境学研究科
修了。修士（認識人類学）。
東京の民間企業勤務を経て、2015年秋より梼
原町に移住。梼原町生涯学習課にて図書館の
準備開始。2017年 5 月から現職。2018年 5
月図書館開館。

ゆすはら雲の上図書館webサイト：
http://kumonoue-lib.jp/

高知県梼原町立図書館の全景



21

　町名の由来は、京から土佐に入国した藤原

経高が当地に照葉樹の一種、梼の木が多く自

生していた様子から、梼原と命名したと伝え

られている。それ以来、1100年余にわたる歴

史を持つ。

　ユスノキはイスノキともいわれ暖地の山に

生える。九州南部では、照葉樹林の主な構成

樹種となる。樹高は20～25m、幹は直径 1 m

になるものもある。材は硬く、箸、しゃもじ、

ソロバン玉などに使われる。

　町面積の 9 割が森林で、昔から木材、炭な

どの林産資源を豊富に生み出し、森林の恩恵

を受けながら自然との共生を目指してきた。

自立した町でありたいとの思いから、森、光、

風、水、大地など様々な自然の恩恵を活かし

ながら生きものにやさしい低炭素な町づくり

を進めている。梼原町森林組合は、国内でい

ち早く森林の管理に取り組み、間伐を繰り返

しながら広葉樹林保護に力を入れるような取

り組みを行っている。そして、団体としては

国内で初めてForest Stewardship Council（森

林管理協議会）の認証を得た。このように、

地球環境に優しい森林づくりを進めている。

　町内に二か所あるセラピーロードを歩くと、

自然の森や植物と清流の織り成す調和的な景

観に癒されることだろう。特に、水音が胎内

回帰を思わせるようなリズムをもって歩く人

の心身を自然に調整し、調和に満ちた明るさ

と優しい気持ちにさせてくれる。

■膨らむ図書館像
　梼原の図書館づくりの仕事をすることに

なってから私がイメージしてきた新しい図書

館像とは、館内では小さいカフェもあって、

心地よい音楽やざわめきの中で本を読みなが

らコーヒーなどが飲める、雑誌などをブラウ

ジングしつつおしゃべりも普通にできる。国

内・海外問わず旅行先にわざわざ足を運びた

くなるような場所であり、旅先の土地の情報

を収集することができ、来館者はのんびりく

つろいで思わず嬉しくなってくるようなとこ

ろである。さらに知的好奇心を存分に満たす

最新の本や雑誌や情報に触れられること。最

新の情報を追うだけではなく、一般書、専門

書、調査研究の基礎となる基本文献・参考文

献を多く取り揃えて、生涯学習を担う拠点で

あるにふさわしい図書館能力を持つこと等な

ど、とオーソドックスな図書館機能を保持し

つつ、愛書家は一日心ゆくまで本の森を渉猟

することができ、なおかつそれ以外でも楽し

みが多い。

　このような図書館のイメージを膨らませな

がら、図書館が地域に根付き、住民とともに

進化成長していくために、図書館を身近に感

じたことのない人が感じるかもしれない障壁

をできるだけ取り除き、子育て中の母親も臆

することなく来られるようにベビールームや

多目的トイレに子どもトイレを設置するなど

子育て環境を整え、図書館に来ることへの心

理的敷居を低くしていくことを設計側にはお

願いした。

　そして、図書館と地域をむすぶ協議会の太

田剛アドバイザーと毎月の協議を重ねながら、

「静かにしなくてはいけない」「飲食してはい

けない」など禁止事項が多い既存の図書館の

持つ固定したイメージからもっと自由な図書

館をつくるために、一日いても楽しめる滞在

型図書館にするためのアイデアを練りながら

プロジェクトを進めてきた。さらに、図書館

が知の拠点となるために図書館の魂ともいえ

る選書を充実させるため、社会教育に資する

一般書、専門書を資料として選び、収集する

とともに、地元の書店から本、町内の書店か

らは雑誌を購入する仕組みの構築を進めてき

た。

　また、蔵書の配置も当館独自の本棚構成を

行っている。蔵書数は 5 年間で 5 万 5 千冊を

目指しているが、本棚にゆとりを残しながら、

美しい装丁本は表紙を見せる展示をするなど

洗練されたデザイン空間に合わせて工夫を凝

らしている。

■森のような建築空間
　雲の上の図書館の建築は、森の町梼原にふ

さわしく、鉄と杉によって、森のような空間

をイメージして建てられた。杉はすべて梼原

町産材を使用した。本来、すべて町産材にす

ることが目標であったが、工期の関係で桧は

高知県産材である。

　立地は、町の中心部にも程近い旧梼原小学

校の跡地で、デイケアとショートステイが可

能な福祉施設と隣接した複合館である。すぐ

近隣にはこども園、県立梼原高校があり、学

校帰りに図書館に寄りやすい。

　鉄骨の柱と天井から無数に垂れ下がる木組

みで表現されたのは森の木々であり、梼原の

各所に見られる棚田を模したゆるやかな階段

左上： 2 階の一般書フロアを俯瞰する。
雲の上の図書館は“いろは”48の独自分類で構成される。

右上： ライブラリー 4「未来への思い」から 4つのライブラリーを見通す。
各ライブラリーにはテーマをイメージした海洋堂のジオラマが展開。

左下：エントランスよりゆすはら“いろは”ウォールをのぞむ。
右下： 梼原の棚田をイメージしたゆすはらステージ。

龍馬脱藩の里にちなみ、脱藩ウォールと名付けた本棚を展開している。
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状の造形とともに、豊かな里山の風景を表現

している。盛り上がった段々の大地はステー

ジとしてもトークやコンサートなどの様々な

イベントに利用できる。複雑な木組みは建築

の構造の一部であり、単なる装飾ではない。

　屋根は四国カルストの山並みを表現し、屋

根と屋根との間の天窓から木漏れ日のような

光を取り入れる工夫がされている。

　建築空間が出来上がったときには、澄み

切った冬のひんやりとした空気感のように、

緊張感を失わないながらも、木の爽やかな香

りと靴を脱いで利用することで自然と身体が

リラックスすることを感じた。小さいこども

はもっとも反応が早いから、思わず走り出し

たり飛び跳ねたりしてしまう。建物の中に

入っての解放感というのは、自然の中での解

放感とはまた一味違う良さがあるようだ。

　建築を完成するまで、一階床は絵本コー

ナー以外で靴での利用想定での設計であった

が、運営直前に 1 階入口で靴を脱いで入館

してもらう運用に切り替えた。実際に、仕事

をしながら森林浴をしているような気分を味

わったのでこの切り替えは結果的に大正解

だった。隈研吾氏もオープン式典にご来館さ

れたときに「この方がいいね」とおっしゃっ

ていた。

■ボルダリングもOK
　正面玄関入ってすぐのコーナーにはボルダ

リングウォールがあり、本格的に登ることが

可能だ。心も体もわくわくさせる、動と静が

共存することのできる空間となっている。高

さと難易度の異なる二つの壁にルートが作ら

れている。専用シューズも準備しているので、

果敢にチャレンジしてほしい。たっぷり汗を

かいても更衣スペースがある。なお、年齢は

小学生以上からとなっている。

ボルダリングウォール

　建物の中央部の窓は大きくて、 2 か所を

大きく開放することができる。屋根が重なり

合った部分の天窓も開けることができる。エ

アコンのいらない時期の晴れた日には、天窓

も芝生への窓も開け放つことにより、心地の

良い風が吹き抜ける。こども達が芝生で遊べ

るように、図書館開館を始めてすぐに職員の

アイデアでバドミントンやボールといった遊

具の貸し出しを行うようになった。お正月に

は凧やコマの貸し出しも行った。

　多世代の交流広場の使い方は、実に様々で

ある。

■イベントも多彩に
　図書館の企画イベントとして、交流広場に

置いたグランドピアノの周りで、毎月音楽

コンサートを行っている。今まで行った音

楽の種類は、クラシックはもちろん、童謡、

フォークロアからハワイアン、ジャズなど多

岐にわたる。リラックスできる空間を演出す

るため館内で常に軽いBGMを流している。

交流広場でのコンサート風景（上下とも）

　今年の10月には、愛知県のクラフト作家と

画家の共同展示「宇宙と生命」を開催した。

　本物の縄文式土器や弥生式土器の欠片や流

木といった自然素材をできるだけ生かした作

品の持つ独特な力強さが意外に図書館空間に

なじんでいた。

　また、台風のためにまだ実現できていない

が、こども園の秋の運動会は毎年この芝生で

行う予定である。来年は是非運動会が実現で

きればと思う。

　今年も青々と茂った芝生で、 9 月に県内の

フラダンスサークルの方たち総勢200名の踊

り子達がフラを踊るというイベントを行った。

不思議なことに荒天が心配されていた時期だ

が、祈りが天に届いたのか青空を見せてくれ

た。

　老人会のグランドゴルフ大会も晴天のもと

図書館前の芝生で行われた。

　今年も秋祭りの神祭シーズンがやってき

た。町内に何か所かある三嶋神社で神楽が奉

納される。津野山郷の開祖、津野経高が京よ

り土佐梼原に入国した延喜19年（919年）か

ら代々の神職によって舞い継がれてきた国の

無形文化遺産である。古式ゆかしい神社で、

荘厳な趣で舞われる。軽快な笛や太鼓のリズ

ムやビートは異国情緒を感じさせる時もある。

ユーモラスな表情の神様達が楽し気に踊るの

を見ていると、地域の人々のおおらかさと温

もりを感じる。雲の上の図書館は、神楽が象

徴するように、自由に集い、楽しく語り合い、

その昔坂本龍馬を脱藩させたように、新しい

時代を担う人材が育つ知の拠点となる。

　最後に、矢野前町長はじめ図書館づくりに

関わり、支援してくださったすべての皆様に

この場をお借りして感謝申し上げます。

 （けんもく　かずこ）
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今回͈特集ͬ組͚ͅあ̹̽̀ȶ開̥̹ͦȷ先

͈ȶ繋̦ͥȷ͂いう事ͬ再認識̱̹͢うͅ思

うȃ人々͉繋̦ͥ事́新̹̈́楽̱͙ͬ得̭ͥ

̧̦̱͂́ͥȂ感動̧̳̭̦ͥ͂́ͥȃ̷ͦ

̱̀͜ͅȂ日本語͈ȶ̦̾̈́ͥȷ͂いう言葉

͉ͅȂ͈ͬ͜単̬̾̈́ͥͅȶŤŰůůŦŤtȷ͂いう

意味̷̺̫͉̩̭̥́̈́ͣ何̥̦発展̱̀い

̷̧う̈́雰囲気̦隠さͦ̀いͥ͢うͅ思う͈

͉私̺̫̺ͧう̥ȃ

 Ȫ黒栁ȁ亮ȫ

今回͈特集͉Ȃい́͘͘閉̲ͣͦ̀い̹͈͜

̦開̥̭ͦͥ͂́Ȃ新̱い価値̦生ͦ̀͘い

͈͉ͥ́̈́い̥Ȃ͂いう議論̥ͣ始̹̽͘ȃ

紹介さ̹ͦ事例̥ͣ見え̧̹͈͉̀Ȃ̷͈対

象͉ΑβーΑ̴͈͙̈́ͣȂ情報・プυΓΑ・

Φ;Χ;・考え方͂多様̈́広̵̦͙ͤͬ̀い

̹̭͂́あ̹̽ȃ̷̱̀Ȃ̷͈為ͅ必要̈́モ

Φ・コΠ̱͂̀ȶ余裕ȷȶ寛容さȷȶ信頼ȷ͂

い̹̽キーワーΡ̦見え̧̹̀͢うͅ思うȃ

 Ȫ赤川貴世友ȫ

時代͈変遷ͤ͢ͅ空間͈評価軸͉Ȃ成果物͈

美̱さ̦評価さͦͥ時代̥ͣȂ作ͤ上̬ͥ͘

͈́過程やΑキーθ・作̹̽後͈社会的貢献

性や存在意義̦評価さͦͥ時代ͅ変化ͬ遂̬

̀いͥ͂思うȃ今回͈ȶ΂ープϋζͼϋΡ̈́

空間ȷ͉Ȃ新̹̈́空間価値ͬ創造̳ͥ為͈手

法͈一̾́あͤȂ更͉ͅ完成後ͅ作ͤ手͈想

像以上͈価値̦新̹ͅ創出さ̷ͦう̈́Ȃ期待

感溢ͦͥ空間͉́̈́い̺ͧう̥ȃ

 Ȫ東ȁ奈生子ȫ

各概論́述͓ͣͦ̀いͥ様々̈́ȶ開̥ͦͥȷ

取ͤ組͙ͬ拝見̱Ȃ当̹ͤ前͂思̽̀い̹͜

͈͈枠組͙ͬ崩̱̀Ȃ自己͈領域ͬ他者͂重

͇̭ͥ͂́Ȃ新̹̈́価値や予想外͈反応ͬ得

̭ͣͦͥ͂ͬ感̲̹ȃ自身͈ワー·プτͼΑ

̾ͅい̀͜Ȃ何͈̹͛ͅȂ何ͅ対̱̀開̥ͦ

͈̥ͥȃΟΎͼϋ事務所ͅ囚わͦ̈́い何̥ͬ

当͉̭̀͛ͥ͂́Ȃ既知感͈̈́い面白い場所

̦作̧̭̦͈͉ͥ͂́ͥ́͂思索̳ͥȃ

 Ȫ今井充彦ȫ

̥̾̀学習塾͈学生寮̺̹̽施設ͬȂγΞσ

ͅςΦαーΏョϋ̱̹施設ͬ見学̱̹̦Ȃ寮

͂いう利用者̦限定さ̹ͦ施設̥ͣȂ一般͈

宿泊客͉͂ͤ͜͢宿泊客以外͜ͅ利用̧́ͥ

͢うτΑΠρϋ等ͬ開放̱̹̭͂́Ȃ地域ͅ

͜開放さ̹ͦ施設̱͂̀生ͦ͘変わ̽̀い̹ȃ

物理的・ΟΎͼϋ的̈́開放͈仕方͂Ȃ利活用

ΏΑΞθ͈在ͤ方̦合わさ̽̀初͛̀魅力的

̈́施設・空間͈̺̈́ͥ͂ͅ感̲̹ȃ

 Ȫ岩田圭司ȫ

今回͈特集͈一̾ͅȶŅŊY͈いえȷ̦あͤ͘

̳ȃ以前͂違いȂ最近͉̩́͢耳̳ͥͅ言葉

̳̦́Ȃ今や家ͬ΃ΑΗζͼΒ̧́ͥ世͈中

́͘ͅ進̧̤̳ͭ́̀ͤ͘ȃ最近͉大工人口

͈減少̦進ͭ́い͈ͥ́Ȃ̭うい̹̽工具ͬ

使̹̽楽̱さ̈́̓ͬ学ͭ́頂̧Ȃ大工さͭͅ

興味ͬ持̽̀Ȃ職業̱͂̀増え̩̀ͦͦ͊Ȃ

今後͈住宅事情͜活性化̳̥̱ͥͦ̈́͜い͂

別͈期待̱̤̳̀ͤ͘͜ȃ

 Ȫ川合隆之ȫ

΂ープϋζͼϋΡ̈́空間ͬ下支え̳ͥ企画者

や運営者͈思い̦非常ͅ強̩Ȃ各々͈取ͤ組

͙͈特徴ͬ際立̵̹̀いͥȃ既存͈社会ΏΑ

Ξθͅ違和感ͬ持̾人々̦多い中́Ȃ̭ͦͣ

͈先駆的̈́プυΐͿ·Π͉注目͈的́あͥȃ

̭͈ͦͣ取ͤ組͙ͬプυΠΗͼプ̱͂̀Ȃ全

国各地ͅ展開さ̭ͦͥ͂̽̀͢ͅȂͤ͢豊̥

̈́人間活動ͬ呼び起̵̭ͥ͂思い̳͘ȃ

 Ȫ河西孝平ȫ

開̩̭͂Ȃ̷͈加減͈方法̦ͤ͢多̩͈人ͬ

対象̱͂̀成立̳ͥ͢うͅ構造的ͅ概念ͬ成

ͤ立̵̹̭ͥ͂ͬ建築的ͅ扱う一方́Ȃ例え

͊あͥ一定͈人数́͘限定的ͅ成立̱得ͥ͢

う̈́Ȃ視覚以外̥ͣ͜感̲取ͥͤ͢敏感̈́空

間͜あͥȃ空間͈一回性͈͢う̈́Ȃい̾来̀

͜同̲̭͈͂再現͉́̈́い͂いう点́成熟̱

̹都市͈͒ͺプυーΙ̱͂̀ͼϋΞςͺ́あ

ͤȂζͼϋΡ͂いう内視的観点̦あͥȃ

 Ȫ塚口洋之ȫ

環境̷͉̭ͅいͥ人͈気持̻ͬ変え̭ͥ͂͜

̧́ͥȃわ̩わ̩̳ͥȂ大人͉ワͼϋ片手ͅ

……̧́ͥ図書館Ȃ固定概念̥͈ͣパρΘͼ

θΏフΠ等々Ȃ今回͈特集͉空間作̤̫ͤͅ

ͥ人͂空間͈͂関係ͬ改͛̀見直̱Ȃ新̹̈́

提案ͬ進͛ͥ機会͈͉̈́ͦͥ́̈́ͅい̥͂思

うȃ私自身̦今後楽̱͙̱̀ͅいͥ家͈ςΦ

αーΏョϋ͜Ȃわ̩わ̩̳ͥȶ΂ープϋζͼ

ϋΡȷͬ大事̱̀ͅい̧̹いȃ

 Ȫβςー史子ȫ

編集後記
インテリア・
住宅系分科会
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　総合設計制度による許可を受けた建築物の
適正な維持管理を推進すること等を目的とし
て、大阪市では、総合設計制度の基準の一部
を見直し、令和元年8月1日に改正した。

 改正の背景

　昭和48年に適用を開始した総合設計制度は、
平成31年 3月末時点で、許可件数の累計が
1000件を超え、大阪市における良好な市街地
環境の形成に大きく寄与してきた。
　とりわけ、本市の総合設計制度により生み
出された公開空地の面積は、大阪城公園の1.2
倍、甲子園球場35個分に相当する約135ヘク
タールにおよぶなど、都市機能が高度に集積
した本市の市街地における貴重な空地となっ
ている。
　本市では、こうした社会資産を適正な状態
に保つことを目的として、建物所有者に対し
て、総合設計制度の許可要件に関わる部分の
維持管理状況について報告を求めているが、
これをより効果的、効率的に行うため、今回、
維持管理状況の報告時期に関する基準を合理
化した。
　また、近年において課題となっている保育
所等の設置を誘導するために、許可後の建築
物の用途変更の基準を緩和した他、広告物の
設置基準の見直し等を行った。

 主な改正の内容

■維持管理状況報告の時期の見直し
　従前から、許可後の建築物とその敷地の維
持管理の状況については、建物所有者から本
市に報告することを義務付けているが、報告
時期は、適用した容積割増し制度の種別ごと
に異なるものとしていた。
　改正後は、容積割増し制度の種別に関わら
ず、報告時期を原則として一律に 3年ごとと
し、建築基準法第12条に基づく定期報告制度
による報告時期と同じ時期とすることとした

（図1）。
　これは、定期報告制度と合わせて報告時期
の案内を行うことにより、建物所有者に確実
に維持管理の状況報告を行っていただくため
だけでなく、報告時期を統一することで、建
物所有者の負担を抑えることを念頭に置いた
ものである。

改正前 
適用制度 報告時期 

 

 

 
 

 

 
改正後 
適用制度 報告時期 

全て 3 年毎※ 
※定期報告制度の報告時期と同時期 

にぎわい施設誘導型容積ボーナス制度 
子育て支援施設誘導型容積ボーナス制度 １年毎

文化施設容積ボーナス制度 
医療・福祉施設容積ボーナス制度
駐車場容積ボーナス制度 
耐震性貯水槽設置型容積ボーナス制度

５年毎

一般の総合設計制度 
市街地住宅総合設計制度 
都心居住容積ボーナス制度 
マンション建替型総合設計制度 
環境配慮型容積ボーナス制度 

市長が
必要と認
める時期

図 1

■ 容積ボーナスを受けた特定施設の他用途へ
の変更が可能に

　本市の総合設計制度には、特定施設容積
ボーナス制度という任意選択型の容積割増し
制度があり、公開空地を設けることによる通
常の容積割増しに加えて、保育所等の福祉関
係施設や劇場等の文化施設、オープンカフェ
等のにぎわい施設といった特定施設の設置面
積に応じた容積率を上乗せすることができる。
　今回の改正では、保育所等の特定施設の設
置誘導効果を高めるため、将来、社会情勢や
周辺状況の変化によってその特定施設の必要
性が低くなった場合等に、特定施設容積ボー
ナス制度内又は制度間での特定施設の用途変
更が可能となるよう、許可後の変更に関する
基準を見直した。
■その他の改正
大規模な建築物や敷地への広告物の設置基準
の一部緩和
　総合設計制度を適用した超高層建築物や大
規模集客施設等における、建築物や敷地の規
模に応じた広告物設置のニーズに対応するた
め、周辺環境に支障がないと考えられる範囲
で設置数や設置面積の基準を緩和した（図2
－1）（図2－2）。

改正前 
地上設置の広告物の数 
都心部の商業地域内の集客施設 ４以内 
上記以外 ２以内 

 
 

 

 
改正後（次の特例を追加） 

全ての広告物が、互いに水平距離で４０ｍ以上
離れている場合 
都心部の商業地域内の集客施設 ８以内 
上記以外 ４以内 

 
 
 
 

 
 

地上広告物 

地上広告物 
≧ 40m 

≧40m 

図 2－1

改正前 
壁面設置の広告物の面積（原則） 
建築物の高さや面積に関わらず、７㎡以下 
 

 
改正後 

建築物の高さに応じて、最大 10 ㎡まで緩和 

壁面広告物  
７㎡以下／箇所 

▼60m 

▼31m 

壁面広告物
10 ㎡以下／箇所

７㎡以下／箇所 

高さに比例した 
面積以下／箇所 

一の表示面積の上限 

図 2－2

 おわりに

　今回の改正によって、建物所有者には、あ
らためて維持管理の重要性を認識していただ
き、適正な維持管理に努めていただくととも
に、今後も、総合設計制度がより有効に活用
されることを期待している。
 （ふじむら　まさのり）

●藤村雅典 
1974年生まれ。大阪市立大学大学院工学研究科修
了。1999年大阪市役所入庁。
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■はじめに
　『建築と社会』は、「郷土建築」と呼んで
民家や商店建築、初期の西洋館に注目し、そ
の価値や保存についての記事を戦前期から
掲載してきた 1 ）。モダニズム建築が登場する
のと同時期であり、非常に早い時期から現在
の登録文化財のように、身近な建物の保護の
視点を持っていたように思える。今回取り上
げる「近代建築調査委員会報告」は、1960

（昭和35）年 1 月号から1965（昭和40）年 2
月号まで、62回にわたって連載されたもの
だ。毎号、古写真や図面が掲載され、学会の
研究報告集のような誌面のものもあり、この
時期の会誌をめくる時、その存在は気になっ
ていたが、連載全体をふり返ることはしてこ
なかった。本誌2019年 7 月号 8 月号に掲載し
た坂本勝比古先生へのインタビューでも、調
査委員会の存在や連載のことが話題となった。
改めて、62回の「近代建築調査委員会報告」
を見ておきたい。

■近代建築調査委員会とは
　調査報告の連載の開始にあたり、1960（昭
和35）年 1 月号に「近代建築調査報告序言」

と委員の一覧が掲載されている。委員長は滝
沢真弓、委員には26名の名前が五十音順で掲
載されている。全員が執筆したわけではなく、
名を連ねているだけの委員もいたと思われる
が、委員会名から想像される歴史研究者だけ
の集まりではなく、鷲尾九郎（竹中工務店）
や今林彦太郎（大林組）など、戦前期から在
阪の建設会社設計部を率いてきた方々の名前
もあり、今見ると何とも豪華な顔ぶれである。
さまざまな専門領域の建築関係者が集う日本
建築協会らしい。
　委員長の滝沢真弓は、日本の近代建築史上
では1920（大正 9 ）年結成の分離派建築会の
メンバーとしてのイメージが強いが、その後、
設計活動から離れ、建築史・建築論の研究者
として活動した。近年の研究によれば、1949

（昭和24）年までは「古典」についてギリシャ
建築や日本建築の論説を、1946～1955年の間
は幾何学や視覚に関する論説を多く記し、そ
の後「近代建築調査」に関する論説が多い 2 ）。
滝沢による近代建築調査は、「明治期の様式
建築の分離を目指した「分離派建築会」のメ
ンバーであった背景を考えれば、一見矛盾し
たものであるように思われるが、彼らの主張
は折衷様式主義の模倣のみを行っている建築
に対して分離が叫ばれたのであり、様式その
ものの否定ではなかった。（中略）彼とその委
員が考える「美」を有する明治期の様式建築
に対して評価を行おうとする活動を積極的に
行っている。」3 ）と分析されている。
　1950～60年代と言えば、戦災からの復興途
上で、本格的な建設が実施され始めた頃だ。
この研究調査は、高度経済成長の過程で、迫
る開発に伴い消えていく近代建築を保存・記
録しようとする試みであったと推測できる。
1965（昭和40）年に開園した博物館明治村
も、設立の背景には取り壊される文化財建築
を惜しむ気持ちがあった。滝沢真弓は序の冒
頭で、「明治と言う時代もいつのまにか歴史研
究の領域に入ってしまった」と明治が歴史的
存在になりつつあることを指摘した上で、「建
築物は現実生活のための端的な存在なるがゆ
えに、たださえ変転が著しい上に、火災、震
災、戦災等によって大量のものが忽然と姿を
消してしまった。「今ノ時ニアタリテ、ソノ失
ヲ求ムルナクバ、イマダ幾年ヲ経ズシテ、ソ
ノヨルベキトコロ滅ビナントス」と－あえて
古事記の序文の句調をかりて－いうわけであ
る。」と述べている。恩師の滝沢真弓を委員長
とする調査委員会の設置は、坂本勝比古が提
言したものと本誌 8 月号のインタビュー記事
で語られている。戦前・戦中・戦後を生きた
関係者たちにとって、戦災による史料や建物
の喪失は大きな衝撃を与えたのだろう。戦争
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図 1　 「近代建築調査
委員会報告」
連載第 1回表
紙（『建築と
社会』1960年
1月号）

「再読 関西の建築」
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近代建築調査委員会
報告

（1960年 1 月号～1965年 2 月号）

橋寺知子

関西大学
准教授



表 1　「近代建築調査委員会報告」掲載物件一覧
掲載年月 NO 名　　　称 存否 現名称（現所在地）・文化財指定等 設　計　者 所　在　地 執　筆　者
1960/01 1 泉布観 ○ 国重文 ウォートルス 大阪
1960/02 2 日本生命保険株式会社旧館 ×× 関野貞 大阪 堀口甚吉
1960/03 3 宝山寺客殿（獅子閣） ○ 国重文 吉村松太郎 奈良 近藤豊
1960/04 4 国立奈良博物館 ○ 国重文 片山東熊 奈良 林野全孝
1960/05 5 江商神戸支店 ○ 旧神戸居留地十五番館・国重文 神戸 坂本勝比古
1960/06 6 初代・二代目大阪駅　 ×× 大阪 波江貞夫

附・三菱倉庫 × 大阪 近藤豊
1960/07 7 京都銀行本店（元京都高島屋） × 京都 鷲尾九郎
1960/08 8 八角議事堂（初代の兵庫県会議事堂） ×× 神戸 滝沢真弓
1960/09 9 大阪府立図書館 ○ 大阪府立中之島図書館・国重文 大阪 林野全孝
1960/10 10 同志社の明治建築 ○ 国重文、国登録含む 京都 近藤豊
1960/11 11 第一銀行京都支店本館建築 × 京都 牧野忠
1960/12 12 同和火災海上保険株式会社名古屋支店 × 鈴木禎次 愛知県 竹中工務店名古屋支店
1961/01 13 異人館　鹿児島市 ○ 旧鹿児島紡績所技師館・国重文 英人技師 鹿児島県 大野健次
1961/02 14 居留地建築特集 神戸・大阪
1961/03 15 新島旧邸 ○ 市指定 京都 近藤豊
1961/04 16 三重県庁舎 ○ （博物館明治村）・国重文 伊藤平右衛門（平左衛門） 三重県 近藤豊・林野全孝
1961/05 17 オリエンタルホテル ×× ゲオルグ・デ・ラランデ 神戸 坂本勝比古
1961/06 18 日本銀行大阪支店 △ 辰野金吾 大阪 林野全孝
1961/07 19 京都国立博物館 ○ 国重文 片山東熊 京都 近藤豊
1961/08 20 三菱銀行神戸西支店（旧称三菱合資会社神戸支店） △ 曽禰達蔵 神戸 坂本勝比古
1961/08 20 三菱銀行大阪支店 × 曽禰達蔵 大阪 林野全孝
1961/09 21 奈良県庁本館・奈良国立文化財研究所・奈良ホテル 浅野清

　・奈良県庁本館 × 長野宇平治 奈良
　・奈良国立文化財研究所 ○ 奈良国立博物館仏教美術資料研究センター・国重文 関野貞 奈良
　・奈良ホテル ○ 奈良

1961/10 22 兵庫県・旧庁舎 ○ 兵庫県公館・国登録 山口半六 神戸 滝沢真弓
1961/11 23 京都ハリストス正教会聖堂 ○ 京都ハリストス正教会生神女福音聖堂・市指定 松室重光 京都 近藤豊
1961/12 24 明治高楼建築 林野全孝
1962/01 25 竜谷大学本部の諸建築 ○ 龍谷大学・国重文 京都 近藤豊
1962/02 26 富士銀行大阪支店と製鉄化学株式会社 林野全孝

　・富士銀行大阪支店 × 山口半六 大阪
　・製鉄化学株式会社 × 山口半六 大阪

1962/03 27 神戸地方裁判所 △ 河合浩蔵 神戸 坂本勝比古
1962/04 28 京都大学工学部建築学教室所蔵　コンドル博士関係の図面（その１） 国重文 近藤豊
1962/05 29 京都大学工学部建築学教室所蔵　コンドル博士関係の図面（その２） 国重文 近藤豊
1962/06 30 旧武藤山治氏邸（現鐘淵紡績株式会社舞子倶楽部） ○ 旧武藤家別邸洋館（兵庫県立舞子公園）・国登録 横河工務所 神戸 坂本勝比古
1962/07 31 聖ヨハネ教会 ○ 旧日本聖公会京都聖約翰教会堂（博物館明治村）・国重文 ガードナー 京都 近藤豊
1962/08 32 大阪帝国座 × 大阪 林野全孝
1962/09 33 尾山神社神門 ○ 国重文 棟梁　津田吉之助 石川県 近藤豊
1962/10 34 旧神戸市役所庁舎 × 秋吉金徳 神戸 坂本勝比古
1962/11 35 京都市の明治初期小学校　－講堂を中心に－ 京都 近藤豊
1962/12 36 毛馬閘門と洗堰 △ 淀川旧分流施設・国重文 土木技師沖野忠雄 大阪 林野全孝
1963/01 37 辰馬力氏本宅 ○ 旧辰馬喜十郎住宅・県指定 棟梁　山下 某 兵庫県西宮市 坂本勝比古
1963/02 38 金沢大学理学部本館（旧四高）と熊本大学法文学部本館（旧五高） 近藤豊

　・金沢大学理学部本館（旧四高） ○ 石川四高記念文化交流館・国重文 山口半六 石川県
　・熊本大学法文学部本館（旧五高） ○ 熊本大学五高記念館・国重文 久留正道 熊本県

1963/03 39 明治生命相互会社大阪総局 × 野口孫市 大阪 林野全孝
1963/04 40 旧長浜駅駅舎 ○ 旧長浜駅本屋・県指定 滋賀県 近藤豊
1963/05 41 京都府庁庁舎（本館） ○ 京都府庁旧本館・国重文 松室重光 京都 近藤豊
1963/06 42 京都・河原町カトリック教会（天主堂） ○ 聖ザビエル天主堂（博物館明治村） 京都 近藤豊
1963/07 43 旧三十四国立銀行 × 辰野片岡事務所 大阪 林野全孝
1963/08 44 日本天主公教下山手教会聖ヘンリコ聖堂 × 神戸 坂本勝比古
1963/09 45 京都府立医科大学附属病院本館 × 京都 近藤豊
1963/10 46 浄土真宗本願寺派兵庫別院 × 光尊寺 神戸 坂本勝比古
1963/11 47 京都・中京郵便局庁舎（本館） △ 京都 近藤豊
1963/12 48 柳原学校旧校舎 ○ （安土風土記の丘）・県指定 大工・清水吉平 滋賀県 近藤豊
1964/01 49 朝日新聞大阪本社－初期鉄骨鉄筋コンクリート造の意義－ × 竹中工務店 大阪 林野全孝
1964/02 50 天鏡閣と白石公民館 林野全孝

　・天鏡閣 ○ 国重文 福島県
　・白石公民館 △ 旧刈田病院本館・白石市指定（解体・部材保存） 宮城県

1964/03 51 山形県田川地方事務所庁舎・荘内文化会館 近藤豊
　・山形県田川地方事務所庁舎 ○ 旧西田川郡役所（致道博物館）・国重文 （高橋兼吉） 山形県
　・荘内文化会館 ○ 旧鶴岡警察署庁舎（致道博物館）・国重文 （高橋兼吉） 山形県

1964/04 52 山形市立病院済生館 ○ 山形市郷土館（霞城公園内）・国重文 山形県 近藤豊
1964/05 53 柏原高校記念館と柏陵会館 林野全孝

　・柏原高校記念館 ○ 柏陵記念館・国登録 兵庫県
　・柏陵会館 ○ 旧氷上高等小学校校舎・県指定 兵庫県

1964/06 54 鹿児島と山形の刑務所 近藤豊
　・鹿児島刑務所 △ 正門のみ残る、旧鹿児島刑務所正門・県指定 鹿児島県
　・山形刑務所 × 山形県

1964/07 55 佐賀県の明治建築 林野全孝
　・有田異人館 ○ 旧田代家西洋館・国重文 佐賀県
　・鹿島市役所 × 佐賀県
　・佐賀行政検察庁舎 ○ 佐賀レトロ館 佐賀県
　・佐賀銀行鹿島支店 × 佐賀県
　・有田商工会議所 × 佐賀県

1964/08 56 国鉄二条駅と同福島駅駅舎 近藤豊
　・国鉄二条駅 ○ 旧二条駅舎（京都鉄道博物館）・市指定 京都
　・国鉄福島駅 × 福島県

1964/09 57 仁風閣と興雲閣 近藤豊
　・仁風閣 ○ 国重文 鳥取県
　・興雲閣 ○ 島根県指定 島根県

1964/10 58 大阪湾に臨む明治初期の洋式灯台　－神戸和田岬・淡路江崎・和歌山友ヶ島－ 坂本勝比古
　・神戸和田岬 ○ （須磨海浜公園）・国登録 神戸
　・淡路江崎 ○ 退息所は四国村へ移築・国登録 ブラントン 兵庫県
　・和歌山友ヶ島 ○ 国登録 ブラントン 和歌山県

1964/11 59 細部特集　１．各種の近景、２．階段廻りと手摺
1964/12 60 細部特集　３．柱（柱身・柱頭・柱脚等）
1965/01 61 細部特集　４．手摺、５．天井
1965/02 62 細部特集　６．小屋組・窓、扉金具、７．壁隅の手法・扉・切妻

存否凡例：○現存、△一部保存、×現存せず、××掲載の時点ですでに現存せず
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図 2　八角議事堂（初代の兵庫県会議事堂）
（『建築と社会』1960年 8月号）

図 3　山形市立病院済生館（『建築と社会』1964年 4月号）

図 6　細部特集 4．手摺より（『建築と社会』1965年 1月号）

図 4　旧三十四国立銀行（『建築と社会』1963年 7月号） 図 5　日本天主公教下山手教会聖ヘンリコ聖堂
（『建築と社会』1963年 8月号）

　62回にわたる「近代建築調査委員会報告」は、建築種別についても、記述形式に
関しても多様である。図 2・八角議事堂のように、既に存在せず、記録も曖昧だっ
た建物を、古写真をきっかけに掘り起こした調査もあれば、現存で現役の建物のも
のもある。図 3は、霞城公園に移築され、山形市郷土館として活用されている済生
館で、旧所在地で現役の病院として使われている頃の様子が記録されている。図 4
は北船場にあった旧三十四国立銀行で、前面道路が狭く外観全体は見えにくいが、
内外共に堂々とした銀行建築であったことがうかがえる。連載では、略図でも実測
によって平面図等の図面が作成されることが多く、資料性が高い。図 5は下山手カ
トリック教会（神戸市中央区）だが、阪神・淡路大震災で全壊、現在は「天主堂」
と刻まれた門柱と壁の一部のみが残る。
　連載終盤には 4回にわたって「細部特集」が組まれた。連載に大きな役割を果た
した近藤豊は『古建築の細部意匠』や『古建築の細部文様』の著者であり、細部意
匠への関心度がわかる。近藤の写真資料のうち約 6万カットは京都府立総合資料館
（現・京都府立京都学・歴彩館）に寄贈され、「近藤豊撮影写真資料」として整理さ
れている。インターネット上でも公開され、連載や著書等でも使われなかった写真
も含め閲覧できる。



の被害を免れた建物や史料をできる限り調査
し、記録に残すことは、学術的価値だけでな
く、当時の研究者たちの体験から生じた危機
感によるのかもしれない。
　明治建築に関しては、戦前期にすでに重要
美術品等に指定されたものもあり、調査研究
が手付かずであったわけではない。建築学会
は『明治大正建築写真聚覧』4 ）を1936（昭和
11）年に創立50周年事業として発刊し、250作
品を収録している。また『近代建築画譜近畿
篇』5 ）も同年に出版されており、戦前期の関
西の建築を知ることができる。滝沢は先達に
敬意を示しつつも、「いままでの多くは東京中
心であったり、あるいは資料の総花的羅列で
あったりした。ここに本委員会の意図すると
ころは、いままでとかく手うすだった近畿地
方を中心とし」、「調査のできたものから逐次
報告する予定である。いわゆる巧遅よりも拙
速をとることとした」と述べ、関西を中心に
東北や九州など地方の特徴的な近代建築を積
極的に取り上げる方針を示している。

■調査された近代建築と執筆者
　62回の連載で取り上げられた近代建築を表
1に示す。連載最終回（1965年 2 月号）に

「近代建築調査委員会発表建造物・件名目録」
が掲載されているが、所在地や現名称、存否、
執筆者等の情報を加えた。
　前節で示した方針通り、地域的にも内容で
も、これまでの研究調査から漏れていたもの
に光を当て、地方の建築を積極的に取り上げ
ている。尾山神社神門（No.33）のように、掲
載時にすでに文化財であり、歴史的価値が認
められていた近代建築も含まれているが、無
名の存在だったものもある。
　複数の執筆者の回や細部特集の回等を除い
て数えると、最も担当回数が多い執筆者は近
藤豊で24回、以下担当回数順に列挙すると、
林野全孝：14回、坂本勝比古：10回、滝沢真
弓： 2 回、堀口甚吉、波江貞夫、鷲尾九郎、
牧野忠、竹中工務店名古屋支店、大野健次、
浅野清：各 1 回となる。取り上げられた近代
建築は、この調査で新たに発掘されたものば
かりでなく、それぞれの執筆者が以前から関
心をもち、資料や情報を収集していたものが
多く含まれる。委員長の滝沢真弓は八角議事
堂（兵庫県会議事堂）（No.8）と山口半六設計
の兵庫県庁舎（No.22）を担当している。八
角議事堂は、明治初期に建てられたいわば幻
の近代建築だが、注目の発端は、1931（昭和
6 ）年に神戸へ赴任する滝沢に堀越三郎が見
せた英文書に載っていた 1 枚の写真だったと
言う 6 ）。確かにインパクトのある画像である。
兵庫県庁舎については「明治建築として、こ

れほどの傑作がなぜ本会創立五十周年記念出
版の「明治大正建築写真聚覧」に登録されな
かったか」、山口半六について「これだけの人
物が何故に建築界の主流に浮かび出なかった
か」と日本建築学会の講演会で強く主張して
いる 7 ）。上質の建築がほとんど取り上げられ
ず、ひっそり神戸にあることが、研究報告連
載の契機になったのではないかと思える。
　最多の担当数である近藤豊は、1962（昭和
37）年に博士論文『明治初期の擬洋風建築の
研究』8 ）で学位を取得している。その緒言で
近藤は、『明治初期の洋風建築』を著した堀
越三郎の名をあげ、また先行研究として『明
治工業史・建築篇』、『明治大正建築写真聚覧』
に言及しているが、「あまりにも東京・横浜
中心に偏りすぎ、それ以外の地方が全く扱わ
れていないか、極めて軽く扱われている、こ
れは明治建築全体として見た場合、はなはだ
一方的」と、滝沢の序と同様の意見を記して
いる。近藤の『明治初期の擬洋風建築の研究』
で取り上げられた近代建築とこの連載の掲載
物件はかなり重複しており、写真や図面も共
通するものが見られる。連載に近藤が果たし
た役割は非常に大きい。
　担当者と地域の関連性も深い。近藤に続く
執筆数の林野全孝は、大阪に在する近代建築
を中心に執筆している。大阪の近代建築は、
建築専門誌に取り上げられることも多く、情
報は豊富と思えるが、建物名称を見ても姿が
思い浮かばないものも多い。船場の銀行建築

（No.20、26、39、43）や川上音二郎で有名な
帝国座（No.32）など、歴史に埋もれた名建築
と感じられる。
　神戸に関しては坂本勝比古が主に執筆して
いる。坂本は神戸の異人館研究の第一人者で
あり、第14回の「居留地建築特集」は、神戸
と大阪の旧居留地を中心に様々な論文や写真、
資料が掲載され、滝沢が連載の最後に記した
解散の辞で「昭和36年 2 月号の「居留地建築
特集」の如きはすでに斯界稀有のドキュメン
トとして珍重されている」9 ）と締めくくった
通り、 1 冊の研究書の価値をもっている。

■62回の連載の価値
　70を超える掲載物件は、執筆者たちが日頃
から注目し、資料を収集していたものが多く、
それぞれ価値をもつ存在であったと言える。
この連載で取り上げられた近代建築のうち、
今でも約半数が現存し、国の重要文化財や
県・市の指定文化財になっているものも多い。
掲載された写真を見ると、よく言えば「生き
た建築」としてフル活用され、悪く言えばボ
ロボロで、文化的価値をもつ存在に一見思え
ないものもある。これだけの数が現存してい

るのは、建築の価値を見抜いた執筆者たちの
鑑識眼の賜物であろう。
　大阪市内の掲載物件は失われたものがかな
り多い。表 1にある通り、大阪市内の14件の
掲載物件のうち、部分保存を含めても現存は
4 件しかない。一方、山形県や九州地方では、

「擬洋風建築」が保存されている。個性的な姿
を生かし、郷土館等に利活用されている物件

（No.51、52、55）が多く、明らかに地域差が
ある。1960年代の船場には様式建築の銀行な
ど、惜しいと思わないぐらい多数あったのか
もしれない。大阪など都市部は経済活動が活
発で、戦災に耐えた建築でも、歴史的価値よ
り経済性の追求のため、あっけなく建て替え
られたと考えられる。地方には歴史的建造物
が残り、今や地域の歴史を物語る重要な存在
となり得ている。
　「近代建築調査委員会報告」に見る近代建
築の記録は、1950年代に現存していた状況の
記録としての役割を果たす。掲載の白黒写真
は不鮮明なものも多いが、内外の写真は貴重
である。執筆者たちは小屋裏にも上がり、写
真撮影や実測図の作成を行なっている。時間
をかけたであろう手描きの詳細な図面も多数
掲載されており、今や貴重な資料となってい
るものも多い。
　今日、このような大がかりな建築調査は、
時間や費用、人手、安全上の配慮など、さま
ざまな制約があってなかなか実施できない。
だが少しずつでも記録を残し、何らかの形で
発表し、多くの人々と共有しておけば、のち
の時代に何かの役に立つかもしれない。「近代
建築調査報告」は記録と公表の大切さを考え
させてくれる存在でもある。

注
1 ） 『建築と社会』と郷土建築の関連は、酒井一光：再

読関西近代建築－論考・記事編－　郷土建築座談
会、建築と社会2016年 1 月号、p.46-47に詳しい。

2 ） 松原紀之、足立裕司、中江研：滝沢真弓とその建
築理念に関する研究、平成13年度日本建築学会近
畿支部研究報告集、計画系、p.921-924、2001年

3 ）同上
4 ） 建築学会明治建築資料に関する委員会編：『明治大

正建築写真聚覧』建築学会、昭和11年
5 ） 近代建築画譜刊行会編：『近代建築画譜近畿篇』近

代建築画譜刊行会、昭和11年
6 ） 滝沢は八角議事堂を他の論文でも扱っている。滝

沢真弓：八角議事堂－調査顛末記－、建築雑誌、
1958年 4 月号、p.29-33に、写真との出会いを詳し
く述べている。

7 ） 滝沢真弓：特別講演要旨　神戸の明治建築－うら
ばなし三題－、建築雑誌、1966年 3 月号、p.95-97

8 ） 近藤の博士論文は、1961（昭和36）年の執筆から
約40年後、ご息女の手によって刊行された。近藤
豊：『明治初期の擬洋風建築の研究』、理工学社、
1999年。

9 ） 滝沢真弓：近代建築調査委員会報告－解散の辞を
兼ねて－、建築と社会、1965年 2 月号、p.35
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 はじめに

　ここに紹介する「エネバンク」は、高性能
蓄熱材をコンパクトなカプセルに充填した株
式会社ヤノ技研が開発した製品である。潜熱
蓄熱材（PCM-Phase Change Material）は
ある一定温度（融点）においては、熱を加え
ても温度は上がらず、性状だけが固体から液
体に変化する。このとき蓄えられた熱を潜熱
といい一定温度の大きな熱が蓄えられ、固体
から液体、あるいはその逆の液体から固体へ
の相変化時には、そのとき発生する大きな冷
熱や温熱を利用することができる。エネバン
クは潜熱蓄熱材をポリエチレン製のカプセル
に充填した製品（PCMカプセル）で、潜熱蓄
熱材に塩化カルシウムを材料として使用して
いるので、無毒無臭で火災時でも燃えること
はない。

 温室での利用例

－暖房費削減「省エネ温室」
　外気温が低下する夜間になると、温室は室
温維持のためにヒーターによる加温が必要と
なる。図1のように温室内に設置されたエネ
バンクは、昼間に吸熱・蓄熱した太陽熱を、
夜間に温室内でその熱を放出し、加温用燃料
費を節約する。さらに昼間には過剰な太陽熱
を吸熱することにより温室内温度が過昇温す
ることを抑制する効果ももたらす。エネバン
クはこれら優れた熱特性により全国各地の温

室で採用されており、燃料費の節約とともに
省エネルギー、地球温暖化ガスの排出削減に
も寄与している。

 空調での利用例

－住宅セントラル空調システム
　これからの日本の戸建て住宅を考えると、
高気密・高断熱化はますます進み、冷暖房に
は換気を含めたセントラルシステムが必要と
思われる。24時間全館空調を前提に考えると
建物に熱容量があることが室内の気温や表面
温度の変動を抑え、快適な温度環境を作りや
すくなる。例えば、蓄熱は深夜電力や単相・
3相の200V電力を利用して行い、必要な時に
熱を取り出して空調する。図2のようにエネ
バンク（PCMカプセル）を積み重ねて蓄熱装
置としてエアコンに繋げ、ダクトを通じて各
部屋に空気を送る。ただし、冬は何らかの加
湿が必要である。
　この潜熱蓄熱材（PCMカプセル）を使用し
た24時間全館空調システムをすでに開発して
いる。市販のヒートポンプエアコン（ 2～ 3
馬力）と空調コントローラーで構成するので、
システムはシンプルでありメンテナンス部材
も少ないため、長寿命住宅に適している。

エアコン室内機 光触媒
フィルターエアコン

ダンパー

空調ダンパー

空調ダンパー

空調吹出し口

空調吹出し口 空調吹出し口

空調
ファン 潜熱蓄熱ユニット

戻り空気
フィルター

分岐ボックス

分岐ボックス

図 2　全館蓄熱空調のシステム概念図

 その他の利用と効果

　エネバンクの利用目的には、温室や空調の
ほかにも多様なものがある。
　①蓄熱のためのスペース効率の向上とし
て、一般に蓄熱媒体として用いられる水と比
べて約1/5の容積で同容量の熱を蓄えること
ができる。②太陽熱利用暖房システムでの活
用として蓄熱層内の容量縮小や建築内装材と
複合化させることにより室内熱容量の増大な
ど、スペースの有効利用が図られる。③給気
温度の脈動の緩和として室温の安定平滑化が
期待できる。④温度保持装置としての利用も
ある。停電時や場所の移動時での温度保持装
置としても有効に用いられる。また、一定時
間温度保持装置として防護服の防暑対策、手
足を温めるあんかとしての利用にも適してい
る。

　以上のように、エネバンクは建築、農業、
機械、物流など、多くの分野において様々な
利用の仕方がある。

 製品の種類

　エネバンクに使用している潜熱蓄熱材は、
塩化カルシウムを主体としていて不燃で、体
積当たりの潜熱蓄熱量が有機系パラフィン
の1.58倍もある。（温度18℃でエネバンクの
密度：1.54g/cm3、潜熱蓄熱量:174J/g、体積
当り潜熱蓄熱量は174×1.54＝268J/cm3。パ
ラフィンは同様にそれぞれ0.86、198、198× 
0.86＝170となり、268/170＝1.58となる）
　多様な用途に適合すべく、多種の相変化温
度レベルの潜熱蓄熱材と各種形状のカプセル
を製品化しており、相変化温度が－20℃～＋
90℃程度の範囲で製造可能だ。温室で10年、
住宅で17年間の耐用年数の実績を有している。
　また、図3のようにカプセルに設けられた
貫通孔を利用して容易に集合・積層化が可能
で、必要蓄熱量、蓄熱体周囲の気流（または
水流）方向およびスペース条件などに応じて
様々な形にブロック化することができる。

縦：280mm、横：130mm、厚さ：9mm

縦：170mm、横：130mm、厚さ：9mm

Lサイズ

Sサイズ

130

130

280

170

280

130 300

9

9

図 3　PCMカプセル（左）とPCMブロック（右）
カプセルはLサイズ（mm）：縦280横130 厚さ9

Sサイズ　　   ：縦170横130 厚さ9
右図のブロックはカプセルを約30枚重ねた製品

 おわりに
　1970年代の第 1次オイルショック時から民
間エネルギー使用の抑制と施設農業の脱石油
を求めて潜熱蓄熱材の開発をスタートした。
その後、石油価格や市場環境の変化をくぐり
抜けて住宅・建築での省エネ可能な複合蓄熱
建材と施設温室で省エネ率20～25%を達成し、
現在ではいろいろな用途の事業拡大を進めて
いる。
 （やの　なおみち）

●矢野直達 
1970年　理学博士（大阪市立大学）
1970年　株式会社クボタ入社、住宅建材、機器、
ソーラー、蓄熱材の研究開発事業化に従事。2002
年12月　有限会社 ヤノ技研設立、2005年　株式会
社化。
2012年12月　近畿経済産業局より「パッシブソー
ラー省エネ蓄熱温室装置」が関西モノづくり新撰
2013に選定される。2018年12月 尼崎信用金庫より

「あましんグリーンプレミアム」最優秀賞。

4 3 8

設 備
の頁

「エネバンク®」ー
高性能多用途
潜熱蓄熱カプセル

矢野直達
株式会社 ヤノ技研 代表取締役

図1　温室内におけるエネバンクの設置例
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■序：「孤」の時代の地域居住
　都市とは本来、人が「独り」でもいられる

自由な場所である。しかし、近年の日本の都

市では、「孤立」や「孤独」が深刻な問題で

あり、「孤」や「独り」であることの負の側面

を意識せざるを得ない状況にある。かつてみ

られた職住近接の暮らし、地縁・血縁といっ

た社会的繋がりの変容・衰退がその要因であ

ることは確かである。しかし、それだけであ

ろうか。そもそも、私たちが都市に“住んで

いる”とはどのような状態なのか。おそらく、

ただ居を構えているだけではなく、人が都市

と何らかの“関わり”を持って暮らしている

ということであろう。しかし、現代の日本で

は、ささやかな“関わり”を持つとことでさ

え難しくなっている。このことが「弧」をめ

ぐる問題の本質である。それは私が暮らして

いる京都でも例外ではない。

　このような問題について漠然と考えながら、

私は地蔵盆という行事の研究にこれまで取り組

んできた。地蔵盆は京都では今や唯一と言って

よいほど、地域に暮らす多様な人々が関わりを

持つ機会である。近畿圏では夏の風物詩として

比較的よく知られた行事であるが、多くの人に

とって地蔵盆は馴染みの薄い行事であろう。

　本稿では、まちづくりと地蔵盆の関係につ

いて紹介し、さらには、地域コミュニティの核

としての地蔵盆の意味について考えてみたい。

■地蔵盆とはどんな行事か？
　地蔵盆とは 8 月24日を中心として地域の

人々が地蔵を祀り、町内の安全や子供の健や

かな成長を願う行事である。地蔵菩薩の縁日

である24日、特に盆明けに行われることから、

地蔵“盆”と呼ばれる。地蔵菩薩は子供の守

り神であると一般的に信じられており、地蔵

盆でも子供を楽しませる行事が定番である。

　地蔵盆当日の流れの例をみていく。地蔵盆

の当日、町内の人々が集まり、会場の設営を

行う。町内の適当な場所に祭壇を設け、普段

は町内の祠の中に安置している地蔵を移動さ

せ祭壇に祀る。その後、町内の人々からのお

供えを受け付け、つづいて僧侶が来て読経が

はじまる。読経の際は参加者が祭壇の前で祈

り、数珠回し（参加者が輪になって大きな数珠

を回す）を行う。読経が終わると僧侶の話があ

り、それが終わると子どもたちのお楽しみの時

間である。おやつの配布があり、昼食を挟んで

午後もスイカ割りや子ども用福引等の行事が続

く。また、大人用の福引やビンゴゲーム等、大

人も楽しめる行事が行われる。行事がひと通り

終わると全員で片付けを行い、地蔵盆は終了で

ある。町内によっては町内の人々が一緒に食事

をしたり、次の日に旅行に行くこともある。

地蔵盆における数珠回しのようす

　地蔵盆に際しては、祭壇の設置や子供の遊

び、ゲーム、福引等の行事のために町内の

様々な空間が活用される。住宅事情の変化や

自動車の増加により現在では少なくなったが、

町家のミセの間や路上の空間が地蔵盆当日に

は地域に開放され、「いえ」と「みち」が一

体的に利用される。また、当日だけでなく事

前の準備も含めて様々な役割が発生する。祭

壇のお飾りや片付け、おやつや福引の景品の

買い出し、ゲームの企画、当日の交通整理等、

町内の人々が協力して様々な役割を分担する。

　近年、子供の数の減少や生活様式の変化等

から地蔵盆の行事の内容は簡略化されてきた。

それでも、地蔵盆には町内に新しく移り住ん

できた住民の参加もみられ、多様な住民、多

世代が地域に参画する機会が生まれている。

「いえ」と「みち」の空間の一体的利用

■地蔵盆への期待と課題
　近年、行政や市民からの地蔵盆への期待が

にわかに高まっている。京都市では平成26年

度、地蔵盆を「京都をつなぐ無形文化遺産」

存在の質から
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第 3 号（登録名：京の地蔵盆 地域と世代をつ

なぐまちの伝統行事）に指定し、地蔵盆の由

来や地蔵盆における様々な行事を紹介する冊

子を発行する等、地蔵盆を市民全体で守り、

育てていく機運を盛り上げている。ちなみに、

京都市が実施したアンケート調査によると、

市内の地蔵の数は少なくとも 1 万体、地蔵盆

の開催数は少なくとも2950箇所とされている。

しかし、地蔵の設置や地蔵盆の開催は住民が

独自に行っており、開催の単位も町内会を基

本としつつ個人やその他の団体によるものも

あるため、正確な数の把握は困難である。い

ずれにせよ、地蔵や地蔵盆が京都の人々にとっ

て今も身近な存在であることは確かである。

　また、京都市では近年、SDGs（Sustainable 

Development Goals：持続可能な開発目標。2015

年 9 月の国連で採択された、気候変動、自然

災害、生物多様性、貧困・饑餓対策など、国

内外の課題解決に向けて掲げられた17の目

標。）の推進と関連して、「京都市レジリエン

ス戦略」を策定している。この中で、地域の

レジリエンス（危機や変化に対してしなやか

に対応し回復する力）の資源として地蔵盆が

挙げられている注 1。

　レジリエンス（Resilience）は日本では特に

東日本大震災以降、注目されるようになった概

念である。私は2012年頃から地蔵盆がコミュ

ニティ形成に果たす役割について、レジリエン

スの概念を用いて分析してきた。後述するよ

うに、地蔵盆は時代によって形を変えながら

も存続してきた。地蔵盆の持つこのような特

徴がレジリエンスに合致すると考え、「多様性」

（Diversity）と「冗長性」（Redundancy）とい

うレジリエンスの条件を地域コミュニティに

適用し、評価を試みたのである。

　ここで、「多様性」とは、多様な主体が地域

に関与していること、「冗長性」とは、地域に

関わるための経路が複数あることだと解釈で

きる。かつては、地蔵盆等の行事を核として、

都市を行き交う多様な人々が地域に包摂され、

また、冗長な関係は「ゆとり」やいざという

時の助けとなっていた。しかし、社会全体が

縮小していく中で、主体の多様性は価値観の

対立や担い手の不足に転じ、また、冗長な関

係は非効率で無駄なものとして切り捨てられ

るようになってしまった。

　このような転換を象徴するエピソードをひ

とつ紹介したい。京都の街なかのある町内で、

ある時、地蔵盆の会場として長年使用してき

た住宅が家主の事情により使えなくなった。

町内の住民が集まって話し合ったところ、地

蔵盆の廃止を強く要求する人がいて、継続か

廃止かで散々揉めたという。町内の古株の住

民が地蔵盆を長年担ってきたが、近年、地蔵

盆に参加するのはマンションに住む子育て世

帯ばかり。しかし、マンションの住民は町内

会に入ろうとしない。高齢化と人口減少によ

り、町内会の運営が苦しくなる中、自分たち

だけが負担するのはもう我慢できない。これ

が廃止派の言い分である。継続を望む住民は、

自分たちも子供の時には上の人の世話になっ

たのだからと、廃止派を説得する。そしてよ

うやく、行事を僧侶による読経だけにする等、

内容を大幅に簡略化することでその年も何と

か継続することになった。

　このエピソードにみられるような社会的葛

藤（個人・集団間の利害・価値観の相違に起

因する緊張状態）は、都市の発達のある段階

において必然的に経験されるのかもしれない。

社会学者リチャード・セネットは、19世紀後

半の西欧社会において儀式や慣習から成る「非

個人的な領域（公共圏）」が個人の欲望や承認

を求める「親密圏」の侵食を受けて崩壊しつつ

ある状況を危惧した。都市のコミュニティとは

本来、見知らぬ者の集まりであり、未知のもの

と出会う過程を通じての成長の場である。その

ような場にあって、見知らぬ人間、理解できな

い人間との関係を「演劇的」に仲介する「公共

的スキル」を持った人々が「公共的人」（public 

man）である。セネットは人々の私的領域へ

の逃避による都市コミュニティの矮小化、公

共的人の衰退に警鐘を鳴らしたのであった。

　京都の都市コミュニティもまた、セネット

の言葉で言えば「公共的スキル」を高度に

発達させてきた。上田篤は京都の町家コミュ

ニティ（職住一致の集住社会）における人

間と空間に関する論考の中で、「義理の共同

体」という興味深い概念を提出している（上

田1976）。町家コミュニティでは、町内の行事

（十日汁、お千度参り、地蔵盆等）の中で、私

的なつきあいでさえも様式化・形式化され一

種の公的な交流となっている。これは、町家

コミュニティを構成するのは商家であり、そ

れぞれが隣人であると同時に「商売敵」であ

ることと関連する。隣人に情を移したせいで、

共倒れになってはいけない。そのために、個

人が分担する責任を義理と礼儀が要求する範

囲に制限するのである。そのような関係性は

上述した行事だけでなく、日常的な行動規範

や京詞、鰻の寝床、格子窓等の人工的な相互

緩衝物といった要素にも通底している。

　上述したレジリエンスの条件（多様性、冗

長性）は今や社会的葛藤の要因へと転換しつつ

ある。これも、公私の関係に均衡をもたらす緩

衝資源とその活用に長けた「公共的人」の衰退

が原因ではないだろうか。公私の緩衝資源お

よび「公共的人」の現代的再生が急がれる。

■そもそも「地蔵」とは？
　地蔵盆について深く考える上で、地蔵信仰

への理解が避けられない。地蔵盆の信仰的側

面を主に扱う仏教学や民俗学といった学問につ

いて私は全くの門外漢であるが、これまで自

分なりに理解したことをここでは紹介したい。

　地蔵はサンスクリット語では「クシティ・

ガルパ」という。クシティ＝「大地」、ガルパ

＝「胎内」、「子宮」の意味である。地蔵の対

となる存在として「空蔵」があり、どちらも

インドから中国大陸を経て日本に伝播したと考

えられるが、広く定着したのは地蔵のほうであ

る。民衆にとって母なる大地を想起させる地蔵

はより身近な存在であったのかもしれない。

　地蔵菩薩の由緒を記した経典のうち特に重

要なものに以下の 3 つがある。

・『大乗大集地蔵十輪経』10巻（唐・玄奘訳）

・『占察善悪業報経』 2 巻（隋・菩提灯訳）

・『地蔵菩薩本願経』 2 巻（唐・実叉難陀訳）

　これらの経典を要約すると、地蔵菩薩には、

①救済能力がきわめて高く、②定位置をもた

ないという特徴があるようだ。「五濁悪世の無

仏世界の菩薩」とも表されるように、地蔵菩

薩は六道（地獄・餓鬼・畜生・阿修羅・人・

天）のどこにでも現れ、あらゆる人々を救済

してくれる。このような地蔵菩薩の性質は、

大乗仏教の「唯識」思想注 2にも通じると言わ

れる。平安時代末期以降、地蔵信仰は民間を

中心に広まり、地蔵は様々な姿かたち（身代

わり地蔵、地蔵の田植え、地蔵の看病等）で



32

説話等に登場した。さらに、中世末期から近

世にかけて、現世利益への過剰な期待ととも

に多様な意味づけをもつ地蔵（追善供養、子

安地蔵、境界神、町内安全、延命地蔵等）が

全国各地で誕生した。このような展開は、上

述した地蔵が本来的に備える特徴と救いを求

める民衆の柔軟な解釈が合わさることで加速

していったのであろう。

　地蔵盆について、民間を中心に広まった行事

であることもあり、その成立と展開については

長らく謎が多かった。しかし、近年は優れた研

究が蓄積され、詳細が明らかになりつつある。

　京都の地蔵盆が初めて記録に現れるのは

曹洞宗の僧侶・鈴木正三が記した『反古集』

（1638）という書物においてである。当時は

「地蔵会」「地蔵祭」と呼ばれ、拾ってきた石仏

や石ころを地蔵として祀る遊びが子供たちの間

で流行した。17世紀の京都の都市発展を通じ

て、土木事業の際に地中や川底から石仏が多数

発見されると、共同体によって地蔵として祀ら

れるようになる。19世紀初頭には、地蔵盆が

共同体による祭事として市中に広く定着して

いる様子が当時の文書や絵巻から読み取れる。

　近代以降、明治 4 （1871）年の京都府令

『路傍の大日地蔵取除』により、多くの石仏が

撤去・売却の対象となる。これにより地蔵盆

は一時的に廃れるが、その10年後には府令が

撤回され、地蔵盆は公式に再開する。当時禁

止されていた盆行事全般とともに復活したこ

とから、この頃から地蔵“盆”という名称が

現れる。明治35（1902）年には、コレラ等の

伝染病の予防のため食品の供物が禁止される。

その代わり、金銭のお供え、お下がりの物品の

配布（福引）が行われるようになり、現在もみ

られる娯楽的要素が生まれる。第二次大戦下に

は物資統制により規模を縮小しつつも継続さ

れ、戦後は人口増加、経済成長とともに地蔵盆

も一気に賑やかになり、子供を楽しませるため

の手品や紙芝居等の娯楽的要素が大きくなる。

■地蔵盆の多様な在り方
　京都の街なかの地蔵盆の現状について調べ

る機会があった。調査対象とした3 学区・81

町内のうち2012年の調査時点で 8 割強の町内

で地蔵盆が開催されていた。この数値は市内

全域を対象とした別の調査結果とも概ね一致

する。一方、地蔵盆の開催規模（行事への参

加を呼びかけた人数）は、平均すると50人程

度であるが、最小 3 人、最大135人と、町内

によってかなりの幅があることがわかった。

たった 3 人でも開催している町内があるのは

驚きである。これは、地蔵盆が直面する苦境

を表しているとも言えるが、町内の事情に応

じて形を変えながら開催できる、地蔵盆の持

つ柔軟な強さを表しているとも言える。

　「お飾り」や「読経」といった仏事はほと

んどの町内で行われており、「おやつの配布」

や「お下がりの配布」といった気軽にできる

配りものも 7 割ほどの町内で行われているこ

とがわかった。一方、「数珠回し」や「子供

用福引」、「子供の遊び」、「ビンゴ等のゲーム」

はやったりやらなかったりする。

事例①　こじんまりとでも持続する地蔵盆

　高齢化や子供の数の減少により地蔵盆を開

催する気力と体力を失いつつある町内は今や

珍しくない。そのような町内でも地蔵盆を最

低限の労力で続けることは可能である。

　ある町内では僧侶による読経とおやつの配

布だけで済ませ、昼前には全ての行事を終え

る。祭壇やテントといった特別な設えは行わ

ず、祠の前で僧侶が読経する。地蔵盆の世話

役（その年の町内会長）がビーチパラソルで

僧侶のために日陰をつくり、住民たちは道路

を挟んで反対側の軒下から祈りを捧げている。

　また、ある町内では、開発事業の増加によ

り、これまで地蔵盆の会場となっていた一軒

家や空き地が減少した。現在はマンションや

ビルの谷間にある戸建て住宅の一室で地蔵盆

を開催している。スペースが限られているた

め、数珠回しの輪も円をつくれず、歪な形に

ならざるを得ない。マンションには町内会や

地蔵盆に参加したい住民もいるが、町内の人

口に対してマンションの規模はあまりにも大

きい。もとからいる住民とのバランスを考え

て、マンション住民を受け入れるかどうか判

断を保留している。

事例②　多様な住民の交流を支えている地蔵盆

　マンションや新築の住宅の住民等、町内に

最近住み始めた住民を町内会に巻き込む過程

で地蔵盆を盛り上げている場合がある。

　ある町内では、ボールすくいやかき氷、子

供用福引等、数々の行事が町内の空間（路上、

町家のミセの間、マンション前の広場等）を

目一杯使って行われる。今ではほとんどみら

れなくなった「ふごおろし」（通りの反対側の

建物の 2 階にロープを渡し、「ふご」（＝畚）

に入れた福引の景品をおろしてくる余興）も

行われている。さらに、この町内では地蔵盆

の行事がひと通り終わった後、秋の学区運動

会の競技（町内対抗リレー競走）の練習が通

りの空間で行われていた。

　この町内の地蔵盆はなぜこれほどまでに賑

やかなのか。実は、10年ほど前まではこの

町内の地蔵盆も人口減少により存続の危機に

あったという。しかし、ある時、町内にマン

ション建設の話が続けて持ち上がった。町内

の住民はこれをチャンスと捉え、マンション

の子育て世帯をまずは地蔵盆へ誘い、その後、

町内会の運営にも徐々に関わってもらい、地

蔵盆は現在の活気を取り戻したのである。

町内の空間を最大限に活用

事例③　大人だけでも楽しめる新たな地蔵盆

　たとえ子供の数が少なくなっても、内容の

工夫や外部からの協力によって行事を盛り上

げるという地蔵盆の新たな形も現れつつある。

　ある町内では、高齢化と子世帯の転出が進

み、子供の数がついにゼロとなった。それで

も、大人（その多くは高齢者）だけで地蔵盆

を今も行っている。ビルの 1 階のガレージを

借りて地蔵を祀り、僧侶による読経が終わる

と、ゴザの上に景品を並べ参加者全員で輪投最小限の行事と空間利用
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げを行う。その後も食事や御詠歌、ガーデニ

ングといった行事を楽しむ。特に、ガーデニ

ングはこの町内の恒例行事である。鉢植えを

それぞれ自宅に持ち帰って玄関先に飾ること

で、町内の環境美化にも役立っている。この

町内の他にも、町内の高齢者施設（デイサー

ビス）と連携して地蔵盆を盛り上げていると

ころもある。施設の一部のスペースを借りて

祭壇を設え、施設の利用者やスタッフ、ボラ

ンティアの学生も参加して数珠回しや食事等

の行事を楽しんでいる。

大人だけで楽しむ行事の例（輪投げ）

■地蔵盆のまちづくりへの展開
　地蔵盆は本来、町内単位の行事であるが、

近年、京都では学区や地域のまちづくりの一

環として地蔵盆を行う動きが盛んである。地

蔵盆がない町内やマンションに住む子どもた

ちのために小学校の地域交流室等を借りて地

蔵盆を開催する。私が知る学区でも今年 8 月

の最終土曜日に小学校の体育館を借りて学区

の地蔵盆を開催した。すると、予想以上に多

くの参加者が集まり、主催者である自治連合

会の役員も、普段はみかけない参加者（その

多くはマンションの住人）の多さに驚いたほ

どである。子育て期の若い世帯には、地蔵盆

に宗教行事という感覚はあまりなく、参加の

ハードルも高くない。むしろ、京都らしい風

習を子供と一緒に楽しめる機会と捉えている

ようである。この他にも、開発により人口が

急増した地域で500人以上の子供を公園に集

めて行われる大規模地蔵盆（通称「メガ地蔵

盆」）、地蔵の祠をスポットに見立てた「地蔵

スタンプラリー」、地蔵盆をガイドの案内とと

もにめぐる「地蔵盆ツアー」等、従来の枠に

は収まらない取り組みがある。

　このような近年みられる地蔵盆の新しい取

り組みには、本来の地蔵盆ではないという否

定的な見方もできる。しかし、まちづくりの

観点からみると、このような動きには必然性

があるように思う。すなわち、京都の地域コ

ミュニティは「町内」と「学区」という単位

の重層的な構造のもと、自治の文化を育んで

きた。「町内」の原型は、室町時代、応仁の乱

によって荒廃した京の都で、自然発生的に生

まれた。通りを挟んだ家々が辻ごとに木戸門

を設け自警のための集団（両側町）をつくった

のである。「学区」は、明治時代、日本で初め

ての近代的学校制度を導入する際に行政によっ

てつくられた町内の連合体（番組）が起源であ

る。当時の小学校は、警察、消防等の機能も兼

ねた地域自治の拠点であった。小学校自体は統

廃合等によってほとんど現存しないが、「学区」

という制度は現在も存続し、町内と行政の中

間にある地域自治組織として機能している。

　このように、京都において「町内」と「学

区」は相互に補完しながら高度な地域自治シ

ステムを成してきた。このことを踏まえると、

町内の体力低下が著しい昨今、地蔵盆におい

ても学区が受け皿となっていることは不思議な

ことではない。むしろ、きわめて京都らしい

地蔵盆の在り方と言えるのではないだろうか。

■結：地域に“在る”ということ
　地蔵盆はこれまで、時代とともに意味と形

を変えながら続いてきた。人と人の関わり、

そして人と空間の関わりを媒介することで公

私の関係を調整する緩衝資源であり、それを

使いこなす「公共的人」の育成装置であると

筆者は考えている。このことは、地域のまち

づくりやコミュニティ形成において地蔵盆へ

の期待が高まっていることにも表れている。

　それにしても、なぜ地蔵なのか。地域コ

ミュニティの“核”となり得る資源は他にも

あるはずなのに。これには、地蔵が京都の

人々によって“お地蔵さん”と呼ばれ、長き

に渡って親しまれてきたということも確かに

関係している。しかし、それ以上に、地蔵と

いう存在の質に今こそ目を向けたいと筆者は

考えている。

　地蔵が地域に“在る”とはどういう状態な

のか。よく考えてみると不思議である。例

えば、京都の壬生寺には地蔵の出開帳（通称

「レンタル地蔵」）という仕組みがあり、地蔵

がない町内が、地蔵盆の期間だけ寺から地蔵

を借り受けることができる。また、安置する

場所がなくなった地蔵が、ひと目に触れにく

い個人宅の敷地内に移される場合がある。す

なわち、信仰対象としての地蔵は必ずしも特

定の場所や物を必要としない、環境から切り

離れされた存在である。このことは“定位置

を持たない”という地蔵本来の性質に由来す

るのかもしれない。人々の振る舞いをみても

“物”としての地蔵にはあまり強いこだわりが

ないと感じることがある。

　一方、実体としての地蔵や地蔵盆は具体的

な場所や管理・運営する人、すなわち環境

（物理的と社会的の両方）を求める。現在みら

れる多様な地蔵盆は、地域的な差異であると同

時に、人々が時々の変化に対応しながら、臨機

応変に環境に働きかけてきたことの蓄積を表し

ている。このように、地蔵という存在の質に立

ち返ると、地蔵盆では環境への「接続」と「切

断」が同時に可能である。そして、地蔵とい

う存在と人々の環境への働きかけの関係の中

にこそレジリエンスを見出すことができる。

　地域コミュニティの“核”となる資源につ

いて、それがどのように“在る”のか。「存

在」の質に立ち返って、私たちと「環境」の

関わりを捉え直してみる。現代のまちづくり

において、このような視点が重要になってい

くであろう。 （まえだ　まさひろ）

注釈
1 ） レジリエント・シティ実現にむけた 6 つの重点的

取組分野のうち「支え合い、助け合うまち」の基
盤として、明治時代の番組小学校を起源とする学
区コミュニティと並んで、町内単位で行われる地
蔵盆等の風習が挙げられている。

2 ） 「唯識」とは、この世界には客観的存在はなく、あ
らゆる存在は「識」という心のはたらきによる主
観的存在であるとする思想である。大乗仏教の

「空」の思想を基礎にしていると言われる。西洋哲
学における存在論（唯心論）、観念論との類似性も
指摘されている。

参考文献
・ 師茂樹：京都の「地蔵」信仰の背景，京都の「地

蔵」信仰と地蔵盆を活かした地域活性化事業 報告書，
pp.15-21，2015

・村上紀夫：京都 地蔵盆の歴史，法蔵館，2017
・速水侑：地蔵信仰，はなわ新書，1975
・上田篤：京町家 コミュニティ研究, 鹿島出版会，1976
・ R.セネット著，北山克彦，高階悟訳：公共性の喪失，

晶文社，1991
・ 前田昌弘 他：京都市都心部における地蔵盆の運営実
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形成に果たす地蔵盆の役割に関する研究，日本建築
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　今年 4 月23日の夕刊、G20晩餐会 、大阪城

「西の丸迎賓館」と、中之島「中央公会堂」が

候補に挙がって、「迎賓館」有力との記事が

トップに。

　驚いた、いずれも坂倉大阪の作品、私が手

塩にかけた仕事だ。

　当時の事ども、阪神淡路大震災と重なり

あって、忘れ難いものがある。

　あの頃の一断面として、以下思いつくまま

に…。

　1994年の夏から1995年の秋にかけて、大阪

城公園休憩所（西の丸迎賓館）の設計監理を

させていただいた。

　 7 月中旬、最初の打合せで、西の丸に相応

しい御殿風のものを、と言われた。

　この「御殿」、新たに創造するのではなく、

重文クラスの御殿の写しが相応しい。

　となると、二条城の白書院か、即座に提案

したところ、すんなりと受け入れていただい

た。阿吽の呼吸と言うべきか、ここんところ

の説明は難しい。

　私の発言、蛇足気味に補足させていただく

と、坂倉大阪には、戦後こつこつ買い集めた

様々な日本建築図集があった。

　京都奈良などを散策の翌日は、それ等の書

でおさらい、この繰り返しが咄嗟の発言に

実ったか。

　同様なこと、他のOBの方々も言っておられる。

　出だしは上々と言い条、ここ迄はプレ

リュード、その先が大変。

　なにしろ、APEC首脳会議が開催されるの

だから、見た目、雰囲気は、白書院であって

も、言うところの最新最高のホテル並みの機

能を備えた空間であって、その上さらに、首

脳が一堂に会する場だから、詳しくは省略せ

ざるを得ないが、相応しい強靭な建築が求め

られる。そんな白書院を造るには、最新の材

料を、最新の技術で組み合わせて…、

　いやもう大変、建築は工学、基本は技術と

いう事を再確認の大奮闘。

　それでも予定通り、12月には着工。

　その直後、1995年 1 月17日に、阪神淡路大

震災が、「天災は忘れた頃にやって来た」のだ。

　当時の事ども書き出すときりがない。

　ここでは省略せざるを得ないが、ただ一つ

「復興は平常心もて」、災害後の早い時点でこ

の原点に戻って、復興に臨んだのがよかった。

　今後のためにも、このことだけは、明記し

ておきたい。

　予定通り 9 月には竣工。

　直前に、現場を訪れた横山ノック知事（当

時）の、大声と爆笑が懐かしい。

　そして、APEC開催の11月、中央公会堂プ

ロポーザル要項が発表に。

　これラージファームの仕事と、わかっては

いたけれど、中央公会堂には、私なりの深い

思い入れがあった。

　1934年基隆生まれの台北育ち、1946年春

大阪に引き揚げてきた私にとって、中之島公

園は、台北でいうと新公園。堂島川越し、中

央に塔のある大阪控訴院が、台湾総督府（現

台湾総統府）なら、中央公会堂は、台北医

院（現台大医学院旧舎）。何れも煉瓦造、私に

とっては原風景の写しとも言うべき佇まい。

　おまけに、大阪で30年以上も仕事をさせて

いただいているのだから、なんとか参加出来

ぬものか、及ばぬまでも、一矢報いられぬも

のか。

　アトリエ派にとって、プロポーザルのしん

どいところは、過去の、同種・同規模作品の

実績リスト作成。

　なんとか知恵を絞って、目処がたった頃、

東孝光さんから、お電話いただいた。

1995年のこと
－「西の丸迎賓館」から
　「中央公会堂」へ－

太田隆信スタジオ

太田隆信

1934年　台湾生まれ
1958年　 早稲田大学理工学部建築学科卒業

同年坂倉準三建築研究所入所
1982年　同取締役大阪事務所長
1994年　同代表取締役（大阪事務所長を兼ねる）
2005年　同相談役
2008年　太田隆信スタジオ開設
　　　　 しばらくの間 坂倉建築研究所特任

参与を兼ねる
1994年～1995年　日本建築協会　常任理事
1996年～1999年　日本建築協会　理事

大阪城西の丸迎賓館「建築と社会」1999年 2月号より
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台北医院（絵葉書）

　「中央公会堂、応募したいのだけど、実績

リストのハードルが高い、アトリエ派には歯

が立たない、もっぱらの噂だけど、実際はど

うなの、坂倉もちろんやるんだよね」

　即座の返答もあったが、それではかえって

意がつたわらぬ。

　「要項、ネットで簡単に検索できるから、

見ていただいただいて、再度お電話頂いた方

がいいのでは」と、応答させて頂いた。

　そんな悠長な、でも、これ1995年の応答で

あること、忘れないで。

　当時は今ほどのネット社会ではなかった。

　大震災の時、神戸市役所横の広場に仮設の

青電話がずらっと並んで、人々が群がってい

たシーン、思い出してほしい。

　数日後、「巷間噂通り、リストのハードル高

すぎる、アトリエ派には無理、応募諦めます。

それにしても、太田さん頑張ったね。健闘期

待してるよ」

　ありがたいエールを頂いて、大震災に始

まって、なにかと大変続きのこの年、ようや

く、爽やかに年の瀬を迎えることができる思

い、嬉しかった。

　中央公会堂、昔のまんまの姿と、愛されて

きたが、1918年以来、太平洋戦争を挟んで、

80年におよぶ歳月のなかで、その時々のニー

ズに合わせて、補修改装工事がおこなわれて、

相当変わっているところもある。

　また、当然ながら、今の用途に合わないと

ころもある。

　何ひとつ、省く事なく、加える事なく、創

建時の姿に戻しながらも、只今のニーズに答

えうる建築に…。

　これ正しく保存再生という名の創造。

　なんだか、「西の丸迎賓館」と相通ずるも

のがある、思わず微苦笑。創建時の佇まい、

私の原風景になぞらえて、あらまほしい姿を

しっかり描けそう。

　この想いが、私の背中を押してくれた。

　1996年に設計を始めて1999年に完了、同じ

年に工事が始まった。中央公会堂の姿という

と、正面玄関が定番だが、栴檀の木橋の上か

ら眺める南面の優しげな姿も悪くない。

　南面地階、ドライヤードに面した食堂の外

観、見えにくい所だが、上階のファサードを、

しっかと支える力強いデザイン。

　この部分が見えてこそ南面の姿が活きてく

ると、食堂前面にサンクンテラスを計画。

　これで、南面全貌をきちんと見ていただく

ことができる。

　惚れ惚れするような姿と、台北でスピーチ

の折、申し上げたら、「この姿、監察院（旧台

北州庁）だね」と言われた。

　私にとっては新発見だったが、これは後日談。

　世紀を跨いて2002年竣工。

　気がつけば、その頃が大震災復興一段落の

時、ぴったり重なっている。

　今振り返ってみても、あの頃、無我夢中よ

くやったもんだ。

　保存再生の仕事は言わば謎解き、メイズ、

ジグゾーパズルの面白さがある。

　私にとって、最初の増改築の仕事、1960年

の「南海ビル高島屋部分一部改装工事」以来、

その魅力にハマってしまって、中央公会堂が

折り返し点かな、今に至るも続いてる。

 （おおた　たかのぶ）

栴檀の木橋からの大阪市中央公会堂　撮影：太田隆信

大阪市中央公会堂　正面外観「建築と社会」2002年12月号より
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U-35委員会企画
talk baton 14　活動報告

talk baton とは…

若手プラットフォームづくりの活動の一環と
して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー
クのバトンを繋げていくコミュニケーション
トークイベントです。
建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス
トとの対話を通じて、建築が本来持っている
多様性やバイタリティを見つめ直し、これか
らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会Facebookページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん
に情報をアップしています。ぜひ一度お立ち
寄りください。
https://www.facebook.com/U35.aaj

talk baton 14
「建築とプログラム」
ゲスト
日本マイクロソフト
株式会社
佐野　寛 氏
大阪大学大学院工学研
究科　建築工学専攻
卒、現在日本マイクロ
ソフト株式会社にてテ
クニカルアカウントマ
ネージャー

今回は初の試みである、マイクロソフトが開

発したアプリケーションの「Microsoft Teams」

を利用した、遠隔地による場所を選ばない対

話型・参加型のトークバトン。

各参加者は自社での自席や会議室で、画面を

見ながらゲストとのトークセッションを実施。
※準備も含めて数名はMicrosoft大阪事務所から参加

ゲストの問いかけに対して、映像を見ながら

TV電話による会話と、質疑に対して文字とし

て回答を書き込むチャットを体験し、離れた

場所でのコミュニケーションの可能性につい

ても効果を検証することができた。

■はじめてのTeamsの利用

佐野：さのひろです。名前がチャームポイン

トで、平仮名で 4文字という、なかなか周

りの男性ではいないと思います。タイに 1

年住んでいました。佐野寛、タイで検索する

とたくさんヒットしますが僕ではありません

（笑）。大阪大学で建築を専攻していました。

意匠設計ではなくて、構造のほうで、プレ

ストレストコンクリートの耐性などをシミュ

レーションするような研究をしていました。

そういうことが楽しくて就職先はIT業界を選

びました。今日は皆さんTeamsの利用ははじ

めてだと思いますが、思ったことをどんどん

書いていって下さい。書かれた意見に対して

皆さんで気づき等が得られると良いなと思っ

ています。ぜひ参加型トークバトンで進めた

いと思っています。

■ITとの距離

佐野：今日は建築とプログラムというタイト

ルですが、広くITとも捉えて話します。今建

築の仕事をされていて、ITとどれくらいの距

離を感じていますか。

参加者：「正直そんなに近くは感じていないで

す」「最近はヴァーチャルリアリティなどの進

化で少し近いと感じだしています」「まだ良く

分からない存在だと感じています」（書き込み）

佐野：今日の目標はITを近いもの、使いや

すいと感じてもらえるよう頑張って説明し

ます。

■Microsoftが目指すもの、目標設定

佐野：少し哲学的な話ですが、今仕事で目指

している建築や、創ろうとしている世界とい

うのはどういったものでしょうか？

参加者：「居心地良い空間」「地域になじんで

いくもの」「人に寄り添う空間」「人とまちを

元気する」「内臓感覚に訴える空間」（書き込み）

佐野：これがすごく大切なことだと思ってい

ます。仕事をする上で重要なのは何を目指す

のかが明快になっていることだと思います。

Microsoftが目指している世界を動画で紹介し

ます。
※ 動画内容は、「Microsoft : Productivity Future 

Vision」で検索。

この動画は2015年に作られたもので、

Microsoftが今後 5～10年で実現したい世界

です。例えば、離れた場所の人たちと一緒に

話をしたり、テーブルの上の3Ｄモデルで議

論、画面を触って打ち合わせができたりとい

う、すでに実現していることが多くあります。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m
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佐野氏のプレゼンテ―ション 「Microsoft Teams」画面
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2015年に定めた目標となる世界を実現するた

めに日々努力しています。何を目指すのかと

いうことをきっちり自分達で定めて、その明

快な目標をどのように実現していくかを考え

ていくことが大切だと思います。

■そもそもAIとは？

佐野：AIって何の略でしょうか？
※残念なことに参加者全員が即答できず。。。

アーティフィシャル　インテリジェンスです

ね。日本語訳は人工的な知能という意味です。

これだけでも、今日の会の価値がありました

ね（笑）。AIに対して怖いイメージ、人間に

とって替わるターミネーターみたいなイメー

ジをもしかしたら持っている方もいるかもし

れませんが、実際は全然違っています。AI

技術は人を助ける、人がもっと様々な事を達

成するために使うものです。Microsoftでは開

発にあたっては、①プライバシーとセキュリ

ティ、②透明性、③公平性、④信頼性、⑤多

様性、⑥説明責任、という 6つの倫理的要件

を定めています。

■AI技術の進歩

佐野：AI技術は日々進歩しています。例えば

ミックスドリアリティやAIによる画像認識、

音声認識や文章読解については人間の誤認識

より高い精度となっています。機械翻訳も人

間同等となる、AIは人間を超えつつあるのは

皆さんのご認識の通りです。量子コンピュー

ティングの進歩により膨大な計算を瞬時に行

うことも可能となっています。

時間をかけている構造や環境のシミュレー

ションなども今後は一瞬で計算可能となるか

もしれません。
※ 当日は事前提出した参加者の顔写真等を利用して画

像認識の正確性や写真からいかに人の感情が読み取
れるかをアプリケーションで実験しました。

■より建築とITを近づけるために

　キーワードはどうやって“測るか”

佐野：より建築とITを近づけるためには先ほ

どの説明の通り、まずは自分たちが何を達成

したいかという目標が最も大切であり、その

ためにどのようにITを利用するのかを考える

と良いと思います。その際に意識として新し

く持ってほしい大切な事はどうやってそれを

“測るか”ということです。自分達が提供する

価値をどうやって“測るか”がITを取り入れ

るための一つのキーワード、最初のステップ

だと思います。

－佐野氏から、旅行客と地域居住者が共に

継続的に安心して快適に過ごせる「観光都市」

を目指す例題が出題され、①行きたい場所に

行き易い便利さ、②プライバシーと治安を守

る環境、③昔ながらの地域の特徴やまちなみ

を残す、という 3つのことを提供する価値と

してどう“測るか”を構想段階、設計段階な

ど、段階を踏んで考えてみた。

参加者：「死角の少なさを測る」「移動者数

の多い少ないによって室や動線構成をす

る」「色」「まちの色」「犯罪件数」「タグ付け

数」「入場者数」「レビューサイト」「滞在時

間」「日常生活との重複」「地場素材の使用量」

「Happiness判定される表情の割合」など。

佐野：皆さん上げてもらった上記のようなも

のが仮に測れれば、便利さ、安全性、地域ら

しさなどの価値を一定量として測ることがで

きるようになります。

“測る”、つまりまず可視化するということが

とても重要です。見える状態にしたあとで、

次にそれらはどう新しいのか、また何を優先

し、どう順位づけるのかなど、測ったものの

“扱い方”を考えることで、人々が豊かになる

魅力的な提案が可能になります。これがIT活

用のためのストーリーです。

実際の測定方法については、難しい部分もあ

りますが、“測りたいもの”さえあればさまざ

まな専門家にも協力してもらって実現してい

くというようなことも可能だと思います。

測るという視点があるため、このような色ん

なアイデアが生まれてくるのだと思います。

■おわりに

佐野：少し難しいかなという印象を持たれた

かもしれませんが、やろうとしていることは

ITを使うということが目的ではなくて、“測

る”という視点を持つことで、今やっている

設計の幅を広げる、より多くのことを実現で

きるようにする、ということが重要です。提

供しようとしている価値をどうやって可視化

するのかということを考える意識を持てば、

すでに様々な新しい技術が開発されています

ので、新しくITを取り入れていける、近づい

ていけると思います。ただ、実際にはどんな

テクノロジーが開発されていて、どう使える

のかを知っていないと対応が難しいという課

題もあるので、そこは、私たちのようなITの

専門家に相談してもらえればと思います。IT

やプログラムを通じて、一緒に新しい価値を

提供できればと思います。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

 talk baton 14 を終えて
AI技術により職を失う危機感を感じ、そう
ならないような設計者になりたい、ならな
いといけないと考えていましたが、今回の
talk batonにより、ITやAI技術と上手に付き
合っていきたいと感じました。

対　 談 　日：2018.09.14
場　　　　所：サイバー空間

Microsoft Teams（アプリケーション）
モデレーター： 宮武慎一

（安井建築設計事務所）

各事務所等で参加するトークバトン風景 参加者で二次会トークバトン
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　「生きた建築ミュージアムフェスティバル

大阪（イケフェス大阪）2019」のプログラム

「日本建築協会Presents！天王寺の近代遺産と

下寺町の台地を歩く」が、2019年10月27日に

行われました。

　同プログラムは昨年に続いての開催で、協

会の情報見学小委員会の委員が進行、引率し、

史料研究会から委員長の橋寺知子先生、山形

政昭先生に案内人として協力いただきました。

　冒頭、設楽貞樹会長は「このプログラムは

日本建築協会が、一般に広く参加していただ

ける機会を設けようと、イケフェスとタイ

アップした企画です。今回のツアーでは個々

の建築を見て回るだけでなく、界隈、街の空

気、その歴史も併せて感じ取っていただきた

い」と挨拶されました。

　好天にも恵まれ、参加者約30人は2班に分

かれ、先生手作りの資料を手にツアーをス

タートしました。

挨拶する設楽会長（中央）。その右奥は山形先生

　出発地点の四天王寺では日本最古の本格的

な仏教寺院であること、また中心伽藍の五重

塔、金堂、講堂が昭和時代にSRC造で再建さ

れながら飛鳥時代の様式を今に伝えている意

義などの説明を受け、それらが一直線に並ぶ

「四天王寺式」という伽藍配置を確認しながら

回廊を巡りました。

四天王寺の中心伽藍回廊で説明する橋寺先生（左）

　次に訪れたのは「大阪にも存在した」清水

寺。ここには、まさに台地のへりに立ってい

ることを実感できるテラス「清水寺舞台」が

あり、四方にハルカスや通天閣、南海サウス

タワービルを見渡せる絶好のビューポイント

となっていました。わきの階段を下りると、

本家の「音羽の滝」に因む、市内唯一の天然

の滝とされる「玉出の滝」が出迎えてくれ、

滝をバックに参加者全員で記念撮影しました。

「玉出の滝」の前で記念撮影する参加者

　続いて天王寺七坂の一つ「逢坂」を通って

一心寺へ。ここで目を見張ったのは何ともお

寺らしくない近代的な仁王門。また信徒会館

に架かる六角形のトラス構造の屋根も異彩を

放っており、いずれも寺の前住職が建築家で

もあるとの解説で合点がいきました。

一心寺仁王門

　さらに天王寺公園に歩を進め、和風モダン

の名建築、大阪市立美術館を眺めながら住友

家庭園跡の「慶沢園」へ。参加者は足を踏み

入れるなり、大きく広がる池と黒松を配した

中島、点々と浮かぶ岩島が織りなす光景にた

め息を漏らし、背後にそびえ立つハルカスと

ともにカメラに収めていました。造園を手が

けた庭師もハルカスを借景とすることなど思

いもよらなかったことでしょう。

慶沢園と背後にそびえ立つアベノハルカス

　 3時間という長丁場のツアーの終着点はイ

ベントで大賑わいの「てんしば」でした。皆

さん疲れも見せず、お得感満載で大満足の一

日となったようです。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m
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イケフェス2019スペシャルツアー
日本建築協会Presents！

「天王寺の近代遺産と下寺町の台地を歩く」
リポート
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● ～

●

●

私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
私の空間作法

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品
の空

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
の置きど

こ

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

構造教育と
社会

（税込・送料別途）。

自然災害に
立ち向かう
力を求めて

今、私が思
う『和』

東 海 支 部
特集

第18回　会
員作品“私の
空間作法”

中国市場に
挑む

ZEB　ネット・ゼロ・
エネルギー・ビルを目
指して～低炭素社会
の実現に向けて～

建築と窓 巨大地震に
備える

第59回
青年技術者

超高齢社会
に求められ
る住まい

歴史的建造
物の保存活
用

身のまわり
の 世 界 の
「構造」を探
る

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事務所
創立80周年
U-35のまなざし
脱成長の時代を
考える

“らしくない”
空間
小特集
中之島フェステ
ィバルタワー

東 海 支 部
特集

第19回　会
員作品“私の
空間作法”

コミュニティの
“かたち” －人と
人とのつながり
を再考する－

無駄から見
える節電

第60回
青年技術者

グランフロ
ント大阪

素材として
の建築

建築に携わ
るものに求
められるこ
と

木の街をつ
くる

実験

● ● ●
●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ●エリアマネ
ジメントの
新展開に向
けて

融合する空
間 ～ 新 た
なる試み～

東海支部特集
小特集
「ABENO
REBORN」

第20回　会
員作品“私の
空間作法”

オフィスビル
設備の変遷
とこれから

オフィスの
これから

第61回
青年技術者

建築と時間 省エネ・低
炭素のこれ
までとこれ
から

大阪・上町台地・
あべのハルカス
複雑・高度化する
建築とその技術
について

でっかいもの
はすごいぞ

安井建築設
計事 務 所
90周年

＊

＊

＊

＊

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●フォー・オ
ールの時代
に向けて

場をつくる～
プログラムの
挑戦～リノベー
ションのリアル

支 部 復 活
5 5周年記
念 東 海 支
部特集

第21回　会
員作品“私の
空間作法”

あかり・文
化・創造

これからの
学びのかた
ち

第62回
青年技術者

建築の価値 空き家と向
き合う

職人がいなく
なる!!オリンピ
ックと10年後
に備えて

形態にあら
われた構造

『図面』を変え
る～BIMの深化
が誘う建設プロ
セスの変革～

1,230

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●都市の記憶
をたどって

東 海 支 部
特集

第22回　会
員作品“私の
空間作法”

人の移動・
物の移動・
情報の移動

第63回
青年技術者

おもてなし
と建築

UR都市機構
西日本支社～
暮らし輝く先駆
けのまちづくり

人 口 減 少
社会のまち
づくり

見えないものを
診る～新たな
技術による施工
管理・検査シス
テムへの展開～

構造を支え
る人と技術
のつながり

ボーダレス
～消失する
境界と拡張
する領域

非日常の棲
み処～寝泊
まりの進化

す

か

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ニュータウ
ンから学ぶ
これからの
「計画」

日本の「建
築と社会を
繋ぐ」プロ
ジェクト100

東 海 支 部
特集

建築設備の
伝統と革新

第64回
青年技術者

100年前の建築、
100年後の建築
～意匠・空間の
視点から～

観光立国を
目指した宿
泊施設につ
いて

100年前の建築、
100年後の建築
～施工・材料の
視点から～

社会と繋がる
ディテール

関西で木と
生きる

時間軸に挑むク
リエイター達　
～時をデザイン
するということ

第23回　会
員作品“私の
空間作法”

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事
務所創設85
周年
温泉と暮らす

東 海 支 部
特集

働き方と価値：
社会に繋がる
多様なワークス
タイル

スポーツイベ
ントを支える
設備技術

第1回片岡安賞（日
本建築協会論考コ
ンクール）募集テーマ
：これからの建築と社
会－その関係を問う

第65回
青年技術者

平成と建築 安全安心な木造
建築物の利用促
進への取り組み
と今後の可能性

山と建築
－そこに山が
あるから登る
のだ！－

重さと関わる こだわりの
空間料理人

第24回　会
員作品“私の
空間作法”
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等学校、履正社学園豊中中学校・履正社高校 … 7

中村篤史／株式会社池戸製作所本社工場、悠旅
（ホテル）、静鉄ホテルプレジオ京都烏丸御池 … 7

野中広斗／アリオ倉敷、大阪ビジネスパーク 道路
空間活用社会実験、元立誠小学校跡地活用事業、
讀賣テレビ新社屋新築計画､ 鈴蘭台駅前市街地再
開発事業 ………………………………………… 7

花村和也／土岐市新庁舎～次世代へのメッセージ
となる庁舎づくり～、亀山駅周辺 2ブロック地区第
一種市街地再開発事業～にぎわいを創出するまち
づくり～、静岡県警察学校本館～警察学校の顔と
してふさわしい本館～ …………………………… 7

広瀬和也／武庫川女子大学　学校教育館、宝塚
市立文化芸術施設・庭園整備事業、（仮称）関東
学院横浜都心キャンパスプロジェクト …………… 7

広瀬良太／来訪者を導くホワイトスクリーン■大塚
製薬工場鳴門工場 守衛所（2016）、交差点のシン
ボルタワー（2010）■京橋創生館増築工事、農業
を核としたまちづくり拠点■K地域 地方創生プロ
ジェクト（2018～） ………………………………… 7

村田真悟／伏見ミリオン座、Iビルディング …… 7

柳澤　隆／名古屋プリンスホテル　スカイタワー、
某迎賓館、朝霧カントリークラブ　クラブハウス … 7

山口佳孝／大阪国際空港ターミナルビル再整備、
ボルボ・カー神戸 ………………………………… 7

吉田悠佑／神宮会館講堂棟－神宮にふさわしい
「和」をデザインモチーフとした講堂棟－、大阪ソー
ダ総合研究開発センター－中庭を核とした立体的な
交流の仕掛け－、GSユアサ草津事業所－最先端の
電池の開発・製造を担う新拠点－ ……………… 7

吉本一規／大塚倉庫西日本ロジスティクスセンター、
遠藤照明テクニカルセンター …………………… 7

余田尚紀／株式会社ダイセル　iCube、イワタニ水
素ステーション　関西国際空港、大阪第 6 地方合
同庁舎 …………………………………………… 7

渡邊有祐／明石駅前南地区第一種市街地再開発
事業（施設棟）、上京区総合庁舎、エクセディ伊賀
上野事業所 ……………………………………… 7
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■構造部門
河井翔太郎／引抜力を抑制した塔状比5.5の超高
層免震集合住宅の設計 ………………………… 7

佐々木淳一／ダイナミックに浮遊する開放的な執務
スペースを実現する架構の設計～日亜化学工業諏
訪技術センター～ ………………………………… 7

正野和司／キューブユニット面で構成する構造　
久光製薬ミュージアム …………………………… 7

中嶋　拓／木造屋根を浮遊させた混合構造免震オ
フィスの構造設計と極大地震対応 ……………… 7

堀本明伸／ガラスダブルスキンを支えるホールトラス
の構造デザイン　国立京都国際会館ニューホール
の構造設計 ……………………………………… 7

三谷　淳／傾斜した支持地盤に建つ大型免震物流
倉庫………………………………………………… 7

■設備部門
今吉　健／GLP吹田プロジェクトの設備計画～
BIM活用によるステークホルダーとの効率的な合意
形成の取り組み～ ………………………………… 7

古我卓真／BIMを活用した施工管理への取り組み
……………………………………………………… 7

迫田裕之／ヤンマー本社ビル－思いの実現と挑戦
－、岩国錦帯橋空港－建築・設備の融合－ …… 7

永吉敬行／近畿産業信用組合本店～都市型高層
ZEB Readyの実現～、A美術館における設備計画
～文化財を守る空調システム～ ………………… 7

宮崎亜由美／大阪ガス北部事業所低炭素化改修工
事－入居者の特性を考慮した設備システム－、広島
県庁舎耐震補強工事・維持保全工事－LCD改修
プロジェクトにおける取り組み－ ………………… 7

吉田　淳／ダイキンアレス青谷Ⅱ期における設備計画
……………………………………………………… 7

吉田裕紀／京都四條南座における設備改修計画 7
■施工部門
赤尾悟史／建築生産における環境負荷低減と生産
性向上への挑戦 ………………………………… 7

荒木秀樹／働き方改革に向けた取り組み～小さな
事からコツコツと～ ……………………………… 7

熊田健太／本設躯体を利用する大深度の根切り山
留め工事の施工計画について－アイランドエ法に伴
う鉄骨躯体の検証－ ……………………………… 7

櫻井勇輔／廃棄物焼却施設解体に伴うダイオキシ
ン除染工事の計画について ……………………… 7

橋本真彰／伝統と革新を結び付ける
～地下工事と外装工事～ ………………………… 7

建築の仮設性と恒久性
総論　建築における仮設性と恒久性
／五十嵐太郎 ……………………………………… 8

各論1 　祝祭建築の仮設性と恒常性
／土居義岳 ………………………………………… 8

各論 2 　大礼建造物の下賜過程にみる意味の継承
／原戸喜代里 …………………………………… 8

各論 3 　宗教にかかわる建築の仮設性と恒久性
－伊勢神宮の創立経緯と祭儀を例に－
／林　一馬 ………………………………………… 8

各論 4 　仮設的建築に見出せる恒久性
～茶室に関して～／桐浴邦夫 …………………… 8

各論 5 　「少なさ」の果て～「海の家」から仮設
建築の可能性を考える～／岩元真明 …………… 8

各論 6 　人口減少期における都市の恒久性と仮設
性／饗庭　伸……………………………………… 8

編集後記／松岡英緯・桑原悠樹・下坂浩和・
中辻浩介・東　拓郎・樋口展寛・三谷帯介・
米山剛史・渡部　剛 ……………………………… 8

「災害。逃げる」
総論　「にげることは生きること」～災害文明と災
害文化の融合をめざす～／河田惠昭  …………… 9

各論 1 　 5 段階の警戒レベルを用いた防災情報の
発信～避難勧告等に関するガイドラインの改定～
／菅　良一  ……………………………………… 9

各論 2 　人はなぜ逃げ遅れるのか～災害の心理～
／木村玲欧 ………………………………………… 9

各論 3 　JR西日本における計画運休に関する取り
組み／中條　昭 …………………………………… 9

各論 4 　発災直後混乱の中で
～熊本地震とLINE～／伊藤暢章 ……………… 9

各論 5 　夜間の避難誘導と風景維持のための灯り
づくり／小林茂雄  ………………………………… 9

各論 6 　在宅避難のすすめ　都心港区の防災対策
／瀬口智為 ………………………………………… 9

各論 7 　「逃げる」の後の「避難所生活」を考える
～欧米との比較も含めて～／榛沢和彦 ………… 9

各論 8 　事前復興と事前復興まちづくり
／市古太郎 ……………………………………… 9

編集後記／岡田耕介・垣内　明・河野　学・
高田大輔・福岡誉顕 ……………………………… 9

新素材の可能性
－材料の高機能化とハイテク素材－
総論　新素材で建設産業を立て直す～新材料

（CFRTP）の挑戦を通して～／持田泰秀 ………10
各論1 　鉄筋を使わないCO2で固める素材
～水を使わない、新しいコンクリートの開発～
／今川憲英 …………………………………………10
各論 2 　有機－無機ハイブリッドエアロゲルが実現
する高性能断熱システム
／中西和樹　金森主祥　山地正洋 ……………10
各論 3 　自己治癒セラミックス～キズを自ら治す～
／長田俊郎  ………………………………………10
各論 4 　ビルの更なる省エネ化に向けて～アモル
ファス合金変圧器導入の勧め～／中島　晋 ……10
各論 5 　銅からアルミへ～電線の材料変革～
／隅　直人　瓜生陵太　首藤恵介 ……………10
各論 6 　安全な空間作りへ～超軽量天井材～
／稲葉信子 …………………………………………10
各論 7 　セメント系材料を用いた3Dプリンタの開発
／坂上　肇…………………………………………10
編集後記／吉居　哲・門野　陽・桜井和男・
髙橋秀一・藤丸啓一・山口紀宏・河合智寛・
吉田正友 …………………………………………10

最先端技術と社会
総論　ゆっくり進化する建築が、技術と社会をつな
ぐプラットフォームに／金田充弘 …………………11

各論
〔建築系〕
1 　近未来の建築には生命が宿る
～EQ Houseでの取り組み～／花岡郁哉 …………11

2 　SYNCVR　プロフェッショナル・サービスの取
り組み／福島孝志  ………………………………11

3 　品質工学とスパコンによる木造建築耐震設計
の取り組み／角　有司  ……………………………11

〔非建築系〕
4 　水産業とAI～技術の継承～／和田雅昭  …11

5 　「人工脳SOINN」の可能性／長谷川修 …11

6 　金属3Ðプリンター用合金の造形パラメーター開
発～金属3Dプリンターの普及を目指した金属材料ラ
インアップの充実に向けた取り組み～
／佐々木信也 ………………………………………11

7 　木材研究は樹の力の借り方
～セルロースナノファイバー～／矢野浩之 ………11

編集後記／宇野綾真・岡田　健・岸本光平・
古島正博・正野和司・瀧野敦夫・竹本孝輔・
萩原　学・宮久保秀樹 ……………………………11

オープンマインドな空間
各論1 　センセイオフィス
～働き方改革を職員室から～／ヴィトラ …………12
各論 2 　『DIYのいえ』泉北ニュータウンでの試み
～DIYで団地コミュニティ活性化～／豊嶋洋子 …12
各論 3 　開かれた寮　立命館大学分林記念館
／永井　務　地田　聡　 …………………………12
各論 4 　商店街HOTEL講　大津百町
～大津の空き町家再生～／玉井　淳 ……………12
各論 5 　駅という概念のパラダイムシフト
／二反田陽介 ………………………………………12
各論 6 　人に開いて仕事を生む空間
～障害のある人とともに～／森下静香……………12
各論 7 　開かれた雲の上の図書館
／見目佳寿子 ………………………………………12
編集後記／赤川貴世友・東奈生子・今井充彦・
岩田圭司・川合隆之・河西孝平・黒栁　亮・
塚口洋之・ペリー史子 ……………………………12

法令コーナー
西脇小学校の木造校舎の保存・活用～兵庫県「景
観の形成等に関する条例」の適用事例～
／植平浩司 ………………………………………… 1

全国初！「こうべ茅葺トリセツ－茅葺民家あんしん
活用ガイドライン－」の作成
／神戸市住宅都市局建築指導部建築安全課 … 2

実務経験要件を資格登録要件に見直し　建築士法
の一部を改正する法律（平成30年改正）の概要
／佐々木雅也 ……………………………………… 3

工夫を凝らし夜間景観の魅力をアップ　金沢市の夜
間景観形成の取組／中谷裕一郎 ……………… 4

BIMを活用した建築確認における課題検討委員会
の取り組み／武藤正樹 …………………………… 5

適用除外制度を活用した京町家の保存活用
－京町家の意匠に合う木製防火雨戸の研究開発－
／林歓太郎 ……………………………………… 6

全国に先駆けて歴史的建造物委員会を設立
／中村陽二 ………………………………………… 7

防火規制を見直し～大阪市建築基準法施行条例の
一部改正～／赤尾美絵 …………………………… 8

神戸の都心の土地利用誘導策－特別用途地区によ
る大規模住宅等の建築制限－／福岡誉顕 ……… 9

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
の一部を改正／高梨　潤 ………………………10
建設業の働き方改革～建設業法及び公共工事の入
札及び契約の適正化の促進に関する法律の一部を
改正する法律の改正～
／国土交通省土地・建設産業局建設業課 ……11

許可建築物の適正な維持管理の推進等～大阪市
総合設計制度の一部改正～／藤村雅典 …………12

構造の頁
COOL TREEの構造
／加登美喜子・佐々木隆允 ……………………… 1

膜型圧電セラミックスを用いたスマートな制振鉄骨
階段SPADAⓇ-stairs／熊野豪人 ……………… 3

古墳をモチーフにした駅前広場
―天理駅前広場コフフン―／橋本宗明 ………… 5

デザインエレメントとしての構造体　猪名川霊園礼
拝堂・休憩棟／市川幸弘 ………………………… 7

「構造体を見せる」をテーマとした構造計画
―瑞浪北中学校―／正田崇貴 ………………… 9

RM造を美しく見せる構造デザイン
～アサヒファシリティズ蛍池寮 楓～／河合智樹 …11

設備の頁
健康視点での建物評価「WELL認証」の概要
／今井康博 ………………………………………… 2

電線・ケーブルの最適導体サイズ（ECSO）
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／浜田光真 ……………………………………… 4

BIM遮音設計ツールの開発について
／木村文紀 ……………………………………… 6

病院インフラ～高まる情報ネットワーク設計の重要
性～／鳥飼幸太 …………………………………… 8

施工図の床面自動描画による生産性向上
／酒本晋太郎 ……………………………………10

「エネバンク®」―高性能多用途潜熱蓄熱カプセル
／矢野直達 …………………………………………12

新製品レヴュー・記事広告
下階からの騒音対策床衝撃音低減材 サイレントド
ロップ／フクビ化学工業㈱ ………………………… 5

更なる機能付加で攻めるガラス建材
／日本板硝子グループ　 4 社合同企画 ………… 7

建築と社会を考える
東日本大震災の被災地から　大船渡市末崎町「居
場所ハウス」の試み／田中康裕 ………………… 4

参加型景観への展望　社会における景観をめぐる
動き／三輪康一 …………………………………… 5

旧奈良監獄と旧奈良少年刑務所　学校的な場所と
しての旧奈良少年刑務所
／原　泉・神吉紀世子・太田裕通 ……………… 6

近隣住区の維持に寄与する障害者福祉「施設」　
障害者の「働く」に着目して／松原茂樹 ……… 7

地域ニーズに応える自立した「みんなの場所」
－イタリア・トリノの「地区の家」－／小松　尚 … 8

障害者福祉施策の転換は、支援体制と障害者の
生活をどう変えてきたか／石垣　文 …………… 9

高齢者の居住移動と日本版CCRC／安藤孝敏 …10
インドア郊外～効率の最大化で変質する居住環境
～／岩佐明彦 ………………………………………11

存在の質から環境を捉え直す
～地蔵盆まちづくり試論～／前田 昌弘 …………12

再読　関西の建築
京都信用金庫の各支店／玉田浩之 ……………… 1

神戸商工貿易センタービル／橋寺知子 ………… 2

池坊／石田潤一郎 ……………………………… 3

太陽の塔《生命の樹》／加治大輔 ……………… 4

大阪府中河内府民センタービル／福原和則 …… 5

兵庫県立図書館・明石市立図書館／竹山清明 … 6

【特別インタビュー】神戸での西洋館保存とその頃
－坂本勝比古先生に聴く（前編）／玉田浩之 …… 7

【特別インタビュー】神戸での西洋館保存とその頃
－坂本勝比古先生に聴く（後編）／玉田浩之 …… 8

氷室アパートメント／安田徹也 …………………… 9

心斎橋筋商店街アーケード／三宅拓也 …………10
大阪市庁舎（第Ⅰ期　第Ⅱ期）／山形政昭 ………11

近代建築調査委員会報告／橋寺知子 …………12

追悼文
追悼　中村昌生先生を偲んで／山形政昭 ……… 2

寄稿文
1995年のことー「西の丸迎賓館」から「中央公会
堂」へー／太田隆信 ………………………………12

Member's Forum
イケフェス2018スペシャルツアー

「船場・堺筋を歩く」大満足!! リポート ………… 1

〈第 3 回建築セミナー〉直感で理解する！構造力学
の基本 …………………………………………… 1

U-35委員会企画「設計者のしごと」
－組織で働くU-35世代と建築－　活動報告 … 6

＜第4 回建築セミナー＞建築と設備の接点
トラブル予防のツボ ……………………………… 7

U-35委員会企画 talk baton15　活動報告 ……… 9

U-35委員会企画 6th action「建築とOSAKA」

活動報告 …………………………………………10
＜第 5 回建築セミナー＞図解　間取りの処方箋　
暮らしから考える住宅設計・改修のポイント ……11

U-35委員会企画 talk baton 14　活動報告 ……12
イケフェス2019スペシャルツアー日本建築協会
Presents！「天王寺の近代遺産と下寺町の台地を歩
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特別展　生誕90年
田中一光　未来を照らすデザイン1

田中一光は奈良市内に生

まれ、幼い頃から興福寺

や春日大社といった奈良

の歴史と文化に親しんで

育った。その後京都で学

生時代を過ごし、大阪、

東京と活動の場を移して

いった。その経歴は日本

のグラフィックデザイン

の黎明と発展に重なるよ

うな道のりでもあった。

田中一光はグラフィック

デザイナーとして、ポス

ター、エディトリアルと

いったグラフィックデザ

インを初め、デザインの

ディレクションやプロ

デューサーとして、日本のグラフィックデザインを紹介する場に

おいても高い手腕を発揮した。その膨大な業績の中でも、グラ

フィックアートを中心とした作家としての創作活動の一部は奈良

県立美術館にも収められている。また自身の創作活動のみなら

ず、仕事、プライベートを問わず幅広い交流を持った田中一光は、

デザイン分野の枠を超えた現代ならではの日本の文化の発信、

そして未来へ向けた創造の展開を目指していた一面もあった。

この展覧会では、幅広い田中一光の作品を通じて、その創作活動

の魅力を伝えると同時に、作品を通して、田中一光が目指したデ

ザインによる日本文化の発信を目指す姿勢、デザインの発信する

力、創造のエネルギーを感じていただく機会とするものである。

期　　　間　2020年1月25日（土）～3月15日（日）
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　1/27、2/3・10・17・25
会　　　場　奈良県立美術館
　　　　　　奈良市登大路町10-6
　　　　　　TEL.0742-23-3968
観　覧　料　一般800円、高大生600円、小中生400円
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

坂田一男　捲土重来
格納された世界のすべて、風景のすべて2

キュビスム以降の抽象絵

画の展開を核心で理解

し、その可能性を究極ま

で推しすすめた画家、坂

田一男（1889－1956）。

世界的にも稀有な高い次

元に到達していた坂田一

男の仕事の全貌を展示

し、その絵画に織り込ま

れた世界の可能性をひも

とく。

坂田一男は第一次世界大

戦後の1921年に渡仏、同

時代の抽象絵画と出会

い、10年以上にわたっ

てフランスで最前衛の画

家として活躍した。1933年の帰国後、故郷の岡山で制作に励み、

また前衛グループ「アヴァンギャルド岡山」を結成し後進の育成

にも努める。

しかし、坂田の仕事は生前・歿後を通じて岡山以外で大きく紹介

されることはほとんどなく、忘却されていたといって過言ではな

い。本展は、近代美術史を精緻に解析し、その可能性の再発掘と

刷新に挑む造形作家の岡﨑乾二郎氏を監修者に招き、〈現在の画

家としての〉坂田一男の全貌を提示するはじめての展覧会とな

る。特に日本帰国後から戦後にかけての坂田の仕事の展開を国内

外の作家たちと比較しつつ、20世紀絵画表現の問題群として読

み解くセクションは絵画の潜勢力を解き放つ機会となるだろう。

期　　　間　2019年12月7日（土）～2020年1月26日（日）
　　　　　　10：00～18：00（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/13・20は開館）、
　　　　　　12/29～1/1、1/14
会　　　場　東京ステーションギャラリー
　　　　　　東京都千代田区丸の内1-9-1
　　　　　　TEL.03-3212-2485
観　覧　料　一般1,000円、高大生800円、
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方は100円引き、
　　　　　　　その介助者 1名は無料

i n f o r m a t i o n

《キュビスム的人物像》1925年
岡山県立美術館

田中一光『JAPAN』1986年
奈良県立美術館蔵

ⒸIkko Tanaka 1986/
Licensed by DNPartcom
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i n f o r m a t i o n

コレクション展Ⅲ
特集　もうひとつの日常3

兵庫県立美術館では、前身の

県立近代美術館が開館した昭

和45（1970）年以来、作品

の充実に努めてきた。それら

を積極的に紹介し変化ある常

設展示室の演出を心がけるた

めに、同館では 1 年を 3 期に

分けて、それぞれ展示のテー

マを設けることによって、横

断的にコレクションを紹介し

ている。

平成から令和へと時代をまたがった本年度第 3 期目となる今期

の常設展示室では、「もうひとつの日常」と称して、複数に分か

れた同館の展示室ごとにそれぞれテーマを設け、それらが相互に

関連しつつ全体を循環する内容として企画している。

ふだんわたしたちがなにげないものとして認識している「日常」

は、しかし戦争や災害などによって失われたとき、それ自体がか

けがえのない存在として思い起こされる。美術家はそうした日常

やあるいは非日常のそれぞれで表現活動を行い、美術館は機会が

あるごとにそれらを展示し紹介し、さらにはコレクションしてき

た。それらが繰り返されることが、美術館のめざすべき姿といえ

るだろう。同展示がそうした美術館のめざすべき姿へのひとつの

ささやかなきっかけとなれば幸いである。

期　　　間　2020年3月1日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　（特別展開催中の金・土曜日は20：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/13、2/24は開館）、1/14、2/25
　　　　　　年末年始およびメンテナンス休館（12/31～1/10）
会　　　場　兵庫県立美術館　常設展示室
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　TEL.078-262-0901
観　覧　料　一般500円、大学生400円、
　　　　　　70歳以上250円、障がい者100円
　　　　　　＊高校生以下無料
　　　　　　＊70歳以上、障がい者の方は要証明
　　　　　　＊障がいのある方1名につき、その介助者1名は無料
　　　　　　＊ 毎月第2日曜日は公益財団法人伊藤文化財団の協力

により無料

竹工芸名品展：ニューヨークのアビー・
コレクション－メトロポリタン美術館所蔵4

日本の竹工芸は、線で構成さ

れた軽やかな造形が魅力であ

り、現代アートとして捉えな

おされて国際的に高く評価さ

れている。なかでも、ダイア

ン＆アーサー・アビー夫妻が

収集した竹工芸は世界屈指の

コレクションとして知られ、

2017年から翌年にかけてメト

ロポリタン美術館において開

催された“Japanese Bamboo 

Art： The Abbey Collection”

（「日本の竹工芸：アビー・コ

レクション」展）で紹介された。その展覧会を再構成した本展で

は、アビー・コレクションから近現代の竹工芸品75件を、当館

の陶芸コレクションとともに展示する。

さらに、大阪の誇る現代作家、四代田辺竹雲斎氏（1973－）に

よって、美術館の吹き抜けの空間を活かした巨大な竹のインスタ

レーションが、大阪会場のため新たに制作される。古くから竹工

芸の産地として知られる大阪の地において、竹による軽やかな造

形表現の魅力、そして工芸という領域の広がりと可能性を楽しむ

ことができるだろう。

期　　　間　2019年12月21日（土）～2020年4月12日（日）
　　　　　　9：30～17：00（12/21・22は19：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/13、2/24は開館）、
　　　　　　12/28～1/4、1/14、2/25
会　　　場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　　　大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　　（大阪市中央公会堂東側）
　　　　　　TEL.06-6223-0055
観　覧　料　一般1,200円、高大生700円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊ 大阪市在住の65歳以上の方は無料

（以上すべて要証明）

本欄掲載の1～4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（84円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

清水　登之《テニス・プレーヤー》
1918年　油彩・布

初代早川尚古斎　山高帽
1880-1890年代頃　高さ13.7㎝

The Abbey Collection,
“Promised Gift of Diane and 

Arthur Abbey to The Metropolitan 
Museum of Art.”

Image Ⓒ The Metropolitan 
Museum of Art.
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日本建築協会
月間の動き  2019年10月

編集委員会（2019年度）
■副会長
　米井　　寛
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　船越　淳久
　吉村　英祐
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
　東　　拓郎
　樋口　展寛
△松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　東　奈生子
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
△宇野　綾真
　岡田　　健
　岸本　光平
　古島　正博
　正野　和司
　瀧野　敦夫
　竹本　孝輔
　萩原　　学
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　髙橋　秀一
△藤丸　啓一
　山口　紀宏
　河合　智寛
　吉田　正友
　吉居　　哲
■法令分科会
　岡田　耕介
　垣内　　明
　河野　　学
　高田　大輔
△福岡　誉顕
■作品作風小委員会
▲東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 9 年 11 月 27 日
発　　行　2 0 1 9 年 12 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1254円（税込）

Ⓒ「 建 築と社会」誌の記 事の無断転 載を禁じます

常任理事会
第 5回常任理事会
10月23日（水） 16：00～17：50
日本建築協会会議室
出席者　設楽会長ほか 9 名
議　事（ 1 ）2019年度上半期事業執行状況 
　　　（ 2 ）2019年度上半期収支予算執行状況
　　　（ 3 ） 6 月総会講演会の講師
　　　（ 4 ） 第65回工高生デザインコンクール

審査結果
　　　（ 5 ） 建築関係団体合同忘年懇親会及び

在阪建築15団体午餐会
　　　（ 6 ） 「KENTEN2020」実行委員の派遣

と講演依頼
　　　（ 7 ） 大阪都市景観建築賞「大阪まちな

み賞」の経過報告
　　　（ 8 ）2040委員会の活動冊子
　　　（ 9 ） イケフェス大阪がオープンハウス

イベントに認定
　　　（10）大阪企業家ミュージアム

編集委員会
第 7回広告企画・編集合同委員会
10月15日（火） 18：00～18：45
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）11月号特集　最先端技術と社会
　　　（ 2 ） 12月号特集　オープンマインドな

空間（仮）
　　　（ 3 ） 1 月号特集　Osaka Bay エリアの

再生（仮）
　　　（ 4 ） 2 月号特集　第26回私の空間作法
　　　（ 5 ） 3 月号特集　東海支部特集
第 5回構造分科会
10月 3 日（木） 18：30～19：45
日本建築協会会議室
出席者　宇野幹事ほか 5 名
議　事（ 1 ）構造の頁の企画
　　　（ 2 ）2019年度特集原稿の検討
第 6回設備分科会
10月 2 日（水） 18：00～19：20
日本建築協会会議室
出席者　橋本幹事ほか 2 名
議　事（ 1 ）「設備の頁」の企画
　　　（ 2 ）2020年特集
第 4回施工材料分科会
10月 9 日（水） 17：05～17：45
日本建築協会会議室
出席者　吉居幹事ほか 5 名
議　事（ 1 ）2019年特集の振り返り
　　　（ 2 ）次期幹事選出
　　　（ 3 ）2020年特集
第 5回作品作風小委員会
10月24日（木） 19：00～20：00
日本建築協会会議室
出席者　池上委員ほか 3 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定

出版委員会
第 6回出版委員会
10月29日（火） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）既刊書籍経過報告
　　　（ 2 ）制作進行中の書籍
　　　（ 3 ）今後の出版テーマ
　　　（ 4 ）建築セミナー

教育委員会
第 1回工高生教育小委員会
10月 4 日（金） 18：00～19：30
日本建築協会会議室

出席者　谷口小委員会委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ） 第65回工高生デザインコンクール

応募作品の予備審査
　　　（ 2 ）審査会、表彰式の役割分担
第 4回史料研究会
10月 1 日（火） 18：00～19：15
日本建築協会会議室
出席者　橋寺委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ）新委員紹介
　　　（ 2 ）協会誌での連載
　　　（ 3 ）街歩きイベント
第 7回大阪府住まい・まちづくり普及協議会
10月18日（金） 10：30～12：00
大阪建築会館会議室
報告・議題
　　　（ 1 ）出前講座
　　　（ 2 ）補助金
　　　（ 3 ） 2020年日本建築学会教育賞（教育

貢献）への応募

未来創生プロジェクト
第10回2040委員会
10月 4 日（金） 19：30～
PARK Lab.
出席者　駒井リーダーほか 4 名
議　事（ 1 ）企画内容
　　　（ 2 ）今後の委員会活動
第11回2040委員会
10月15日（火） 19：30～
大林組会議室
出席者　駒井リーダーほか 4 名
議　事（ 1 ）企画内容
　　　（ 2 ）今後の委員会活動
第 7回U-35委員会
10月 4 日（金） 19：30～
昭和設計会議室
出席者　髙畑リーダーほか10名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）次回予定／その他
U-35委員会 （分科会）
10月16日（水） 19：30～
日建設計
出席者　髙畑リーダーほか 7 名
議　事（ 1 ）AAF発表
U-35委員会

「設計者のしごと」－組織で働くU-35世代と建
築－
10月27日（日）13：00～17：00
委　員　髙畑リーダーほか12名
ゲスト　川勝真一氏
参加者　50名
活動紹介パネル展示／トークイベント

審査会
第65回工高生デザインコンクール審査会
10月19日（土） 13：30～17：15
出席者　審査員　矢田朝士審査員長ほか 8 名
　　　　工高生教育小委員会委員
　　　　谷口小委員会委員長ほか 4 名
設計課題「2025年のお祭り広場」
審査結果／応募学校数12校
　　　　　応募点数97点
　　　　　最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点、入選 7 点

連携事業
生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪
2019スペシャルツアー　日本建築協会Presents! 
天王寺の近代遺産と下寺町の台地を歩く
10月27日（日） 13：30～16：20
阪口委員ほか 6 名
参加者　28名
案内人　山形政昭大阪芸術大学建築学科教授
　　　　橋寺知子関西大学環境都市工学部准教授
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企画：日本建築協会　発行：学芸出版社

出版図書一覧
当協会会員の方で、当会でのご購入を希望される方には、特価：本体価格の 1割引＋税にて販売しております。
詳しくは（一社）日本建築協会事務局（TEL 06-6946-6981、FAX 06-6946-6984、E-mail soumu@aaj.or.jp）まで。

図解　住まいの寸法
堀野和人・黑田吏香 著
A5判　200ページ　定価　本体2,600円＋税

図解　一発で通す！確認申請
野口元・平沢隆志・仲本尚志 著
B5判　192ページ　定価　本体3,200円＋税

直感で理解する！　構造設計の基本
山浦晋弘 著
A5判　216ページ　定価　本体2,400円＋税

設計・監理・施工者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・馬渡勝昭 著
A5判　248ページ　定価　本体2,800円＋税

改訂版　イラストでわかる　消防設備の技術
中井多喜雄 著　石田芳子 イラスト
赤澤正治・岩田雅之・西博康 改訂監修
B5判　216ページ　定価　本体3,000円＋税

写真マンガでわかる 住宅メンテナンスのツボ
玉水新吾・都甲栄充 著
A5判　248ページ　定価　本体2,800円＋税

主婦建築家と考える 住まいづくりのウソ?ホント?
井上まるみ 著
四六判　184ページ　定価　本体1,800円＋税

プロが教える 住宅の植栽
藤山宏 著
B5判　176ページ　定価　2,800円＋税

〈プロのノウハウ〉シリーズ
建築現場のコンクリート技術
柿﨑正義・玉水新吾 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

写真マンガでわかる　工務店のクレーム対応術
玉水新吾・青山秀雄 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

現場直伝！ 躯体工事の100ポイント
中川徹 著
四六判　220ページ　定価　本体2,200円＋税

写真マンガでわかる 建築現場管理100ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

建築主が納得する住まいづくり
Q&Aでわかる技術的ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

図解　建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
騒音・振動・漏水・結露…など問題につながりやすい建築
と設備の接点（取り合い）を部位別に一覧し、トラブル
予防法を設備別にイラストで詳細に図解。

著者　仲本尚志・馬渡勝昭・赤澤正治
A5判　232ページ
定価　本体2,800円＋税

近刊平成30年10月発行

原因調査と対策のポイント

図解　雨漏り事件簿
雨漏りの原因調査と対策にプロ集団「雨漏り110番」が、
多数の生の事例をもとに実務に役立つポイントを解説。

著者　玉水新吾・唐鎌謙二
A5判　216ページ
定価　本体2,500円＋税

近刊平成30年 1月発行

直感で理解する！構造力学の基本
手描きイラストをもとに構造力学の基本をやさしく解説。
力学とその先にある構造設計の魅力が見えてくる一冊。

著者　山浦晋弘
A5判　216ページ
定価　本体2,400円＋税

近刊平成30年 3月発行

図解　間取りの処方箋
暮らしから考える住宅設計・改修のポイント
玄関・トイレ・LDK・寝室など住まいの 8 つの空間につ
いて、人が暮らしていく上で不都合が生じる「お困り間取
り」と改善ポイントを分かりやすいイラストで解説。

著者　堀野和人・小山幸子
A5判　184ページ
定価　本体2,600円＋税

最新刊平成31年 4月発行
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チラシ封入サービスのご案内
会員限定

貴社の広告チラシを「建築と社会」発送と“同封”しませんか。
チラシをご提供下さい。

料金　1回につき　　　　　　20,000円（税別）
当協会でチラシをプリント（カラー片面）した場合20円／枚必要です。

申し込み方法：申込用紙にご記入いただきFAXまたはE-mailでお送り下さい。
お問合せは（一社）日本建築協会（担当／内山）まで

TEL.06-6946-6981　FAX.06-6946-6984　 E-mail:jigyoka@aaj.or.jp

会社名

ご連絡先
（住所・担当者名・部署名）

住所

担当者名　　　　　　　　　　　　　　部署名

ご連絡先　電話番号・E-mail
電話番号
E-mail：

申込用紙　きりとり

建築と社会
2013  No. 109

1 2日本建築協会

Architecture and S
ociety

特集 ： しくない 空間

広
　
告

　
チ
ラ
シ

※チラシサイズ：A4版
　パンフレット：20頁程度迄



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

日本建築協会

会告

日本建築協会中国支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度プログラムです。
建築関連CPD（ 6単位）

■講習会会場
　（広島工業大学　広島校舎）
・ 広電市内電車　袋町または中電前
下車
・広島バス　平和記念公園前下車

本川町

十日
市町

平和記念公園

袋町
土谷総合病院
デネブ高

中電前

平和大通

広島校舎

日　時　2020年 2 月18日（火）
　　　　9：30～17：00
会　場　広島工業大学　広島校舎
　　　　広島市中区中島町5-7
定　員　60名
受講料　16,000円（含テキスト代 税込）
※ テキストは、当日配布させていただ
きます。

■申込方法
FAXまたは中国支部へ直接
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名（フリガナ）
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号・FAX番号
⑦受講料支払方法（銀行振込等）
⑧ CPDを申請される方は、申請先の
団体名をお知らせ下さい。
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講票をお送り
いたします。

■申込先
（一社）日本建築協会　中国支部
〒730-0805　広島市中区十日市1-1-9
（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）
TEL 082-232-6471
FAX 082-291-2233
E-mail：info@aaj-chugoku.jp
URL：http://www.aaj.or.jp

＜振込先＞
●広島銀行
　本川支店（普通　3424438）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイチュウゴクシブ
　一般社団法人日本建築協会中国支部

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたもので
す。
●とくに取り付きにくい施工計画と仮
設見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応し
た知識の習得をはかります。
●「積算業務」では具体例により、そ
の着工準備から完成に至るまでをわか
りやすく解説します。

施工計画
井上　昇  氏
清水建設㈱広島支店
グループ長

適切な施工計画を立案できることが、
建築現場技術者の必須条件です。
安全で、経済的な施工計画を解説し
ます。

仮設見積
尾野本　悟  氏

広島工業大学
教授

仮設工事費は、一般には非常に把握し
にくい面があって、ついつい単位面積
当たり、あるいは請負金比率のみで
処理されがちです。
施工計画に基づいた合理的で迅速な見
積方法を解説します。

積算業務
八道　憲一  氏
鹿島建設㈱中国支店

次長

見積業務の中で基本となるのは、数量
積算です。この手順、基準を基本に、
より合理的で正確な積算業務を解説し
ます。
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日本建築協会創立100周年記念誌　頒布のお知らせ
日本建築協会は、2017年3月30日に創立100周年を迎えました。
その記念すべき年にあたり、100周年記念事業の一環として、
3冊の記念誌を発刊いたしました。
それぞれの誌面では協会100年の歴史を振り返るのみならず、
本会が社会の中で果たしてきた役割を見つめ直すとともに、
かつて会誌に掲載された貴重な記録を再発見するほか、現在の
建築に携わる人々の想いなど、様々な視点から「建築と社会」を
取り上げております。
つきましてはこの度、記念誌を頒布することとなりましたので、
ぜひお手元に備えていただきたく存じます。

＜お申し込み方法＞
ご注文の書籍名（もしくは3冊セット）、お名前、ふりがな、ご住所（〒か
ら）、電話番号、メールアドレスをご記入の上、下記宛てにFAXまたはメー
ルでお申し込みください。ご記入いただいたご住所に請求書をお送りしま
すので、お振込をお願いします。ご入金確認後に冊子を発送いたします。
※価格はいずれも税込、送料別です。

お申込先　一般社団法人日本建築協会
FAX：06-6946-6984　Mail：soumu＠aaj.or.jp
◆3冊セットでご注文の場合は
　特別価格 ￥5,000 にてご提供いたします。

■日本建築協会100年史1917-2017 ――――――――――――――――――――― ￥2,000

6 第１部　日本建築協会100年の概要

1　「関西建築協会」設立前夜

20世紀を迎えるころ、すなわち明治30年代半ばから、大阪に
おいて洋風建築が急速に普及する。それに伴って、それまで両
手で数えられるほどであった建築家の数もにわかに増していく。
多くは帝国大学建築学科の出身であったが、年齢や職種を異に
して意思の疎通は円滑ではなかったようだ。1907年（明治40）
ごろ、片岡安が唱道して「オキナ会」という親睦団体が作られ
る。その名は大阪のオ、京都のキ、奈良のナをとったものであ
る。しかし、次々と増える若い世代は、「オキナ会は名前のとお
り、年寄りばかりだ」と敬遠しがちであり、自分たちだけの懇
親組織を持つこととなる。その動きは明確ではないが、1911年
ごろに「ボンボン」を自称して「建坊会」が結成され、その中
の、大正年間になってから大学を出た世代が1916年（大正 5）ご
ろに「大正会」をつくった。また1917年ごろには「建坊会」の
論客だけで「水曜会」を結成する。
1917年 1 月30日、建築学会通常総会が開かれる。そこでの会

長選挙で、それまで延べ17年間会長職にあった辰野金吾を落選
させようという工作が進められていた。佐野利器はじめ若い世
代が、建築界に権勢を振るう辰野を追い落とそうとしたのだ（結
果的には辰野が当選した）。この出来事は、関西の建築界には直接
の利害はなかった。しかし、東京にいる「中堅」たちが抱いて
いる強烈な変革の意志を知って、「明治建築界」の構造が変わろ
うとしていることを知らされることとなる。
『日本建築協会雑誌』の1919年 1 月号と 2月号に、「野人生」
という筆名の作者による「回想録」という文章が載っている。
中身はというと、関西建築協会（以後、協会とも表記）設立の経
緯を新入会員に教えるという設定の一種のノンフィクション・
ノベルである。1917年 2 月11日に「○○会」が建築学会に関西
支部を置くべしという提案をしようという会を開いたが、その
後、検討するうちに、関西建築協会設立へと転じたのだ、と説
明されている。「○○会」が建坊会であることはのちの回顧談な
どから明らかである。
建坊会が建築学会支部建議を議論した際の出席者は波江悌

夫、大林賢四郎、池田實らであった。つまり、片岡安はここに
は関与していない。しかし、実は片岡はこれに近い提言を同時
並行的におこなおうとしていたのである。1917年初頭、片岡安
は「同窓建築技術家に告ぐ」という小冊子を建築関係者に頒布
する。

その趣旨は、都市問題が惹
起し、オフィスビルという新
しい建築型の成立を見、鉄筋
コンクリート構造が一般化す
る―という時代の転換点に
あって、建築家は「相連盟し
て」「その意思を交換」する
ための「建築協会を組織」せ
よ、というのである。
片岡が新たな職能団体を組

織しようとし、「建坊会」が建
築学会の関西支部を立ち上げ
ようとしたのは、それまで建築界の意思を束ね、導いてきた建
築学会がその性格を曖昧にしてきたからである。学術団体とし
ての活動が中心になるにつれて、実務面への関与は減少し、社
会へのスタンスも時代に即応しなくなっていたのだ。
一方、自営建築家を糾合して日本建築士会が1914年に発足し

ていた。片岡もその理事を務めていたが、同会においては建築
家の職能の確立がその目的のほとんどすべてであって、建設業
者や建材メーカーの社員は排除されていた。それに日本建築士
会の中心人物たちは都市問題にはほとんど関心を持っていなか
った。かくして、片岡は社会的発言をする拠点をもう一つ別個
に作らなければならないと思い定めた。そのとき彼の念頭にあ
ったのは単純な職能別の団体ではなくて、商工会議所のような
企業家団体ではなかったかと思われる。当初、会頭に後藤新平
を据えようとしていたことが示すように、行政への働きかけを
はっきり主眼においているからである。

2　日本建築協会の誕生

危機感がつのる中、「建坊会」が建築学会関西支部を構想した
のは、片岡にとって願ってもない好機であった。彼は、若手を
呼び集めて、関西の建築家全体を糾合して大きな団体にまとめ
るべきだと叱咤する。直ちに片岡と、彼の所員で若手の代表格
だった波江悌夫との連名で、関西在住の建築家52名に呼びかけ
る。その際の趣旨は「関西の建築家の団結を謀り相互の意思を
疎通して建築界の向上発展を期する」というものであった。1917
年（大正 6） 2 月27日、39名を一堂に集め、5人の委員を選出し
て団体の創立案の作成を委嘱することの合意をとりつけた。こ
の創立委員（池田実・片岡安・武田五一・波江悌夫・設楽貞雄）は、3
月17日に会則案を得たが、それは親睦団体の性格を主にしてい
て、名前も「関西建築倶楽部」とするものであった。これに対
し、若手の「水曜会」から「建築クラブでは物足らぬ」という
意見がでて、 3月30日の創立総会の場で「関西建築協会」とい
う名前になり、会の目的も「我が国建築界の堅実なる発展を期

第 1章

日本建築協会の発足と当初の活動

石田潤一郎

図 1　片岡安
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■モダンエイジの建築 『建築と社会』を再読する ―――――――――――――――― ￥3,000
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は、1871年（明治4）に創業した造

幣局（創業時は造幣寮と呼ばれたが本論では
造幣局に統一）の応接所として建てられた。
いまも当時の場所に現存し、関西に残る近代
建築としては最古のものである。また、造幣
局創業当時の建築としては、他に金銀貨幣鋳
造場（以下、鋳造場）の正面玄関が、泉布観
敷地内に移築され、1935年（昭和10）に竣工
した明治天皇記念館の正面玄関として残って
いる。ふたつの造幣局創業当時の建築につい
て、ここでは各時代の『建築と社会』での記
事に触れながら紹介する。

■「郷土建築」として紹介
明治政府樹立後間もなく、経済の根幹をな
す貨幣を製造する造幣局が大阪に設置され
ることが決まった。1869年（明治2）に東京
奠都が行われる以前から、造幣局の工事は開
始された。敷地は物資の輸送の面で有利な、
大川に面した旧幕府御破損奉行役所材木置場
跡の天満川崎の地が選ばれた。設計はアイル
ランド出身の技師ウォートルスがあたり、文
明開化を象徴する洋風の大工場群が設計され
た。工事は請負頭清水磯吉のもとに進められ
たが、途中不祥事があったため営繕司直営で
行われた。1870年には、後に泉布観と呼ばれ
る応接所を含む大半の建物が完成し操業を始
めたが、創業式を迎えたのは1871年のことで
ある。翌1872年、明治天皇が行幸し応接所
に滞在した。その折に、貨幣の館を意味する
「泉布観」と命名した。泉布観を含む造幣局
の姿は、文明開化の象徴として多くの錦絵や
絵葉書の題材とされ、大阪の観光名所となっ
た。ことに、1883年に始まる造幣局の「通り
抜け」の桜は、現在も続く大阪の春の風物詩
となっている。
ところで、『建築と社会』の前身『関西建
築協会雑誌』の創刊は1917年（大正6）であ

るから、造幣局の竣工記事は掲載されていな
い。しかし、『建築と社会』では数度にわたっ
て造幣局創業当時の建築群を紹介してきた。
最初に大きく取り上げたのは、1932年（昭和
7）8月（第15輯第8号）の「郷土建築」特集号
における中村角之助「造幣局に就いて」であ
る。ここでは、造幣局創業当時の図面を学生
に透写させた貴重な図版の数々が紹介された。
ところで「郷土建築」とは、当時国宝とし

て保護された寺社建築以外の、江戸時代の町
家や農家、明治初年の洋風建築物などを指
す。当時、日本建築協会の編集常務評議員を
務めていた建築家・本間乙彦は「郷土建築」
に注目した中心人物で、1929年以降の『建築
と社会』では「郷土建築」特集が毎年1回程
度のペースで組まれた（なお、『建築と社会』
1928年3月号の本間乙彦「我等が父祖の建築
文化記念物を保存せよ」が「郷土建築」の初
出で、すでにその概念を提唱している）。「郷
土建築」の特集が組まれた背景には、当時の
都市計画に伴う幹線道路の拡幅やビルディン
グの建設などによって、江戸時代の町家や明
治初年の洋風建築が次々に建て替えられてい
たことがある。
造幣局もまた、1923年（大正12）に起こっ

た関東大震災以降、耐震化と規模拡張が検討
される中で、旧鋳造場などの改築が決まった。
しかし、元造幣局員・小澤扶公らが、明治天
皇が大阪で最初に訪れた聖跡であり、文明開
化を象徴する建物であることから保存を提唱
した。結果、もっとも象徴的な正面玄関が残
されることが決まった。正面玄関は「廃墟の
ごとくなった跡に取毀されずあたかもギリシ
ャのアクロポリスの如く」（『大大阪』1927年
6月号）残されていたが、泉布観の敷地内に
移設が決まり、新築される明治天皇記念館の
正面玄関として採用されることとなった。
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所在地／大阪市北区天満橋1‒1‒1
【泉布観】
設　計／T. J. ウォートルス
施　工／直営
竣　工／1871年（明治4）
構　造／煉瓦造
規　模／地上2階・一部地下1階
種　別／官公庁
【明治天皇記念館】

設　計／大阪市（正面玄関：T. J. ウォートルス）
施　工／池田榮三郎
竣　工／1935年（昭和10）
構　造／鉄骨鉄筋コンクリート造
規　模／地上2階・一部中2階、地下1階
種　別／官公庁 ①泉布観・旧桜宮公会堂（2011年撮影）

2009年～2016年にわたって会誌『建築と社会』に掲載された連載「再読　関
西近代建築」をまとめたものです。会誌に収められた貴重な建築記録や論考を
取り上げ、解説しています。
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薬涯Z謹 ─YONEI  YUTAKA─

「建築を通して社会に貢献する」
　最終回を迎える今回の群像は、『建築と社会』の編集委員長である米井 

寛氏に話を伺った。

組織を超えた活動のプラットフォームとして
　「建築協会とのきっかけは、会社に入社して 2年目にほとんど強制
的に入会させられたのです（笑）。でもせっかくだから何か面白いこと
をやりたいと考えて、当時事業委員会の中にあった『若い会員の集い小
委員会』で活動を始めました。有名な建築家を招いて講演会を企画した
り、「30’s eye」という30代の駆け出しの建築家やアーティストを招いて、
20人ぐらいが集るサロン講演会を開いたりして、その時の話を 1冊の本
（＊1）にまとめました。そのような活動の経験から、組織を超えた横の
つながりって面白いなと感じたのです。」
　「建築協会は会社を超えた、大学や各専門技術者など層の厚い輪が集
まっている。何のこだわりもなくニュートラルに集まることができる場
は、東京に比べるとコンパクトなスケールの関西ならではかもしれない。
これからも組織を超えたプラットフォームにしたい。」と語る。

編集という作業の意義
　「『建築と社会』の紙媒体から電子媒体へのスイッチを押すのは誰

だ？」実は米井氏が編集委員長に就任した当時もそのような問題に直面

していた。しかし、タイムリーな情報は電子媒体からでもよいが、ある

意図をもとにして企画し、編集して紙に残す、という知的作業は止めら

れないと語る。

　たとえば2014年11月号『でっかいものはすごいぞ』という企画では、

構造の人が集まって様々な巨大なものを構造的切り口からまとめられた。

単に構造の技術や知識を伝えるだけでなく、あるテーマを切り口にした

企画によって生まれる世界は、編集の力の醍醐味である。（この企画は今

年度の「建築と社会賞」を受賞した。）

建築を通して社会に貢献するということ
　米井氏が編集委員長に就任した2011年は3・11が起こり、安心・安全

といった「建築が社会に対して発信する使命」を感じていた。

　阪神大震災の時に「あんな風に一瞬にして街が壊れてしまうと無力感

に襲われますよね。そのような時に技術や制度、コミュニティが大切で

あり、関西の建築家はそれを一度学習した。」そして、阪神大震災を経験

した関西からの発信として「3.11 関西からのメッセージ」という企画で

連載（2011. 9月号～2012. 3月号）した。奇しくも創刊号の大正 6年の

『関西建築協会雑誌』（『建築と社会』の前身）の目次を紐解くと、災害

防備之急要・・・都市大火の危険・・といったテーマが目に飛び込んでく

る。関東大震災は大正12年なのでその 6年後である。米井氏は3・11の

翌年に2012年 8月号で「巨大地震に備える」「想定外を繰り返さない」と

いった特集を組んでいる。『建築と社会』は、まさにその時代の社会に対

して建築を通して貢献しようとする姿勢は変わらない。

　「約100年前の建築協会誌の創刊時に「建築と社会」と名付けた当時の

人の心情を想像すると、関東のアカデミズムをベースとする建築運動に

対して、関西にはいわばポピュリズム的な思想で建築を社会に貢献する

ものとしてとらえたいという気概があって、それを“社会”というタイ

トルに込めたのではないのだろうか？」

　米井氏の言葉からは、ジャンルを超えて輪を広げながら市民のための

「建築と社会」を追求する飽くなき挑戦がうかがえた。

 （2015年 6月号掲載）

経歴（学歴・職歴）
1984年　大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻修士課程修了
1984年　株式会社東畑建築事務所入社
2011年　日本建築協会　編集委員長
現在　　 株式会社東畑建築事務所　常務取締役　本社オフィス代表

主な作品
2008年　武庫川女子大学総合薬学教育研究棟
2010年　武田薬品研修所
2011年　広島法務総合庁舎
2011年　西予市庁舎（第12回建築と社会賞）　他

主な著書
建築する人たち ―アーキテクト・アーティストの素顔（＊ 1）

日本建築協会にて

聞き手　　中川　卓（日建設計）
　　　　　野口　伸（竹中工務店）
写真撮影　河合止揚

2009年より70回にわたり『建築と社会』に掲載された、建築に携わる方々へ
のインタビュー記事をまとめたものです。（追録あり）
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